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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　その日、清せ夏なは従兄弟いとこを見み舞まう為ため、朽くちかけた古い離はなれを訪おとずれた。

　己おのれの式神である俐り星せい──白びやつ虎この化け身しん──を伴ともない静かに襖ふすまを開けると、一組の布ふ団とん以外何もない寝ね間まに従兄弟──橙とう弥やが眠ねむっている。

　痛々しい姿に、清夏は年ねん齢れいより幼げな顔を歪ゆがませた。

　橙弥の目には包帯が巻かれていた。只ただ人びとには見えないが、黒々とした穢けがれが軀からだのそちこちにまとわりついている。

「──橙弥」

　寝間に踏ふみ込もうとすると、俐星の真しん珠じゆのように淡あわい七色の光を帯びた純白の髪かみが揺ゆれた。その手はしっかりと清夏を引き留めている。

　人外の美び貌ぼうは曇くもり、丸みのある虎とら耳みみはへたりと倒たおれていた。橙弥を哀あわれに思いつつも、大事な主あるじを穢れに近づけたくないのだ。だが、清夏は俐星の手を振ふり払はらい、橙弥の枕まくら元もとに膝ひざを突ついた。

　──つい先日まで、橙弥は眩まぶしいほど光り輝かがやいていた。

　東あずまの一族らしい甘やかな美貌に、明るく人ひと懐なつっこい性格。あまり容姿に恵めぐまれず、性格もひねている自覚のある清夏にとって、この従兄弟は妬ねたましくも誇ほこらしい存在だったのに。

　──あの日。

　橙弥は身も心も踏み躙にじられた。橙弥に力を与あたえてきた術は解けて全すべてがなかった事になり、もっとも愛し頼たよりにしていた存在は現うつし世から消え失うせた。これから橙弥は傷を負ったまま一人で生きてゆく事を強しいられる。

　既すでに、ある程度癒いえたら橙弥は放ほう逐ちくされる事が決まっていた。

　東家は代々呪じゆ術じゆつを生業なりわいとする一族、余人に明かせない秘密をいくつも抱かかえている。只人に堕おちた橙弥に一族の秘事を知られるわけにはいかない。

　諸もろ々もろの理由は伏ふせたまま結論だけ、そういう事だから覚かく悟ごしておくようにと容よう赦しやなく告げられた橙弥はわかったと答えた。目は包帯で覆おおわれて見えなかったが、呆ぼう然ぜんとしていたようだった。

　当たり前だ。

　ひどく傷つき目も見えないこの状態でよそへ行けと言われたのだ。見捨てられたと思ったに違ちがいない。

「なあ、俐星。なんとかできねえかな。このまま家を出されたら、橙弥はきっともう二度とあいつに会えない。そんなの、許せねー」

「清夏」

　窘たしなめるような響ひびきに、清夏はきっとなって己の伴はん侶りよに向き直った。

「もし俺が俐星の事を忘れた上、遠く引き離されたら、俐星はどうするんだよ」

　俐星の視線が逸そらされる。

「……どんな禁呪を使っても、おぬしを取り戻もどすであろうな」

　にっと笑うと、清夏はすぐ後ろに控ひかえていた愛いとしい伴侶に抱だきついた。ちゅっと音を立てて頰ほおにキスすれば、額に優やさしいくちづけが返ってくる。

「待ってろよ、きっと俺たちがなんとかしてやるからな──と。あれ？」

　橙弥の腕うでを布団の中にしまってやろうとして、清夏は古びた守り刀に気がついた。

　眠りについた時には胸に搔かき抱いだかれていたのだろうそれを、緩ゆるんだ腕の間から抜ぬき出して見る。

　鯉こい口ぐちを切り、清夏は目を細めた。刃はこぼれ一つない刀身が眩まばゆい光を放っている。

　空そら恐おそろしいほどの霊れい力りよくが込められているせいだ。

「これって……」

　清夏に寄り添そい手元を覗のぞき込んでいた俐星が、突とつ然ぜん獣けものそのものの動きで顔を上げた。耳をぴんと立て一点を見つめる様に、清夏も素す早ばく軀の向きを変える。

「清夏。下がって」

　饐すえた臭においが鼻を刺さした。

　いつの間にか細く開いていた障子の隙すき間まから現れたものに、清夏の顔が強こわ張ばる。
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　え、なに、ここ。

　橙弥は呆然としていた。

　風が吹ふく度たび、ざわざわと葉が擦こすれ合う音がする。

　頭の上にかさりと落ちてきたものを摑つかんでみると、くしゃりと潰つぶれた。どうやら落ち葉だったらしい。

　車の音や人の声はまったく聞こえない。もしかして、山の中なのだろうか？

　橙弥が血族と共に暮らす屋や敷しきは人ひと里ざと離れた場所にある。ここは周囲の山のどこかなのかもしれない。

　うわ、これって、まずくない？

　いつもならアケビでも探しながらハイキング気分で帰るところだが、現在の橙弥にそれはできない。目が見えないからだ。

　一ひと月つき前まで橙弥の目に異常はなかった。現在も、眼球や神経に異常はないらしい。検査結果を眺ながめ首を傾かしげた医師は、心因性のものかもしれないと言った。

　何も知らない割には好いい線いってる。目が見えなくなった時の橙弥は酷ひどい有様だったからだ。おまけに橙弥は視力のみならず記き憶おくまでなくしていた。よって、何がどうして失明に至ったのかは謎なぞのまま、なにもわかっていない。

「──清夏？」

　試ためしにさっきまで一いつ緒しよにいた従兄弟を呼んでみるが、返事はない。

　声の聞こえないところに行ってしまったんだろうか、それともわざと橙弥を見捨てて行ってしまった──？

　いや、あいつがそんな事をするはずないか。

　ふうと息を吐はいて気を静めると、橙弥は立ったまま頭を仰のけ反らせた。

　橙弥が生まれた東家は特とく殊しゆな血筋だ。生まれた時から霊れい的てきな力が強く、只人には見えないものを見る事ができる。

　たとえば、霊れい気き。妖あやかし。雑ざつ霊れい。包帯で目を塞ふさがれていてもそれらを見るのに支障はない。

「へえ……」

　集中すると、瞼まぶたの裏に不思議な光景が広がった。

　空を満たす、霧む氷ひようのようなきらめき。苔こけ生むした大岩は光の粒つぶを帯び、古木は脈打つ光で形作られている。

　普ふ通つうは木も岩も輝いて見えるほどの霊気など纏まとっていない。どうやらここはとてつもなく霊気が豊ほう潤じゆんな地らしい。ふわふわとした光で満ちた世界は神こう々ごうしいほど美しかったけれど、肝かん心じんの従兄弟いとこの霊気は見えなかった。

「困ったなあ」

　とりあえず、ポケットの中身をチェックしてみる。出かける気はなかったから、携けい帯たいすら持っていない。ジーンズのポケットもカーディガンのちっぽけなポケットも空っぽ、このところ肌はだ身み離はなさず持ち歩いていた守り刀だけがベルトの下に突っ込んである。

　長さは三十センチ弱と小さいのに、この短刀はずしりと重くて持っていると不思議に心が落ち着いた。恐おそろしく年季が入った鞘さやは黒い漆うるし塗ぬりで、中に納められた刀身は素す晴ばらしい業わざ物ものらしい。橙弥自身は見た事がないのだが。

　何にせよ、手元に武器があるというのは心強かった。鞘に納めていれば見えないが強い霊気を纏っているから、護ご符ふにもなってくれそうだ。

「さて、どうしようか」

　闇やみ雲くもに動き回るのは危険だった。特に橙弥は目が見えない。霊気が濃こいとはいえ、見えるものより見えないものの方が多いし、この場で迎むかえを待つのが利口というものだろう。

　──でも、容態が落ち着いたらすぐに屋敷から出て行ってもらうって通告されてたよな、俺。

　橙弥はそわそわと斜ななめに流された長い前まえ髪がみをいじる。

　いやいやいや、いくらなんでも山の中に置き去りにするような真似まねはしないだろ。そもそも橙弥を部屋から連れ出したのは仲のいい清夏だし。

　──でも、どうやってここに来たのか、俺は覚えていない。

　そう。目が見えなくなった時と同じだった。山の中で我に返るまでの事が、橙弥には思い出せない。

　ぽつりと生まれた小さな染しみのような不安がみるみるうちに広がって橙弥の理性を食い尽つくす。

「──帰らないと」

　いてもたってもいられなくなり、橙弥はふらふらと歩き始めた。障害物にぶつからないよう、両手で前方を探さぐりながら。

　もう陽ひが落ちたのか、気温がどんどん下がってゆく。靴くつ下したも履はいていない素す足あしは、どんぐりを踏ふむだけで痛みを訴うつたえた。おまけにしょっちゅう木の根や岩に爪つま先さきが引っかかる。降り積もった落ち葉のおかげで怪け我がはしなかったけれど、転ぶたびにひどく惨みじめな気分になった。

　俺はどうなってしまうんだろう？

　──深い山の奥には鬼おにがいて、迷い込んだ人を喰くらう。

　ふとそんな話を思い出してしまい、橙弥は強張った笑えみを浮うかべた。鬼を怖こわがるなんて子供みたいだが、これだけ霊気の濃こい場所なら何があっても不思議はないような気もする。

　──ねえ、鬼がどうやって生まれるか知ってる？

　橙弥の育った屋敷には古い絵巻物があり、子供たちはよく、勝手に持ち出しては眺めていた。描えがかれているのはおどろおどろしい妖ばかりだったけれど、子供はそういうのが好きなものだ。

　──ええっと、鬼が生まれるのって、鬼おにヶが島しまだっけ？

　──ばっか、それは流る刑けい地。鬼が流されたところで、生まれたところじゃない。

　──じゃあ、鬼はどこで生まれるの？

「人の心の中でだよ」

　橙弥はふと足を止めた。今まさに誰だれかに耳元で囁ささやかれたような気がした。たいそうな秘密であるかのように、小さな声で。

　──悪い事ばかりして人の心を失った人や、悪あく心しんが凝こごったものが鬼になるの。

　鬼は人を食くらう異形、この世に疫えきをもたらす、滅めつすべき存在だ。

　そんな存在に誰でもなりうるというのが怖かった。怖いと思っていた酒屋のおじさんや喧けん嘩かした友達が鬼になって襲おそってきたらなんて事を想像し、子供だった橙弥は本気で脅おびえた。

　ああ、でも、いっそ鬼に喰らわれてしまえば、あれやこれやと思い煩わずらわずに済むんじゃね？

　ふとそんな事を考えてしまい、橙弥は足を止めた。

　まあ、間ま違ちがってはいないが、こういう時にそういう事を考えるのはまずい。妙みような事を考えていると、妙なものが寄ってくる。取り憑つかれたり嬲なぶられたりするのは御ご免めんだ。

　──どうせなら一息に死にたいし。

　ぶるりと橙弥は軀からだを震ふるわせた。なんだか無む性しように寒かった。

　きっと夜で気温が下がっているせいだ。別に何がいるわけじゃない。大だい丈じよう夫ぶだ。大丈夫だと、思うけれど。

　橙弥は闇の中を小走りに進み始めた。危険だと思いつつも、足を止める事ができない。

　帰りたい。

　帰る？　なんの為ために？　帰ってもどうせすぐに追い出されるのに。

　誰も俺の帰りなど待っていない。俺は──だから────。

　何かに足を取られ、軀が宙に浮うく。次の瞬しゆん間かん、顔から落ち葉の中に突つっ込んでしまい、橙弥は悪態をついた。

「くそっ！」

　幸いにも大きな怪我はしないで済んだようだが頭に来る。拳こぶしを握にぎり締しめるが、怒いかりをぶつける相手はいない。地面を殴なぐりつけたところで、自分が痛い思いをするだけだ。

「疲つかれた……」

　のろのろと拳を下ろすと、橙弥は軀を起こし座り込んだ。一ヶ月ほど前に軀を痛め、つい最近床とこを上げたばかりなのだ。体力の限界が近い。

　じっとしているとすぐ軀が冷えてくる。でも立ち上がりたくない。

　ぐずぐずしていると、遠くにぽっと小さな光が灯ともった。

　なんだろう、あれ。

　今一つ距きよ離り感かんが摑つかめないが、ぼーっと眺めていると徐じよ々じよに大きくなってくる。

　あれ？　このままここにいたらぶつかってしまわないか……？

　慌あわてて立ち上がったが遅おそい。光の奔ほん流りゆうに吞のみ込まれてしまう。その瞬間、あたたかな春風にふわりと膚はだを撫なでられたような気がした。

「おわ、えっ、なに……!?」

　腰が引けた軀が何かに捕つかまえられる。

「橙弥！」

　男の腕だ。橙弥も一応平均以上の身長があるのに、すっぽりと抱だき込まれてしまう。

「ちょ、放せよ！　なんだよ、あんた……？」

　西洋の香こう水すいとは違う、香の匂においがほのかに香かおった。

　光の塊かたまりに見えたのは、霊気だった。細かな光の粒りゆう子しが集まって炎ほのおのように燃えさかっている。人の霊気に似ているが、ずっと密度が高く光も強い。そのせいだろうか、霊気には熱などないはずなのに寒さが遠のく。

「本当にいるとはなあ」

　一人目より太い男の声に辺りを探ると、もう一つ、小こ振ぶりの霊れい気きがほよほよと傍そばに浮かんでいた。

「久しぶりだな、橙弥殿どの」

「あんた、誰？」

　誰とも知れぬ男の胸に顔を押しつけられた橙弥は硬かたい声を発する。

　斜めに流した前髪の下に巻かれた包帯に気づいたのだろう、男の声が少し沈しずんだ。

「なんと、目が見えなくなってしまったのか。俺は白はく露ろだ。橙弥殿、わかるか？」

　どうやらこの男は自分を知っているらしい。だが、白露の放つ霊気もまた、人間のものとは明らかに違っていた。

「おぬしを抱だいているのは正まさ親ちか殿だぞ。正親殿はな、いきなり寝ね間まから飛び出して走って来たのだ。どんなに疲れ果てて眠ねむっていても橙弥殿の気配だけはわかるとみえる」

　白露は上じよう機き嫌げんだ。だが、正親と呼ばれた大きな光の塊は、最初に橙弥の名を呼んだきり、黙だまり込んでいる。

　見られている、という感じがした。多分、今、十センチもない距離で橙弥の顔を凝ぎよう視ししている。

「あんたたちは俺の知り合い、だったのか？」

　白露の饒じよう舌ぜつが止まった。

「……橙弥殿？」

「悪いけどさ、俺、ここ五年ほどの記き憶おくがないんだ。どれくらい親しかったのか、教えてもらっていいかな？」

　場がしんと静まりかえった。

　橙弥の言葉は彼らにとってたいへん衝しよう撃げき的てきだったらしい。空気が重い。

　橙弥はそっと目の前の壁かべを押して、正親から距離を取った。　>>>♥

　申し訳ないけれど、以前どんなに親しかったにせよ覚えていないものは覚えていないのだ。そして橙弥には男に抱き締められる趣しゆ味みはない。

「あー、正親殿、屋や敷しきに戻もどってから、ゆっくり話をした方がよいのではないのかな。橙弥殿もその格好では寒かろう。先に湯を使わせてもらうとよい。頭が枯かれ葉だらけだぞ」

　もふっとした柔やわらかいものが頭に触ふれた。転んだ時についてしまったらしい塵ちりを払はらい、最後にするりと頰ほおを撫なでて消える。

「そうだな。立てるか？」

　ようやく正親が口を開いた。あまり感情が声に出る質たちではないらしい。落ち着いた声で必要最低限の言葉のみを紡つむぐ。

　だが、態度とは裏腹に、正親の霊気は物言いたげに橙弥にまとわりついていた。色味も暖色系から寒色系へと変化している。この色が心配してくれているのか、それとも忘れられてただ落ち込んでいるのかまではわからないけれど、悪意を示す濁にごりは一いつ切さいない。

「よし、俺が送っていってやろう、背に乗れ、橙弥殿」

「え!?」

　おんぶしてくれるという事だろうか。

「や、歩けるから大丈夫だし」

「遠えん慮りよをするな。疲れておるのだろう？　目が見えぬのでは足あし下もとも危あやうい」

「いやいやいや、俺、重いから」

「前会った時より随ずい分ぶん瘦やせたように見えるが？　──正親殿」

　埒らちが明かないと思ったのだろう、白露が相棒の名を呼ぶと、二本の手が伸のびてきて橙弥の脇わきの下を挟はさんだ。ぎょっとしている間に軀が持ち上げられてしまう。

「暴れてないで、足を開け」

「え!?　何その卑ひ猥わいな命令……！」

　茶ちや化かしてみたものの突っ込みはなく、ほよほよと揺れる光の上に下ろされる。やわらかな山のような軀を恐おそる恐る探さぐってみると、極ごく上じようの毛皮が手に触れた。

　もっふもふである。毛の間に指を沈めると、指先を通してとくとくという鼓こ動どうが感じられた。

「おお……？」

　どうやら白露は、大きな獣けものの姿をしているらしい。

「では、参ろうか。寒いなら首にしがみついておるとよい」

　ぽてぽてと歩き出した獣の毛を橙弥は慌てて両手で握った。太く、深い毛並みで覆おおわれた首にそろそろともたれてみると、なるほどあたたかい。橙弥の少し下で、光がゆっくりと脈打っている。

「あんた、妖あやかしなのか……？」

　おずおずと尋たずねてみると、白露は喉のどを鳴らして笑った。

「そうだ。俺は山犬よ」

「山犬……」

　肉球が落ち葉を踏ふむ小さな音以外は何の音もしない。リズミカルな揺れと獣のほど良い体温が心地ここちいい。疲れ果てていた橙弥は山犬の背でうとうとし始めた。

　こんな場所で眠気に襲おそわれるなんてどうかしている。だが、正親の屋敷への道のりは長く、橙弥はいつか睡すい魔まに負けてしまった。




　　　　＋　　＋　　＋




　夢を見た。

　桜の巨きよ木ぼくが無数の花を咲さかせている。青い空に桃もも色いろがかった白いはなびらが舞まう様は美しく、魂たましいが洗われるようだ。

　桜の木の下には二つの人ひと影かげがあった。

　橙弥と同じ顔をした男が、恋こい人びとの太ふと腿ももに頭を乗せ、寝ころんでいる。

　──恋人？　そうだ、あれは俺の恋人だ。

　髪かみが長いのはわかったものの、恋人の顔も姿も妙みようにぼやけていて、よく見えない。

　手持ち無ぶ沙さ汰たなのだろう、恋人は指で橙弥の髪を梳すいている。ゆっくりと、愛おしげに。

　胸の中にひたひたと甘あま酸ずっぱい恋心が満ちてくる。

　好きだ──好き。

　恋人の体温を、髪を梳く指の感かん触しよくを、橙弥は渇かつ望ぼうする。

　でも、夢を見ている橙弥自身は恋人から遠く離はなれたまま、自分と同じ顔をした男と睦むつみあう様を見ている事しかできない。おそらくはあれも橙弥自身なのであろうが、嫉しつ妬とにちりちりと胸が灼やけた。恋人には、自分だけを見て欲しかった。

　──ねえ、俺を見てよ。

　だが、二人とも橙弥の存在に気づきもしない。

　──ねえ、────！

　大声で呼びかけようとして、橙弥ははっとする。

　恋人の名は、なんと言ったっけ？

　よく考えると、どんな顔をしているのかも思い出せない。目を凝こらしても、まるでそこだけ磨すり硝子ガラスがあるかのように視界がぼやけている。

　ぞっとした。

　あの人は本当に存在するのだろうか？

　はらはらと桜のはなびらが散る。

　さあっと吹ふきつける風に、恋人の姿まで散り始めた。頭が肩かたが、枕まくらにしている膝ひざが、ほろりと崩くずれ散ってゆく。

「────！」

　声なき叫さけびを上げ、橙弥は飛び起きた。はあはあと肩で息をして、掌てのひらで首筋を伝う汗あせを拭ぬぐう。

　自分がどこにいるのかわからなかった。周囲は真っ暗で、何も見えない。

　いや、違ちがう。

　俺の目が見えないだけだ。

　──恋人はいた。絶対にいた。夢なんかじゃない。

　じわりと滲にじんだ涙なみだに、目を覆う包帯が湿しめる。

　橙弥が恋人の夢を見たのは、これが初めてではなかった。ある時は生まれ育った屋敷の縁えん側がわで菓か子しを分け合い、またある時は見知らぬ場所をそぞろ歩き、時を変え場所を変えて橙弥は仲睦まじく過ごす恋人と己おのれの姿を見せつけられてきた。

　会いたい。

　顔もわからない恋人に焦こがれる。

　だが、目が見えなくなった橙弥には携けい帯たいでさえろくに操作できない。家人に仲立ちを頼たのんだが、返ってきたのはそんな人は知らないという言葉だった。

　そんなわけはなかった。夢には東の屋敷が頻ひん々ぴんと出てきたし、恋人が家人と言葉を交かわす姿もあったのだ。

　皆みなでしめしあわせて噓うそをついているのだろうか？　でも、何の為ために？

　わからない。

　大体、顔も名前もわからないなんて、おかしい。皆が言うようにそんな人はいなかったんだろうか。

　でも、いない人の夢を、こんなにしょっちゅう見るわけないか。──こんなにも恋しいと思うわけない。

　あの人は実在する。どこかで自分が会いにゆくのを待ってる。

　ふ、と息を吐はくと、橙弥は見えぬ目の代わりに手を使い、周囲を探った。どうやら橙弥はちゃんと布ふ団とんの上に寝ていたようだ。

　そういえば、あれはどこだ？

　上うわ掛がけをはねのけ、掌を這はわせる。枕の下を探り、ぽふぽふと布団を叩たたき、ようやく畳たたみの上に直接置いてあった守り刀を見つけると、橙弥は膝立ちになったまましっかりと抱かかえ込んだ。

　その瞬しゆん間かん、ぶわりと空気が揺れたような気がした。

「誰だれかいるのか？」

　顔を上げ、寝ね起おきで弛し緩かんしきっていた気持ちを引き締しめる。気を整え集中すると、少し離れた場所に火の玉のような霊れい気きの塊かたまりが見えてきた。

「おはよう」

　落ち着いた渋しぶい声は昨夜出会った男のものだ。ではここはあの男の家なのだろう。

　黙だまって見ているなんて趣しゆ味みが悪いと思いつつも、橙弥は甘やかな顔立ちに笑えみを浮かべ、ふよふよ揺ゆれる光に向かって頭を下げた。

「あ、おはようございます。ええと……？」

　名前を思い出せずに口くち籠ごもると、火の粉のように燃え盛っていた光の粒りゆう子しが勢いを失い、落下してゆく。

「正親と申す」

　わかりやすい変化に橙弥は悪い事をしたような気分になった。

「まさちか、さん。すみません、俺、途と中ちゆうで寝ちゃったんですよね？　ここまで運んできてくれたんですか？　あ、服も……」

　手て探さぐりで守り刀をベルトに突つっ込もうとして気づく。橙弥はジーンズではなく、寝ね間ま着き──多分、浴衣ゆかた？　──を着ていた。

「枯かれ葉だらけだったからな。気分はどうだ」

「悪くないよ」

「そうか」

　会話が途と切ぎれる。

　初対面も同然の相手である。いつもなら気まずい沈ちん黙もくを回かい避ひすべく適当に喋しやべりまくるのだが、なんとなくそんな気になれなくて橙弥は黙っていた。

「目は、いつ見えなくなった」

「一ヶ月くらい前かな」

「なぜそうなったかについては」

「それが全然覚えてないんだよねー」

　少し間が空く。

　声音こそ淡たん々たんとしていたが、正親の霊気の表面は激しく逆巻いていた。

　どうしてこの妖は自分のためにこんなにも心を騒さわがせているんだろうと、橙弥は不思議に思う。

「記き憶おくは、いつからない」

「目が見えなくなったのと同じ時に失われたみたいだ。十八歳の誕生日の朝以後の記憶は虫食い状態で、はっきり思い出せるところの方が少ない」

「──そうか。ここへは、なぜ」

「俺にもよくわからないんだ。清夏が──あ、清夏というのは俺の従兄弟いとこなんだけど──」

「知っている」

「……知ってるのか。なら話が早い。その清夏に、ウチが代々神主を務める神社に連れてゆかれてさ」

　東の一族が暮らす屋や敷しきは山の中、神社のすぐ傍そばにある。普ふ通つうなら別に家を構えるものであろう祖父も叔母おばも従兄弟も又また従兄弟も、一族の者全員が一つの建物で暮らしている。

　古くから神社の神主を務めると同時に呪じゆ術じゆつ師しとして暗あん躍やくしてきたらしい。橙弥も幼い頃ころから学校で普通教育を受ける一方、家で占うらないや怨おん霊りようの調ちよう伏ぶくの仕方など一族だけに伝わる秘事を学んできた。雑ざつ霊れいを見るのは日常茶さ飯はん事じ、簡単な祓はらいくらいなら一族の者なら子供でもできる。

「蛇へびが多くて危ないとか、鬼おにを探せとか言われたな。他ほかの皆は清夏の意見に反対みたいで止めようとしていたんだけど、清夏がうまい事本ほん殿でんから閉めだして──」

　でも、どうやってだろ？

　ふっと疑問が湧わいてくる。

　橙弥がいたのは確かに神社の中だった。

　足裏に冷たい木の床ゆかの感触があった。普ふ段だんは立ち入りを禁止されている社の奥だ。

　戸板を叩く激しい音が聞こえた。だから、橙弥は神社が閉め切られていたと思ったのだが、普段、神社の戸板は日があるうちは開け放たれている。あの騒さわぎの中で、清夏がすべての戸を閉められたわけがない。

「それから、ご神体の前に行った」

　清夏は手が付けられないくらい怒いかり狂くるっていた。

　──しきたりなんかクソくらえだ！

　──そんなものに縛しばられて橙弥を追い出そうとするなんて、信じらんねえ。

　──橙弥も、理り不ふ尽じんな命令に唯い々い諾だく々だくと従うな！　なんとなく覚えてんだろ？　おまえには大事な人がいるって事。このままだとおまえ、二度とあいつに会えなくなるぞ。あんなに好きあっていたのに、全部なかった事になっちまう……。

　清夏の言葉を聞いた橙弥はその場に立ち竦すくんだ。

　初めてだった。恋こい人びとの存在を肯こう定ていされたのは。

　本当に、いたんだ。

　やっぱりあれはただの夢じゃなかった。でも、じゃあ、恋人はどこにいるんだ？

　聞きたい事は山ほどあったが、戸板を叩く音が酷ひどい。今にも破られてしまいそうだ。

　──うまくいくかどうかはわからないけど、これ以外に手はない。橙弥、頑がん張ばれ。頑張って、恋人を取り戻もどせ。

　手首を摑つかまれ、引っ張られる。その先には鈍にぶく光る古い銅鏡があった。ご神体だ。

　つるりとした表面に指先が触ふれた瞬間、世界が光に灼やかれた。

　目に見える光とは違う、霊れい力りよくが放つ光が怒ど濤とうのように銅鏡から溢あふれ出し、橙弥を押し流してゆく──。

「そこから先の記憶がないんだよな。気がついたら山の中にいた」

「そうか」

　ここにどうやってきたのかという部分がすっぽり抜ぬけているのに、正親は橙弥の説明に満足したようだった。

「俺からも質問。ここはどこ？」

　橙弥の問いに対する正親の返答は極きわめて端たん的てきだった。

「妖あやかしの棲すむ森だ」

「いや、ええと、地図上でどこかっていう情報が欲しいんだけど……。あー、県内にあるのかな？」

「けん？　というのはよくわからんが、ここは隔かく絶ぜつされた土地だ。行き来できるのは東家の者のみ。それがしにそなたを返してやる力はない」

「あ、俺の家も知っているんだ」

　おそらく、呪術的な力が必要なのだと橙弥は察する。そうでなければこの強健そうな男が返せないなどと言うわけがない。

「うちの連中はよくここに来るのか？」

「来る時は来る。来ない時は来ない」

「こんなところまで、一体何しに来るんだ？」

「その時々で違ちがう」

「俺が自力で家に帰る事はできないのか？」

「今のそなたにはどう足あ搔がいても無理だ」

　とりつく島もない言葉に橙弥は溜ため息いきをつく。

「正親さんも妖なんだよね？」

　調子よく返ってきていた言葉がつかえた。

「……そうだ」

「なんの妖？」

　白露に比べても霊気に勢いがある。さぞかし力のある妖なのだろうと思ったのだが、正親は押し黙ってしまった。

　ぽつりと橙弥の中に疑念がわく。

　なぜ言おうとしないんだ？

　何か、言えない理由があるのか？　それは、なんだ……？

「現うつし世に戻れる時まで、そなたの身はそれがしが預かる。決して不自由はさせぬと約そう。それだけでは不足か」

「いや、えーと……」

　正親の霊れい気きには相変わらず濁にごりがない。悪意がないのはわかっているが、教えてもらえないとなると無む性しように気になる。

　とはいえ、ここで正親の機き嫌げんを損そこね放ほうり出されたら、橙弥は詰つみだ。

「あー……不足だなんて、とんでもないよ。助けてくれて感謝している。一人であてどなく山中をさまようのは心細かったし」

　正親の霊気がぶわりと揺れた。

　哀かなしげな色。これは多分、同情だ。目が見えないのに山に置き去りにされ落ち葉塗まみれになって歩いていた橙弥を、正親は憐あわれんでいる。

　──俺の血族は、俺を捨てようとしていたのに。

　不覚にも目の奥が熱くなった。

　気になるものは気になるけれど、それはそれだ。

「これからしばらくの間、よろしく頼たのむ」

　橙弥は居住まいを正し深々と頭を下げた。

　返事はない。ただ、春告げ鳥ののどかな声が遠く聞こえた。







〇二







　橙弥が正親とぎこちないながらも親交を深めていた頃。

　泉の上を二匹ひきの蜻蛉とんぼが舞まっていた。柔じゆう軟なんに曲がる長い腹と足でしっかりと繫つながった夫婦めおと蜻蛉だ。異形めいたその姿が水面みなもに近づく度たびに新たな命が産み落とされ、波は紋もんが生まれる。

　だが幾いく度ど目めであろうか、水面に近づいた瞬しゆん間かん、二匹の蜻蛉は躍おどり出た魚に吞のみ込まれ水みな底そこへと消えた。

「そなた、見かけぬ顔だな。この辺りは我の縄なわ張ばりだぞ。一体どこから来やった」

　細い滝たきを受けて清せい澄ちような水を溜ためた泉のほとりには二つの人ひと影かげがあった。

　仰ぎよう々ぎようしい声こわ音ねで話しているのは、愛らしい幼な子だ。ふっくらとした頰ほおを林りん檎ごのように色づかせたこの子供は妖、白はく蛇じやの化け身しんだった。

「現し世からだ。ここは随ずい分ぶんと不思議な場であるな」

　子供の前には長い水色の髪かみを背に垂らした男がいる。

　きらびやかな斎さい服ふくを纏まとった姿には、只ただ人びとではないと一目でわかる気品があった。その声はやわらかで、甘かん露ろのように耳に甘い。

「おや、新顔か。何も知らぬまま送り込まれてきたのなら教えてやろう。ここは鏡の裏側の世界。東の一族によって作りだされ、その霊力で維い持じされている異界だ」

「ほう」

　男が大岩に腰こしを下ろした。子供も少し低い場所にある岩の上にちょこんと正座する。

「ここはあやつらがよき式を得る為ための狩かり場なのだ」

　呪じゆ術じゆつ師しが妖を調伏し、使し役えきする。これを式神と呼ぶ。

　近年、現し世においては霊気豊かな地がめっきり減り、妖も滅めつ多たに見られなくなった。雑霊ならともかく、強い力を持つ妖は絶ぜつ滅めつしたに等しい。

　だが、東の一族が作り出したこの異界は霊気が濃こく、妖にとってとても棲みやすかった。

「十八歳の誕生日を迎むかえると東の子はここへと送られ、強い妖を選んで式神となす。これを我らは調ちよう伏ぶくの儀ぎと呼んでおるが、あやつらは渡と月げつの儀と呼んでおるらしい。あやつら流の元服じゃな」

「ふむ。選定はどのように行われるのだ？」

「つがいを決めるのと一いつ緒しよよ。誓せい約やくは、契ちぎりを交かわす事で結ばれるのであるからな」

　男の唇くちびるの端はしが上がった。

「ほう、契れば誓約が成ると……？」

「うむ。その為に東家の者は十八歳になるまで純潔を守ると聞いた」

「では、他ほかの者に穢けがされたら、誓約は破は棄きされる……？」

　あどけない子供の頭がことりと傾かしぐ。

「うん？　聞いた事がないが、そうなるやもしれぬな」

　男は見てわかるほどに上機嫌になった。くつくつと楽しげに嗤わらう様を気味悪げに見み遣やった子供の瞳どう孔こうが、縦長に引き絞しぼられる。

　人外の異相を露あらわにした子供に、男は無む頓とん着ちやくに手を振ふった。

「よいよい。面おも白しろい、続けよ」

　子供の着物の裾すそからはみでている、白い鱗うろこで覆おおわれた尾おがぴくりと動く。

「……東の一族の者にとって、式神は伴はん侶りよでもある。あやつらは皆みな、妖あやかしとの間に生まれた子。幾いく世代も妖との婚こん姻いんを重ねたせいで霊れい力りよくが強く、人間離ばなれした容姿を持つ」

「ああ……だからあの者はあんなにも美しかったのだな」

　男がうっとりと目を細める。子供はぎょっとして目を見開いた。

「東の一族に意中の者がおるのか」

「私は愛いとしい者を手に入れる為にここまで来たのだ」

　招き入れられたのではなく、自力でここまで入り込んで来たという事だろうか。

　子供の表情が硬かたくなる。

「はて。ここに出入りできるのは十八歳以上の東の一族と従う式神のみ、人間どころか妖も結界を越こえられぬと思うていたのだが」

　男がにいと笑い、子供を見み下くだした。目があった途と端たん襲おそってきた威い圧あつ感かんに、子供は色を失う。

「私は神だ。道筋さえ知れれば、人の子の作った結界を越えるのなど造作もない」

　立ち上がった男に触ふれられた途端、子供は硬こう直ちよくした。

　確かに男は神だった。今までは抑おさえていたのだろう、一気に溢あふれ出した霊気の質が違う。

　これは、神気だ。

　年を経て妖となった古道具を付つく喪も神がみと呼び習わすように、妖と神の境目は曖あい昧まいだ。だが、信しん仰こうを集め、あるいは自然界の力を集積して高い格を得た神は、ただ存在するだけの妖よりも研とぎ澄すまされた霊気──神気を纏う。持つ力も遥はるかに強い。

　だが──。

　ちりりと走った痛みに、子供はとっさに後退した。触れられた頰を押さえてみると、毒どく蟲むしにでも触れたかのような痛みが指にまで移る。

　小さな手を目の前に翳かざしてみて、子供は愕がく然ぜんとした。

　泥どろに似た粘ねばつく汚よごれがついている。これは、穢れだ。

　この神は堕おちかけている。不ふ浄じようの輩やから──禍まがつ神へと。

「わああ！」

　子供は転がるように岩から下り、清水で幾度も顔を洗った。

「落ちぬ……っ」

　この男は仮にも神である。その身から生じた穢れも妖や雑ざつ霊れいからなる不浄の輩のものと異なり、根強くはびこる。

「そう脅おびえずともよい。私の願いを聞いてくれたなら、すぐにも消してやろうぞ」

　男が腰こし掛かけていた岩は、泥をぶちまけたようになっていた。

「そなた、この地を穢す気か!?」

　声を荒あらげた子供に、男は駄だ々だっ子を相手にしているかのような忍にん耐たい強づよい笑えみを向ける。

「このようなちっぽけな異界などどうでもよい。私はただ、愛しい者を手に入れたいだけ」

「東と式の絆きずなは強い。容易には奪うばえぬぞ」

　男の笑みに、どこか狂きよう気きじみた色が加わった。

「既すでに楔くさびは突つき立ててある。あれは私に摘つみ取られるのを待っておる」

「東家が従える式神には高い神格を持つものすらおるが？」

　くく、と。

　喉のどで嗤う声さえ甘い。

「私の恋こい敵がたきは薄うす汚ぎたない不浄の輩。恐おそるるに足たらぬよ」

　男の指先からぽたりぽたりと闇やみが滴したたる。何百年もの間清らかに保たれていたこの異界を、諸もろ共ともに染め上げようとするかのように。







〇三







　水の匂においがする。

　しとしとと秘ひめやかに雨の降る音が聞こえる。

「橙弥殿どのっ！」

　両手を前に伸のばして辺りを探さぐりながら、頼たよりない足取りで歩いていた橙弥は、振り返ろうとしてふぎゃっと猫ねこのような悲鳴を上げた。

　廊ろう下かだと思って歩いていた場所は、実は濡ぬれ縁えんだったらしい。足を踏ふみ外し、庭に落下してしまう。

　軒のきから落ちる雨垂れを受け、濡れ縁の下には浅い水たまりが広がっていた。一いつ瞬しゆんでずぶぬれになってしまった橙弥が呆ぼう然ぜんとしていると、軽い足音が近づいてきて、庭に飛び降りる。

「大事ないか？」

「び、びっくりした……道理で雨の音が近いと思ったよ……」

　怪け我がはないが、動どう悸きが収まらない。力強い腕うでが上じよう腕わんを摑つかみ、動どう揺ようから立ち直れずにいる橙弥の軀からだをぐいと引っ張り上げた。

「正親さん……？」

　正親は何も言わない。

　その代わりに、ちらちらときらめく光の粒りゆう子しが橙弥を包むように広がった。正親の霊れい気きだ。橙弥を心配しているのだ。

　ん……？

　だが、昨夜はいたわるように膚はだに纏まとわりついてきた光が、橙弥から一定の距きよ離りを保っている。近づいてはついと離れる様子に、橙弥の眉み間けんに皺しわが寄った。

　何を怖こわがっているんだろう？

「じっとしていなさい」

　太ふと腿ももに腕を回されたと思ったら、ふわりと軀が浮ういた。正親が一いつ旦たんしゃがんで、肩かたに橙弥の腹を乗せるようにして持ち上げてくれたのだ。

　元の濡れ縁へと乗せてもらったのはいいものの、橙弥の寝ね間ま着きはたっぷり雨水を吸ってしまっていた。

「あの……ごめん。正親さんまで汚してしまって」

　履はき物を引っかける暇ひまはなかった。正親は裸足はだしで庭に降りたに違ちがいない。橙弥を抱だき上げた際に、着物も汚れてしまっただろう。

「かまわん。それよりこのままでは風邪かぜを引いてしまう。湯ゆ殿どのへ」

「わかった。廁かわやに寄ってから行くよ」

　そもそも橙弥は廁へ行こうとしていたのだった。だが、歩きだそうとした矢先、つるりと足が滑すべってしまう。

「うえっ」

　つんのめった軀が宙を泳ぐ。

　だが、予期した衝しよう撃げきは襲おそってこなかった。素す早ばやく踏み込んだ正親が抱き留とめてくれたからだ。

「あ、ごめ……」

「気にするな」

　吐と息いきが耳に触れた。渋しぶい声が尾びてい骨の辺りまで甘く響ひびく。

「え、えっろ！」

　別に正親は素す晴ばらしい美声の持ち主というわけではない。それなのに、腰こしが砕くだけそうになり、橙弥は思わず身み震ぶるいした。

「えろ……？」

　よくわかっていなさそうな呟つぶやきが聞こえるが、説明などしたくない。

「じゃあ、あの。俺は廁に行くから……」

「待て！」

　──待て？

　脳が警告を理解するより早く正面から何かにぶつかってしまい、橙弥はその場にしゃがみ込んだ。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ってぇ────っ！」

「だから待てと言ったのだ」

「なんで廊下の真ん中に柱が……」

「真ん中ではない。そなたは斜ななめに廊下を横切った」

「く……っ」

　橙弥は真っ赤になって膝ひざに顔を埋うめた。丸まってしまった肩に、男の厳いかつい手がおずおずと触れる。

「その……大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん……」

　橙弥はよろよろと立ち上がると、壁かべに手をついた。そそくさとその場から逃にげだそうとするが、今度は寝間着の袖そでを引かれる。

「……だめだ、橙弥殿」

「大丈夫だって。もうぶつからない。ほら、壁づたいに行くし──」

「そうではない。方向が逆だ」

「……あれ……？」

　今、自分は一体どっちの方向を向いているのだろう？

　途と方ほうに暮れる橙弥の手に、あたたかいものが触ふれた。

「それがしが案内あないしよう」

　正親の手だ。

　橙弥だって普ふ通つうに男らしい手をしていると思うのに、正親の手は遥はるかに大きくごつごつしていた。介かい助じよ目的だとわかっていても妙みようにドキドキしてしまう。

「あの……お手数お掛かけします……」

　おずおずと手を握にぎり返すと、正親の霊気がきらきらときらめいた。

　──鬱うつ陶とうしがられるよりはいいけれど、なんかこの人、嬉うれしそう……？

　繫つないだ手を引かれ、当初の目的地であった廁にゆく。

　用を済ませると、待っていてくれた正親にまた手を引いてもらい湯殿へと行った。自宅ではなんとかできていたとはいえ、見えない目で馴な染じみのない設備を使いこなすのは不可能だ。

　恥ずかしかったけれど、ちょこちょこと正親の手を借りて入浴を済ませる。ようやく落ち葉塗まみれになった髪かみや軀を清められてすっきりしたものの、正親の用意してくれた着き替がえが自力では着られず、褌ふんどしまで着つけてもらう事になってしまい、橙弥はちょっと死にたくなった。




　　　　＋　　＋　　＋




「えーと、東へ三十歩ずれたから、ここは玄げん関かんに続く廊下かなっと」

　廊下と廊下が交差する四つ辻つじで立ち止まり、橙弥はくん、と空気の匂いを嗅かいだ。

　橙弥が暮らしてきた東家の屋や敷しきも広大だったが正親の棲すむこの建物はそれ以上で、まるで御ご殿てんのようだ。主あるじが妖あやかしだからだろうか、秋だというのにあちこちに花が咲さき誇ほこり、坪つぼ庭にわに寄れば睡すい蓮れんの淡あわい香かおりが、庭に下りれば沈じん丁ちよう花げの甘い匂においがする。

　建物自体も珍ちん妙みようだった。窓から中へと枝を伸のばした桜のはなびらで畳たたみがすっかり覆おおわれてしまっている部屋や、入り口から半はん畳じようほどを残して水みず苔ごけやわらび、ぜんまいに埋め尽つくされてしまっている部屋、障子を突つき破って侵しん入にゆうしてきた蔦つたが這はう部屋などがあり、手探りで進む橙弥をおおいに混乱させた。そういった部屋は例外なく濃こい霊気に満ちており、呪じゆ術じゆつ的てきな役目を担になっているようだった。

　橙弥は正親の許可を得てこの建物を探たん索さくし、構造を把は握あくしようとしていた。今度こそ柱と正面衝しよう突とつしないよう、片手を壁に添そえて歩数を数え、頭の中に図面を引きながら歩く。

　このままではいけないという危機感が橙弥にはあった。

　とんでもないドジっぷりを披ひ露ろうしたせいだろう、正親がとにかく過保護なのだ。何かしようとすれば黙だまって手伝ってくれるし、傍そばを離はなれようとしない。このまま甘やかされていたら、正親なしでは生活できなくなりそうで怖い。

　現在橙弥が身に纏っているのは落ちついた色の直垂ひたたれだ。正親が用意してくれたものだが、袖そで丈たけも着き丈たけも明らかに正親のものではなく、橙弥にぴったりである。いつの間にか履き物も橙弥用の洗面道具も揃そろっていた。

　この短時間に用意できるわけがない。一体どうやって調達したのだろう。

「広すぎて頭ん中ぐちゃぐちゃになりそうだ。一度、戻もどろうかな……」

　己おのれがいる位置をぶつぶつと確かく認にんしながら歩いていると、白露の声が聞こえた。

「正親殿どの、おるか。土産みやげを持ってきたぞ」

　声の源を辿たどって濡ぬれ縁えんに抜ぬければ、山犬の爪つめが床ゆか板いたにあたるカチカチという音と共に、ふよふよと光が近づいてくる。

「白露さん」

「おお、橙弥殿。包帯が取れたのか。大分顔色もよくなったようであるな。昨夜はよく眠ねむれたか」

　庭に落ちて汚よごしてしまったのをきっかけに、橙弥は目に包帯をつけるのを止やめていた。もとより、湿しつ布ぷも符ふも気休めに過ぎず、巻いている事にたいした意味はない。

「ん。昨夜は運んでくれてありがとう。途と中ちゆうで寝ねちゃったみたいで、ごめん」

「疲つかれておったのであろう、仕方がない。それよりほら、人間は食わねば生きてゆけぬのであろう？　山やま芋いもを掘ほってきた。それから、酒を手に入れて来たぞ」

　鼻先で押したのだろう、風ふ呂ろ敷しき包づつみが足に当たった。

「山芋に酒！　いいねえ。でも、白露さんたちはものを食べないのか？」

「俺たちは妖。食べる事もできないではないが必要ない。この姿とて幻まぼろしのようなものにすぎぬのだしな」

　上から触さわってみれば、確かに立派な山芋が一本と、小こ振ぶりの漬つけ物用の瓶びんのようなものがあった。正親に渡わたそうと持ち上げてからぐるりを見み渡わたすと、ふわふわと炎のような光が近づいてくる。

「正親さん、これ、白露さんが。山芋と酒だって」

「酒……？」

「これから夕ゆう餉げであろう？　橙弥殿に飲ませてやれ」

「いや、橙弥殿は酒は」

　歯切れの悪い正親に、橙弥は首を傾かしげた。

「え、俺飲んじゃだめなのか？」

「いいではないか。酒くらい好きに飲ませてやれ。昨夜散々な想おもいをしたばかりなのだ。今こ宵よいはぱーっと楽しもうではないか」

「白露殿が飲みたいだけだろう」

　風呂敷包みが急に軽くなり、橙弥の手の中から消えた。

「少し待っておれ。そなたたちもだ」

「？」

　誰だれに向かって言ったのだろうと辺りを見回すと、庭に小さな霊れい気きが三つ見えた。きゅん、と嬉しそうな鳴き声を上げ、濡れ縁の上までよじ登ってくる。

「わ……わ!?」

　するりと足首を撫でるやわらかな感かん触しよくに、橙弥は立ち竦すくんだ。

　なんだろう。これも妖だろうか。それとも本物の獣けもの？

「白露さん、これ、何……？」

「うむ、裏山に住む狐きつねだな。化けたりせんから、安心せい。正親殿に餌えさをねだりに来たのであろう」

「き、狐……？」

　しゃがみこみ、そろそろと手を伸ばしてみると、手の甲こうにひんやりとした鼻先が押しつけられた。すんすんとにおいを嗅いでいる。

「撫でても平気だぞ。正親殿の客人には決して礼を失してはいけないとわかっておるからな」

「お……おお……」

　軀からだがあるだろうあたりを探さぐると、あたたかな毛が指先に触れた。撫でてやると狐はおとなしくその場で丸くなる。だんだん楽しくなってきて両手でわしわし撫で回すと、他ほかの二匹ひきもやってきて撫でろとばかりに橙弥の手に頭を擦こすりつけた。

「おお、うまそうなつまみだ」

　厨くりやの方からふよふよと炎ほのおが移動してくる。声を弾はずませた白露の説明によると、運ばれてきた膳ぜんには、短冊に切った山芋をなめことおろし醬じよう油ゆであえた小こ鉢ばちと、山芋とキュウリの酢すの物を盛った器うつわが載のっているらしい。

　狐たちがささっと橙弥の傍を離れ、炎の前に並ぶ。

　興奮する狐たちに餌を与あたえる様を──大小の光がじゃれ合っているようにしか見えないが──眺ながめていると、腰こしの後ろをとんとつつかれた。

「白露さん？」

「橙弥殿、これはどうしたのだ？」

　橙弥の腰には、いつものように守り刀が差してある。

「ん？　ああ、これはお守り」

「お守り……？」

　橙弥は守り刀を抜き出し、白露に見せた。

「そ。目が見えなくなった時に持ってたんだ。どうしてこんなものを持っていたのかまったく覚えてないんだけど、大事なものって気がして」

　こうやって両手で包み込むと、心が凪ないでゆく。代わりにひたひたと満ちてゆくのは、ひどく甘苦しい感情だ。

　家族に聞いてみたが、皆みな、こんな短刀など見た事もないと断言した。

　この守り刀は恋こい人びとがくれたのではないだろうか。なんとなく橙弥はそう考えている。

　そうでなければ、触ふれただけで溢あふれ出すこの感情の説明がつかない。きっとこの守り刀は橙弥を恋人に導く道みち標しるべなのだ。

「刃は物ものは魔ま除よけにもなるって言うし、肌はだ身み離さず持ち歩いてるんだ」

　そうすればいつか恋人に会えるかもしれない。

　見えぬ目で守り刀を見つめる橙弥の頭を、山犬の鼻先が優やさしくつついた。

「そうかそうか。うむ、大事に持っておれば、それはきっとおぬしを守ってくれるであろうよ。それにはおぬしへの想いがたっぷりつまっているようであるからなあ」

　守り刀を帯に差し直した橙弥は首を傾げた。どうしてだろう、正親の霊気がふるふると震ふるえている。

「では一いつ献こん傾かたむけるとするか。のう、正親殿」

　正親は黙って瓶の中の酒を柄ひ杓しやくで汲くみ、ぐい吞のみに注ぎ配った。

　早さつ速そく押しいただいたぐい吞みを口に運び、橙弥は目を伏ふせる。

　上品な甘さが口の中に広がった。酒気が強く、飲み下すと一気に胃が熱くなる。

「うは、強きよう烈れつだなー」

「橙弥殿はどんな酒が好みなのだ？」

　茶ちや碗わんに汲んでもらった酒を舐なめ舐め、白露が尋たずねる。

「さあ」

　橙弥はもう二十三歳だ。それなりに飲む機会があったという事はぼんやりと覚えているが、具体的にどんな風に飲んでいたかについては定さだかではなかった。

「強いか弱いかさえ覚えておらぬのか」

「ああ、全然覚えていない」

　だが、酒は好きだったような気がした。

　橙弥はこくりともう一口強い酒を飲んでみる。

「んー、おいしー」

　ほとんど空になったぐい吞みが横から奪うばい取られた。

「つまみも食え。悪わる酔よいする」

　代わりに小鉢と箸はしを持たされる。橙弥はおぼつかない手つきで箸を使い、小鉢の中のものを取ろうとしたが、途中で落としてしまった。

「うわ、ごめん」

「気にするな」

　衣きぬ擦ずれの音が聞こえ、気配が近くなる。どうやら正親が落としてしまった料理の始末をしてくれているらしい。

「ほんと、悪い……」

　狐たちはあっという間に餌を食べ尽つくしてしまったものの帰ろうとはせず、正親や橙弥にまとわりついては構ってくれと軀を擦すり寄せていた。

　橙弥に対する時と正親に対する時で霊気の色が全然違ちがうのが面おも白しろい。橙弥にじゃれる狐は『割と好き』程度なのに、正親に寄っていった途と端たんに『好き、好き。大好き』とばかりに霊気の色を濃こくし、縁がぱちぱち弾はじけてしまうほど興奮している。

　狐を適当にあしらいながら始末を終えたのだろう、炎がふよふよと元の場所に戻もどり落ち着いた。

「橙弥殿どの。口を開けろ」

「え？　何……」

　開けた口にすかさず山芋が突つっ込まれる。

　白露が笑い声を上げた。

「いやいやいや、ご馳ち走そうさまであるな！」

　橙弥は憮ぶ然ぜんとした。

　しゃきしゃきとした食感がうまいが、そういう問題ではない。橙弥は急いで口の中のものを咀そ嚼しやくして飲み込むと、文句を言おうとした。

「待って。さすがに駄だ目めだって、これは」

　白露が茶々を入れる。

「俺の事は気にせずともよいのだぞ。朝あさ餉げも昼餉も食わせてもらっていたのであろう？」

「いや、朝餉も昼餉も握にぎり飯とたくわんだったし！　味み噌そ汁しるは普ふ通つうに飲めるし！」

　橙弥は正親に向き直ると、きっぱりと言い渡した。

「正親さん。とにかく、こんな事までしなくていいから」

　かたり、と箸が膳に置かれる音がした。沈しずんでゆく霊気の色に心が痛むが、成人男性があーんをよしとするわけにはいかない。

　それぞれに散っていた狐が慰なぐさめるつもりか一いつ斉せいに正親に群がってゆく。その中の一いつ匹ぴきに腰に頭ず突つきされ、橙弥のぐい吞のみから酒がこぼれた。

「こら、よせ」

　橙弥が何か言うより早く正親が叱しかりつけてくれたので、橙弥は何も言わず残りの酒を一気に干した。強い酒気に内臓が燃え上がる。正親の言う通り、つまみも食べながらでないとすぐ潰つぶれてしまいそうだ。

　ぐい吞みを置いて、膳の上にあるはずの箸を探す。小鉢に口をつけて搔かき込んでしまうつもりだった。少し行ぎよう儀ぎは悪いが、そうすればこぼしてしまう事はない。正親にも迷めい惑わくをかけずにすむ。

　それがいい。

　それで万ばん事じ解決する、はずだったのに。

「あ──────っ、もう！」

　橙弥はいきなり声を上げると、膝ひざを崩くずした。膳の上の小鉢を探す。

　見つけた小鉢を、橙弥はしゅんと萎しおれてしまっていた炎の方へと突き出した。

「どうした、橙弥殿」

　答える代わりに、雛ひな鳥どりのように口を開ける。

「……よいのか？」

　黙だまって頷うなずくと、炎がわかりやすく勢いを取り戻した。正親が橙弥の手から小鉢を取り、食べさせてくれる。

「ん」

　そっぽを向いて咀嚼していると、白露が実に楽しげに笑った。

「おや、おや。仲なか睦むつまじい事だ」　>>>♥

　かあっと顔が熱くなる。目が見えなくても、恥はずかしいものは恥ずかしい。

「折せつ角かくの料理をまたこぼしたりしたらもったいないだろ。それに、正親さんがあんまりがっかりしてるから」

「……正親殿ががっかりしているとな？　見えぬのにどうしてわかる」

「俺、霊れい視しが得意なんだ」

　白露の尻尾しつぽが畳たたみを擦こする音が止まった。正親と顔を見合わせているのが気配でわかる。

「はて、霊れい気きで人の心がわかるのか？」

「ほら、感情が変化すると、霊気の色味とか形とかが変わるだろ？」

　また探さぐりあうような沈ちん黙もくが生まれた。白露が慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「強さや清らかさはわかるが、感情はとんとわからぬなあ」

　人によって霊気の見え方は違う。

　たとえば清夏にとって霊気は光の濃のう淡たんに過ぎないらしい。だが、橙弥の目には、霊気が様々な色味を帯びているように見えた。大たい抵ていはオーロラのように様々な色が混ざり合っているが、暖色系が強ければ喜んでいる、寒色系が強ければ落ち込んでいるといった具合に主あるじの感情を反映してくるくる変わる。

　目が見えていた頃ころは風景と重なってしまう為ために見えづらかったが、今はそれしか見えないので、格段に精度が上がっていた。

　ちなみに普通の人間は、向こう側が透すけて見えるくらい薄うすいバスケットボールくらいの光の粒りゆう子しの集合体である。白露の霊気はその倍くらいの密度と大きさで、正親の霊気はもっと大きい。その為ため、些さ細さいな変化でも簡単に読みとれる。

「あ、でも、読みとれるって言ったって、普通に顔を見ていればわかる程度で、読心術みたいに何を考えているかまでわかるわけじゃない」

「正親殿、この事、知っていたか？」

「いや」

　あれ？　と橙弥は首を傾かしげた。

　正親の霊気が警けい戒かいするように縮んでしまっている。従兄弟いとこたちには羨うらやましがられただけだったから深く考えなかったけれど、もしかして感情程度でも読みとられるのは厭いやなのだろうか。

「あの、ごめん。本当に大した能力じゃないんだけど、気持ち悪い、かな？　その、封ふうじる事もできるけど、そうした方がいい？」

　そうしたら今度こそ何も見えなくなってしまうけど。

　ううむと白露が唸うなり、正親が気持ち悪いなどとは思っていないと落ち着いた声で言った。

「少し、動どう揺ようはしたがな」

「正親殿、それは後ろ暗い事があるからではないのかな？　どうだ、橙弥殿……？」

「だから、何考えているかまではわからないって言っただろ？　でも、正親さんは悪い事なんか考えてないよ。でなきゃ俺は最初からおとなしくついてきたりしなかった」

「悪意があったなら察知できたという事かな？」

「そ。この能力のおかげで俺にはわかるんだ。正親さんは間違いなくいい人だってね」

　いきなり視界が桜色にいろづいた。びっくりして橙弥は見えぬ目を見開く。

　正親だ。

　正親の霊気で、部屋全体が桜色にきらめいている。

「あああの、正親さん……？」

「ん？」

　霊気はすごい事になっているのに、無ぶ愛あい想そうな声こわ音ねに変わりはない。

「どうした。正親殿の霊気がどうかしたのか？」

「あ……うん、ちょっとなんか、俺の言った事が嬉うれしかったみたい……？」

「なんと、それは面白い」

　白露が声を弾はずませた途と端たん、正親の霊気が正常に戻った。

「何が面白いんだ？」

「うむ、橙弥殿には見えぬだろうがこの男はな、図太いというかふてぶてしいというか、表情をほとんど変えぬのだ。今もゆったり座したまま、いささかも嬉しそうな顔などしておらぬ」

「噓うそ……」

　橙弥はじいっと炎ほのおを注視する。

　年ねん齢れいを重ねた男性らしく比ひ較かく的てき落ち着いているけれど、そんな風には感じなかった。あーんを断った刹せつ那なに、正親の霊気は目に見えて萎れたし、橙弥が壁かべにぶつかりまくった時には手を出したくてたまらないかのようにうろうろしていたのだ。渋しぶい声をしているくせに可愛かわいいなと思っていたのだけれど、全部自分にしかわからない秘密だったのだろうか。

「常に冷静沈ちん着ちやく諸行無常、武士の鑑かがみという顔をしておるおぬしも、人並みの感情を持ってたのだなあ。いや、重ちよう畳じよう重畳」

「飲め」

　橙弥の手の中に、酒を満たしたぐい吞みが押しつけられる。白露の茶ちや碗わんにも酒がたっぷり注ぎ足されたようだ。

「なんだ。酔よい潰して話を逸そらす気か？」

「この瓶びんが空いたら、五十年ものの梅酒を開けるつもりだが、いらないか」

「おお、それは馳走にならねばならんのう。おぬしの漬つけた梅酒はうまい」

　ぴちゃぴちゃと酒を舐なめる音が聞こえる。

　ちびちびと酒をすすっていた橙弥が正親の袖そでを引いた。

「なあ、正親さん。酢すの物、食べたい」

　顎あごを引いて上うわ目め遣づかいにねだる。口を開けて待っていると、望み通りつまみが口の中に入ってきた。

　山やま芋いものしゃくしゃくした歯ごたえを楽しみ飲み込んでから、橙弥は白露に聞く。

「正親さん、本当に楽しそうな顔をしてないのか??」

　指さした先で揺ゆれる正親の霊気は、橙弥にねだられた途端、嬉うれしそうに光量を増していた。

「仏ぶつ頂ちよう面づらをしておるぞ」

「でも……むぐ」

　余計な事を言う前に、またつまみが口の中に突つっ込まれる。

　そうか。

　正親は仏頂面をしているのか。

　なんだか楽しくなってきてしまい、橙弥はぐい吞のみを干した。動揺を見せたのは一時だけ、正親も白露も、橙弥の能力など気にしていないようだ。特に正親は無骨ながら甲か斐い甲が斐いしく橙弥の面めん倒どうを見てくれている。空になったぐい吞みには即そく座ざに酒が満たされるし、あーんと口を開けただけで、つまみが箸はしで運ばれてくる。

　自分の酒量も知らないのに調子に乗ったせいだろうか、半刻も経たたないうちに橙弥はへべれけになってしまった。

　一いつ匹ぴきの狐きつねを膝ひざの上に侍はべらせ、くだを巻き始める。

「うちの一族はさー、本当に変なしきたりがいっぱいあるんだよねー。俺、十八歳の誕生日を迎むかえるまでー、えっち禁止されててー。でもほら、俺って結構イイ男だろー？　女の子いっぱい食っちゃってそーっていっつも言われんの。しきたりのせいでー、ドー・テー！　なのに!!　つるんでる仲間なんてみんな卒業してんのに、まさか俺一人だけ童どう貞ていって知られるわけにいかなくてさー、テキトーに知ったかぶって話合わせて猥わい談だんした後の切なさといったら、もー！　もー!!」

　じたばたと身をよじる橙弥の膝の上、びっくりした狐が振り落とされまいと爪つめを立てる。

「はっはっは、まあ、飲め。若いのによく我が慢まんできたのう」

　正親に差し出されたぐい吞みをくいっと干すと、橙弥は狐を抱かかえたままぼすんと白露に寄りかかった。のしかかられた白露はゆったりと尻尾を振っている。

「だってー、しきたり破ったらー、家を追い出されちゃうからー」

「そうなのか？」

「そう……」

　ふにゃふにゃに緩ゆるんでいた甘い顔立ちに影かげが差した。

　東家では、十八歳になると大人になったと見なされ、特別な儀ぎ式しきを行う。橙弥がまだ幼い時分にも一族の者が儀式を受ける事になり、子供たちはよそに預けられた。

　それまで外がい泊はくなどした事がなかった橙弥たちは興奮した。

　──こんにちは。

　その人の家はゴミゴミした街中にあった。ひっきりなしに車が行き交かう広い道路の際に建つ、背の高いマンション。ずらりと並んだ扉とびらの一つを叩たたくと、見覚えのある男の人が出てくる。

　──あ、鯛たい焼やきの叔父おじさん……。

　そう言ったのは、従姉妹いとこの冬ふゆ芽めだったろうか。男は年末年始やお盆ぼんなど、節目節目に屋や敷しきを訪ねてくる客の一人だった。最後の訪問時にお土産みやげに買ってきてくれたのが鯛焼きだ。

　──そうよ。よく覚えていたわね。迎えに来るまで叔父さんに迷めい惑わくかけず、いい子にしていてちょうだい。わかったわね。

　子供たちのお泊とまり用の荷物と手土産を置くと、叔母おばはすぐ帰っていってしまった。単なる客──他人だとばかり思っていた男が身内だったと知った橙弥たちは困こん惑わくし、もじもじしてしまう。叔父の家は東家の屋敷と比べるとあまりにも狭せま苦くるしく、身の置き所がないように感じられた。

　ラグに座るよう勧すすめられ、三人の子供たちがちんまりと正座すると、叔父がホットココアを作ってくれる。

　──叔父さん、一人でここに住んでいるの？

　口火を切ったのは、誰だれだったろう。

　──ああ、そうだよ。俺は呪じゆ術じゆつ師しになる資格を失ってしまったらしくて、家から出されてしまったんだ。

　──おうちから……出された……？

　──そうだよ。おまえたちも気をつけなさい。お父さんやお母さんの言う事をよく聞いてしきたりを守らなきゃ、叔父さんのように家に入れてもらえなくなるぞ。

　叔父にしてみれば、軽い脅おどしのつもりだったのかもしれない。一人暮らし用の小さなマンションで三人もの子供を預かる羽目になってしまったのだ。言う事を聞かずに騒さわがれでもしたら、たまらない。

　だが、叔父の話は、橙弥に言い知れぬ恐きよう怖ふを植えつけた。

　しきたりは守らなければならないと、いつも橙弥たちは言い聞かされていた。橙弥は要領のいい子供だったから逆らったりしなかったが、まさか本当に屋敷を追い出されるような事がありうるとは思っていなかった。

　ちゃんと言う事を聞かなきゃ、ぱぱやままやせなやふゆめがいるおうちから追い出されちゃうの……？

「ちっちゃい頃ころ聞いたからだろーけど、家を追い出されるかもしれないと思ったら怖こわくてたまらなくなっちゃってさー。俺、家にいたい一心で、胡う散さん臭くさい呪術の勉強だの朝晩のお勤めだの、ぜーんぶ頑がん張ばってきた……」

　朝晩のお勤めは決して欠かしてはならぬと言われていたので、部活の合宿も、友達との旅行も断った。学校の修学旅行には行かせてもらえたが、それだけだ。

　どんな可愛かわいい女の子といい感じになっても手を出さず、清夏のように反はん抗こうする事もなくしきたりを守ってきたのに、全すべては一ひと月つき前に水すい泡ほうに帰した。傷が癒いえたら、橙弥は屋敷を出て行かねばならないらしい。あの叔父と、同じように。

「なんで……なんで、こんな事になっちまうんだよ……。今まで我慢してきた事が全部無意味じゃんか……。そりゃ俺は穢けがれちまったかもしれないけど、そんなの、俺のせいじゃないだろう……？」

　狐たちが元気づけるように、畳たたみに突いた手の甲こうを舐めてくれる。

「穢れ……？」

　白露がすんすんと橙弥の匂においを嗅かいだ。正親が持っていた小こ鉢ばちを置く音が聞こえ、手の中で落ちそうになっていたぐい吞みが奪うばい取られる。

　次いで伸のばされた指先が橙弥の目の下をなぞった。

　橙弥は泣いていた。大おお粒つぶの涙なみだが次々と頰ほおを伝う。

　だって、納なつ得とくがいかない。

　なんでこんな簡単に見限る事ができるんだ？

　橙弥は血族を何より大事に思っていたのに、皆みなにとって自分は、いなくてもいい存在だったのか？

　今までの努力は一体何だったんだろう。

　酔よいのせいで瞼まぶたが重い。橙弥はぐずぐずと子供のように泣き続ける。

　膝の上の狐が突とつ然ぜん耳を立て、逃にげ出した。他ほかの狐たちと一いつ緒しよに、庭を抜ぬけ、闇やみの中へと消えてゆく。

「お……落ち着かんか、正親殿どの……」

　上うわ擦ずった白露の声が聞こえた。

　気がつけば、視界が赤く染まっている。ごうごうと燃えさかっているのは、正親の霊れい気きだ。

　正親が、怒おこっている。

「傷つき弱っているそなたを見捨てようとするとは、許せん」

「正親さん……？」

　投げ出されていた手が取られ、大きな手で挟はさみ込まれた。

「だが、悲観する必要はない。あれらがそなたを捨てるなら、そなたもあれらを捨ててやれ」

「捨てる……？　捨てて、どうするんだ……？」

「ずっとここにいればいい」

「ここに……？」

　橙弥の瞳ひとみが揺ゆれる。酔った頭に、様々な考えが過よぎる。

　妖あやかしではあるが、正親も白露も親切だ。どうせ俺はもう、あの家では必要とされていない。

　でも、そうする、とは言えなかった。

　邪じや険けんにされるだけだとわかっていても、家に帰りたい。

「あり、がと……。でも、だ、め……」

「なぜ駄だ目めなのだ？　家を出されるところだったのだろう？　正親殿なら大切にしてくれるぞ？」

　肩かたをつついたのは、白露の鼻だろうか。

「でも、俺、まだ会いたい人がいるから……」

「会いたい人？　誰だ」

　正親の声が低くなる。

「俺の、恋こい人びと……。どんな人か全然覚えてないけど、でも、会いたい……」

　茶色がかった黒い眼球が揺れる。橙弥はもう限界だった。これ以上目を開けていられない。

　酔いが連れてくる睡すい魔まはとてつもなく甘美で、深しん淵えんに吸い込まれるように意識が遠のいてゆく。

　白露の横腹の柔やわらかな毛並みに顔を押しつけたまま、橙弥はことりと眠ねむりに落ちた。
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「眠ってしまったか。……泣き上戸だったのだなあ、橙弥殿は」

　頰を己おのれの横腹の毛に埋うずめるようにして眠る橙弥を見下ろし、白露はゆったりと尻尾しつぽを振ふっている。その横には正親が座していた。

　地味な袴はかまを身に纏まとって横に太刀たちを置き、姿勢良く座る正親は武士もののふそのものだ。大きな体たい軀くをしているのに、些さ細さいな所作にも隙すきがない。

「だから飲まない方がいいと言ったのだ」

　正親は羽織を脱ぬぎ、橙弥の肩にかけた。

　綺き麗れいな男だ、と改めて思う。

　橙弥の甘い顔立ちに、現うつし世のおなごは悉ことごとく魅み了りようされていた。愛あい想その欠片かけらもない正親とはまるで違ちがい、いつも明るい笑えみを浮うかべている。軽けい薄はくだと評する者もいたが、橙弥が人ひと懐なつこく振る舞まうのは周囲に気を遣うがゆえ、決してちやほやされたいからではない。

　白露の視線が、橙弥から正親へと移ろう。

「さて。それで一体何がどうなっているのだ？　一ひと月つき前と言えば、おぬしが突然この鏡の裏側の世界に戻もどってきた頃ころ合あいだ。橙弥殿が記憶を失った原因をおぬしは知っているのではないか？」

　畳の上に転がっていた空のぐい吞のみを拾い上げると、正親は食い荒あらされた膳ぜんに置いた。

「おそらく、それがしと橙弥の誓せい約やくが破は棄きされたからだ。術師となる資格を失ったゆえ、橙弥の中から東家の秘事に関かかわる記憶が消された」

　正親も東家の秘事の一部だ。

　橙弥が十八歳の誕生日を迎むかえたその日に出会い式となってから、正親はほとんどの時を共に過ごしてきた。只ただ人びとには姿が見えないのをいい事に、大学の講義や友人たちとの飲み会にも同行して文字通り二十四時間一緒にいた。そうでなければ橙弥の記憶の欠損はもう少しましなものになっていただろう。

「なぜ誓約が破棄されたのだ？　橙弥殿はその──穢されたのか？」

　それまでほとんど変化のなかった正親の形相が変わった。一気に霊れい圧あつが高まり、白露の毛が逆立つ。

「──橙弥がそう言うのだ。そういう事なのだろう」

　悔くやしげに吐はき捨てた正親の膝ひざを、白露の尻尾が叩たたいた。

「なるほど。だからおぬしはこの鏡の裏側の世界に引き戻されてしまったのだな」

　この異界に棲すむ妖は、東家の式となるのと引き替かえに現し世に戻る術すべを得る。

　あの時、何が起こったのかわからず、正親は混乱した。

　敵にとどめを刺さそうとしたまさにその瞬しゆん間かんだった。殺そうとしていた相手が消え、切っ先が床ゆかに突つき刺さる。薄うす暗ぐらい倉庫のような場所にいたはずなのに、気がつけば正親は見覚えのある座ざ敷しきにいた。

　ここは、鏡の裏側の世界に遺のこしてきた己の屋や敷しきだ。

　正親はすぐに橙弥の元に戻ろうとした。敵は橙弥を狙ねらっている。深手を負わせたが、油断できない。あれは容易には死なないのだ。

　現し世に戻るのは簡単なはずだった。

　だが、術を使おうとした正親は愕がく然ぜんとした。肝かん心じんの呪じゆ言げんを思い出せない。

　ありえない話だった。

　あれは誓約を結んだ際に正親の中に直接刻み込まれたもの。忘れられるようなものではない。

　ここでようやく正親は気がついた。何らかの原因で誓約が破棄されたのではなかろうかと。

　戻らねば。

　一刻も早く。

　まず、正親は縁えんがある妖に頼たのんで東の一族から情報を得ようとした。だが、駄目だった。五年もの間、式として仕えてきたのに、門もん前ぜん払ばらいされたのだ。

　さすがに憤いきどおりを覚えたが、拘こう泥でいしている余よ裕ゆうはない。誓約が破棄されたとはいえ、この反応はおかしい。ますます橙弥の身が案じられる。

　いてもたってもいられず、正親は現し世に戻る方法を探した。その為ために、この小さな異界を包み込む結界を打ち壊こわそうとすらした。あちこちに隠かくされている要かなめ石いしに刀を振るい、狂くるったように打ち込んでみる。だが、強力な術に阻はばまれてかなわない。

　様々な呪を試ためし、力を使い尽つくすと仕方なく屋敷に戻って死んだように眠る。この一ヶ月間の正親の生活は、その繰くり返しだった。

「なぜ、恋こい仲なかだったのは自分だと橙弥殿に教えてやらぬ」

「それがしでは橙弥を守り切れぬからだ」

「たった一度失敗したくらいで馬ば鹿かを申すな」

「そなたは封ふう印いんを解かれた橙弥の魂たましいがどれほど美しいのか知らぬからそう言えるのだ」

「ほう？」

　正親と橙弥は式となってからほとんどこの鏡の裏側の世界に戻ってきていない。白露が橙弥と最後に会ったのは五年前、契ちぎりが結ばれ秘されていた力が解放される直前だ。

「東の一族は姿だけでなく魂まで美しいのは知っておろう。とりわけ橙弥の魂はどのような宝玉も叶かなわぬ光を放っている。式という守りを得るまで封印されておらねばとても無事ではいられなかったであろう」

　出会った時から好ましいと思っていた。だが契りを結び、本来の姿を目にした正親は畏おそれさえ覚えた。

　自分のような妖が、こんなにも綺麗な存在を手にする事が本当に許されるのか？

　どんな存在も魅了せずにはいられない。正親の伴はん侶りよとなった男はそんな存在だった。

「人や妖だけではない。橙弥は悪あしきものですら見境なく惹ひき寄せてしまう。それがしには到とう底てい太刀打ちできないような存在でさえもだ」

　──いや。初めてあれとあいまみえた時、正親は負けるとは思わなかった。

　あれは穢けがれ、弱っていた。

　大だい丈じよう夫ぶ。きっと今度もなんとかなる。橙弥を守れさえすればそれがしの勝ち。たやすい勝負だ。

　人と違い、妖は簡単には死なない。骨が砕くだけ肉が裂さけても戦える。己の身を顧かえりみず力を尽くせばできない事はない。

　──だが、そんなのは驕おごりに過ぎなかった。

「橙弥が記き憶おくを失い盲もう目もくとなったのはそれがしのせいだ。橙弥はそれがしの力を頼んで式としたのに」

　あんたの力が必要なんだと橙弥は言ってくれた。たとえ力だけでも必要とされて嬉うれしかった。必ず守ってやろうと思ったのに。

　自分はなんの役にも立たなかった。

「──それがしに橙弥の伴侶を名乗る資格はない」

「だが、おぬし……それでいいのか……？　橙弥殿どのはまた現し世に戻るつもりだぞ……？」

　正親は無表情に目を逸そらす。

　いいも悪いもなかった。

「迂う闊かつな事をして再び封印が解ければ、橙弥の美しさが露あらわになる。だが、今のままなら橙弥も只人と変わらぬ。寄ってくるであろうあまたのものを警けい戒かいする必要もない」

　そもそも自分は橙弥に釣つり合っていなかった。もっと強く、格の高い妖あやかし──あるいは神の方が、式と使うにも勝手がいい。

「東の一族はしきたりに従い橙弥を秘事から遠ざけたが、むざむざと見捨てる事はないとそれがしは踏ふんでいる。現し世に戻ったなら、彼らの式神たちが橙弥を守ってくれるであろう」

　正親が仕留め損そこねた敵もどうにかして屠ほふってくれるに違いない。

　正親は重い動作で立ち上がると、横に置いてあった太刀を腰こしに佩はいた。それから、釘くぎを刺すようにつけ加える。

「東家は術師となれぬ者にはこの鏡の裏側の世界の事も渡と月げつの儀ぎの事も一いつ切さい教えぬ。もし知ってしまえば、術をかけ記憶を消すのだ。多くの術をかけられれば、それだけ橙弥は撓たわむ。白露殿、橙弥の為ために、かつての関係については口を閉とざしていて欲しい」

「……見ておられぬな」

　正親は眠ねむりこけている橙弥をそっと抱き起こし、羽織ごと持ち上げた。正体をなくし眠る橙弥はいかにも弱々しく正親の目に映った。

「寝ねかしつけてくる」

「では、俺もお暇いとまするとしようか」

　立ち上がった白露がするりと正親を追い抜ぬき、鼻で廊ろう下かへと通じる戸を開けてくれる。正親は会え釈しやくをして通り抜けると、武人らしいしっかりとした足取りで寝間へと向かった。

　そっと布ふ団とんへと下ろすと目を覚ましてしまったのだろう、橙弥の瞼まぶたが薄うすく開く。

「ん……まさちか、さん……？」

「うむ」

「ごめん、俺、めっちゃ酔よっぱらった……？」

　くあ、とあくびをする。口元に添そえられなかった方の手はしっかりと正親の袂たもとを捉とらえている。

「橙弥、殿……？」

　折せつ角かく寝かしつけた布団から起きあがると、橙弥は正親を引き寄せた。肩かた口ぐちに額を押し当て、すんと鼻を鳴らす。

「……どうした？」

　正親が首を傾かたむけると、頭の後ろで結ゆった髪かみが背を流れた。

「んー、いー匂においがする……」

　すり、と頰ほお擦ずりされ、正親は硬こう直ちよくした。

　この人はどうしてこうも無防備なのだろう。

「正親さんて大きいよなあ。触さわっても、いー？　あんたの形を知りたい」

　正親の顔色を窺うかがう橙弥の目元は、さっき泣いたせいで色っぽく腫はれていた。

　正親の喉のどがこくりと鳴る。

「……かまわんが」

「へへ」

　べろべろの橙弥は正親にもたれかかったまま、引き締まった筋肉で覆おおわれた腕うでを撫なで下ろした。

「おお、硬かたい……」

　次いで背に両手を回され、正親は目を伏ふせる。

　密着した軀が熱い。

「髪、長いなー。もしかして尻しりのあたりまである……？」

　癖くせのないまっすぐな髪の間を、指が滑すべっていった。

「結い紐ひもを解けばもっと下まで届く」

「そうなんだ。こんなに長いのにさらさらの艶つや々つやで、気持ちいい……」

　髪がどこまで届くのか確かめる為、腰のあたりまで下りていた手が肩かたに戻もどる。はふ、と息をついて身を起こすと、今度は上方を探たん索さくする事にしたのだろう、酔いのせいで火ほ照てった掌てのひらが正親の頰ほおを包んだ。

「なあ、正親さんはなんで俺にこんなに親切にしてくれるんだ……？」

「なんで、とは」

「だって俺、面めん倒どう臭くさいだろ？　目も見えないし、気持ち悪いし……」

　くすくすと橙弥は笑う。だが、虚うつろに見開かれた目は微み塵じんも笑ってなどいない。

「そうは思わないと言ったはずだが」

　正親の否定を橙弥は信じない。

「それに俺、結構同性から嫌きらわれてたんだよね。おまえがいると女が寄ってこないとか言われてさ。でも、正親さんからは全然そういう濁にごった感情、感じなかった」

「そうか」

「そ。あー、そっか、わかった。正親さんって相当なイケメンなんだろ。で、俺なんか気にならないくらいモテるんだ」

　喋しやべりながら橙弥は、親指の腹で唇くちびるの形をなぞってゆく。他意はないのだろうが、堪こらえきれず正親の瞳ひとみの奥にゆらりと赤い鬼おに火びが灯ともった。

「イケメンとは現うつし世で色男という意味だったか。そんな風に言われたのは初めてだ」

「うっそだー。俺の指はそんなはずないって言ってるぜ……？」

　正親は溜ため息いきをつく。

「それがしがそなたに親切にするのは、感謝しているからだ。そなたは、それがしがずっと欲しくてならなかったものをくれた」

「欲しくてならなかったものって、何……？」

　ざわり、と心が揺ゆれた。あの時の歓かん喜きが正親の中に蘇よみがえる。

「情じようだ……」

　橙弥は首を傾かしげた。

「えっ、と……？」

「人間はそれがしの顔を見れば逃にげ出す。今にも殺されそうな悲鳴を上げて」

　初めて会った時──突とつ然ぜん茂しげみから現れた橙弥も同じだった。恐ろしいものでも見たかのように顔を強こわ張ばらせ、竦すくんでいた。

　だが、すべては遠い昔の話。かつて閨ねやでよくしたように、額と額が重ね合わされる。

「なんだそれ。こーんなに優やさしい男、他ほかにいないのに。狐きつねたちもあんたにめろめろだった」

　更さらに上の方へ伸のびてこようとする手を、正親はやんわりと押さえて止める。

「正親さん？　何？　手、放して？」

「──残念だが、ここまでだ。これ以上は触らせられぬ」

「どうして」

　正親は囁ささやくような声で答えた。

「そなたに嫌われたくないからだ」

　眉まゆの上まで届いていた手を引き下ろし、そのまま敷しき布ふの上に引き倒たおす。

　橙弥がとろんとした目を不思議そうに見開いた。

「正親、さん……？」

「眠れ、橙弥」

　橙弥の目の上に掌を翳かざし、術をかける。次の瞬しゆん間かん、橙弥がことりと眠りに落ちたのを確かく認にんし、正親は片手で顔を覆った。

　これ以上煽あおられたら、己おのれが何をしでかしてしまうかわからなかった。

　──愛しい人。

　己が何者なのか、橙弥に出会ってどれだけ救われたのか話し、再び我がものにしてしまいたい。

　ゆっくりと上体を起こし、正親は橙弥の乱れた前まえ髪がみを搔かき上げてやる。それから上うわ掛がけの下に入れてやる為ために投げ出された橙弥の手を拾い上げ、甲こうに唇を押し当てた。

「そなたが誰だれのものになっても、それがしはそなたのものだ」

　秘ひそやかに告げられた恋れん情じようが虚むなしく夜に消えてゆく。

　正親はそれからもしばらくそのまま橙弥の寝顔を眺ながめていたが、ふと傍かたわらの刀へと手を伸ばし、振ふり向きざま引き抜いた。流れるような動きで、畳たたみの上に突つき立てる。

　橙弥に忍しのび寄ろうとしていた蛇へびが頭を貫つらぬかれてのたうった。本物の命ある生き物ではなかったのであろう、端はしから崩くずれ、細かい粒りゆう子しとなって散ってゆく。

　正親は厳しい表情で眺めていたが、蛇が完全に消えてしまうと、静かに刀を引き抜き鞘さやに納めた。







〇五







　翌日、目覚めた橙弥の目の奥には鈍にぶい痛みが巣くっていた。

「い、た……」

　二日酔いだ。

　橙弥は部屋を出ると、壁かべづたいに水場へと向かった。大おお甕がめに満たされた冷たい水で顔を洗うと、少しだけ気分がすっきりする。

　季節は秋のはずなのに、屋や敷しきの周りは春でも来たかのようだった。いや、春に限らない。ほのかな梅の香かまでする。そこに味み噌そ汁しるのいい匂いが混じっているのに気づいた腹がきゅうと鳴いた。包丁の音がする。誰かが昼ひる餉げの支し度たくをしているらしい。

　この屋敷で正親以外の存在を感じた事はなかった。誰が厨くりやに立っているのだろう。正親の眷けん属ぞくだろうか。

　──そういえば、まだ正親さんの本ほん性しようを教えてもらえてないんだった。

　好機だ。眷属なら質問に答えてくれるかもしれない。

　壁を指先で触りつつ先を急ぐ。だが、目が見えなくなってからの橙弥のつきのなさときたら、神かみ懸がかったものがあった。

　途と中ちゆうで何かを蹴けり飛ばし、橙弥はまたしても転んでしまう。

「────ったた……」

　がらがらと派手な音を立てて遠ざかってゆくものは木き桶おけだろうか。

　地面に這はい蹲つくばったまま痛みに震ふるえていると、包丁の音が止やみ、からりと引き戸を開ける音がした。

　炎ほのおがふわふわと近づいてくる。

「橙弥殿どの？　どうした」

　落ち着いた渋しぶい声こわ音ねは、正親のものだった。

「え……飯も正親さんが作ってたのか……？」

「うん？　ああ、そうだが」

　力強い腕うでが助け起こしてくれる。逃げ出したいほど恥はずかしかったが、走り出したらまた転ぶに違ちがいない。

「眷属は？」

　力の強い妖あやかしなら眷属を持てると聞く。これだけ広大な屋敷を持つ力があるのに、料理まで自分でしているのは妙みようだった。

「おらん。今のそれがしには力が足りぬゆえ」

「え、なんで」

　そっと立たされ、手を引かれるまま厨に入る。隅すみに座らされ、顔の汚よごれまで手て拭ぬぐいで拭われた。

「ある神と争っているからだ。眷属くらいなら出せなくもないが、一刻も早く力を溜ためる為、顕けん現げんを解いている。あれを維い持じするにも力が要いるからな」

「え、神と争うなんて、意外と向こう見ずなんだな」

　炎の色味が変わったのに気づき、橙弥は慌あわてて言葉を足した。

「いやだって、神様って、プライド高いし、すぐ祟たたるし、執しゆう念ねん深いんだろ？　神気と呼ばれるまで研とぎ澄すまされた霊れい力りよくは脅きよう威いだし、触さわらぬ神に祟りなしって、俺はずっと教わってきたから」

　神には極力近づくな。神気を感じたら全力で逃げろ。

　橙弥は小さい頃ころからそう叩たたき込まれていた。

　神職を表向きの家業にしている割にはおかしな話だが、東家の人間は他の神社には詣もうでない。そのおかげか、日本には八百やお万よろずの神がいると言われているのに、橙弥は神と言われるものには一柱たりとも会った事がなかった。

「それがしとて神になど関かかわりたくなかった。だが、大切な人が奪うばわれようとしているのに黙だまって見ているわけにはいかぬ」

「大切な人？」

「……それがしのつれあいだ」

　────あれ？

「正親さん、そういう人がいたんだ……」

　ちょっと、動どう揺ようしてしまう。女の影かげなど微み塵じんも感じなかったからなんとなく独り身だと思っていた。だが、正親にもそういう人がいたのか……。

「一体、何があったんだ？」

　すっと正親が離はなれてゆく気配を感じた。ぐつぐつと鍋なべが煮に立たつ音に、包丁の音が重なる。

「ありふれた話だ。神がそれがしのつれあいを見み初そめ、我がものにしようとした」

　思った以上に深刻な事態に、ざわりと鳥とり肌はだが立った。

「盗とられてしまったのか!?」

「いや」

「なら、その人は今、どうしてここにいないんだ？」

　この屋敷に正親以外の気配はない。くまなく探たん索さくしたのだから確かだ。

　苦しげな溜ため息いきが聞こえた。

「……その、それがしはもう、あれに合わせる顔がなくてな……」

　んん？　と橙弥は首をひねった。無事なのなら、罪悪感を覚える必要などないだろう。合わせる顔がないというのは──眷属すら持てないほど、弱ってしまったからか？

「力がなくなってしまったのは、その人の為ために精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばったからなんだろ？　なら、別に恥じる必要なんかないじゃないか。少なくとも俺なら、正親さんを責めるどころか、そこまでしてくれた事に感動すると思うけど」

「だが、それがしはつれあいを守りきれなかった。それがしは伴はん侶りよであると同時にあれの式だったのだ。力の足りぬそれがしなど、あれには必要ない。あれは、その気になりさえすれば、それがしなどより強い妖をいくらでも従えられるのだからな」

「式神……正親さんのつれあいって、術者だったのか……」

　橙弥は衝しよう撃げきを受けた。

　腕のいい術者は式神を使し役えきできる。これまで妖を従える事に興味はなかったのだが、なんだか胸がもやもやした。

「その……聞いてもいいか？　どんな人だったのか？」

　正親の霊れい気きに、淡あわくやわらかな色が差す。

「……可愛かわいらしい人だ」

　橙弥は薄うすっぺらな笑えみを顔に張りつけて耳をそばだてた。

「それがしより小さいのが気に入らぬらしい。よく勝手にそれがしの手を取っては大きさを比べていた。やわい指先でいじられるのがなんともくすぐったくてな……」

　見えなくてもわかる。正親は今、とても優やさしい顔をしている。

「それがしのような不調法者と共にいても気き詰づまりなばかりではないかと心配だったのだが、いつも楽しそうに笑っていた。黙っていれば凜りんとしているのに、笑った顔がなんとも甘やかでな。華はなやかな容姿をしているのに振る舞まいに気取ったところがないゆえ求愛するものが引きも切らず、それがしは気の休まる暇ひまがなかった」

「やきもきする正親さんって想像できないな」

　橙弥は笑った。笑わずにはいられなかった。

　正親の好みは小さくて可愛らしい人らしい。しかも華やかな美人ときた。橙弥とは正反対だ。

　──って、なんで俺はこんな事を考えているんだ？

「あ──、ちゃんと会って話をした方がいいと思うな。好きなんだろ？　距きよ離りを置くのは、振ふられてからにするべきだ」

「……簡単に言うな」

　厚い木のまな板を置く音が聞こえた。きびきびと動く衣きぬ擦ずれの音に続いて、ぬかの匂においが広がる。漬つけ物を取り出しているらしい。

「何？　振られるのが怖こわいのか？」

「ああ、怖い」

　即そく答とうされ、橙弥は見えぬ目を瞠みはった。

　かたり、と小さな音を立て、樽たるの蓋ふたが閉められる。

「当然であろう？　──惚ほれているのだ」

　橙弥は目を伏ふせる。どうしてだろう、胸が痛い。

　何かに突つき動かされるように目の前でふよふよと揺ゆれている炎に抱だきつくと、腕の中にごつい男の軀からだを感じた。視覚とまるでリンクしない触しよつ覚かくに違い和わ感かんを覚えつつ、橙弥は男の肩けん胛こう骨こつの間にぐりぐりと額を押しつける。

「正親さん、俺の話も聞いてくれる？」

「どうした」

　リズミカルな包丁の音を聞きながら、橙弥は己おのれに言い聞かせるように呟つぶやく。

「俺も、好きな人がいたみたいなんだ。顔も名前も覚えてないんだけど」

　ぶわりと正親の霊力が揺れ動いた。

「──昨夜、聞いた」

「そ？　顔も、どんな人だったのかも、そもそもそんな人がいたかどうかも定さだかじゃないのに、もの凄すごく好きだったっていう気がするんだ。常に胸にぽっかり穴が開いたみたいな感じがして、淋さびしくて淋しくてたまらない」

　はあ、と熱い溜息をつき、橙弥は正親から離れる。

「でも、俺の恋こい人びとは、俺が屋や敷しきで臥ふせっていた一ヶ月の間、一度も顔を見せてくれなかった。連れん絡らくもない」

　そう。なんらかのアプローチがあって当然の月日が過ぎているのに、それらしいものは一いつ切さいなかった。

「──そなたの恋人は、本当はそなたに会いたくてたまらないのに会えない事情があったのかもしれん」

「そう、かもね。でも、話してくれなきゃわかりっこないだろ？　まだ、恋人だと思ってくれているのか、それとも俺の事なんかいらなくなったから会いにこないのかさ」

「橙弥殿どの……」

　珍めずらしく動揺した声を発した正親の肩かたがあると思おぼしき場所を、橙弥は景気よく叩いた。

「だからさ正親さん、ちゃんとその大切な人と話し合いなよ。もし正親さんが俺の恋人でそんな理由で距離を置いていたってわかったら、俺なら怒おこるぜ？　何独りよがりな事言ってんだオラァって殴なぐってボコボコにする」

　正親は何も言わなかった。

　だが、目の前の炎ほのおは暖色系も寒色系も関係なく入り乱れ、ひどく揺れ動いている。

　正親はこんなにも心を乱している。『大切な人』を思うがゆえに。

　──俺の恋人も、こんな風に俺を想ってくれていればいいんだけど、な。

　蓋ふたを閉めて見ないようにしていた不安が溢あふれだす。

　清夏はこのままでは恋人についての全部がなかった事になってしまうと言った。だが、それってどういう意味なんだろう？　正親が言うように言うに言われぬ事情があって会いに来られないという事か？　それとももはや橙弥とつき合う気などなくしてしまっているから、必死に追い縋すがれという意味か？

　そうだ、きっと。

　悲観的にすぎるかもしれないが、愛あい想そを尽つかされる心当たりが橙弥にはあった。

　──もし恋人が、俺が──た事を知ったなら──。

「橙弥殿。──そのまま、動くな」

　それまでとは違ちがう声にはっとして顔を上げるのと同時に、足あし下もとで風が起きた。

　なんだろうと足下を探さぐろうとして、正親に手を摑つかまれる。

「危ないゆえ、動くな」

「危ないって、何が？」

「蛇へびが入り込んできたゆえ、仕留めた。投げた包丁が今、そなたの足下に突き刺ささっている」

「はあ!?」

　なんて乱暴な事をするんだろう。

　いや、それよりも、蛇？

　生き物であるなら霊気が見えるはずなのに、橙弥の目には何も見えなかった。

　何がなしぞっとして、橙弥は身を震ふるわせる。
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　目が覚めると、橙弥は闇やみに包まれていた。

　──あれ？　俺、どこにいるんだろ。

　自分の部屋ではないのは明らかだった。かすかに車や電車の音がする。

　空気は熱く、やけに血ち腥なまぐさく、生ゴミのような臭においもした。床ゆかは硬かたいコンクリート。砂っぽく、少し探ってみただけで、指先が大小様々なゴミにぶつかる。

　手の中には硬く長細いものがあった。

　無意識にそれを握にぎり締しめてまずは汗あせ塗まみれの軀を起こそうとし、橙弥は顔を顰しかめる。

「うー、痛ったぁ……」

　硬い床で寝ねていたせいか、筋肉がすっかり強こわ張ばってしまっていた。だが、それだけではない。

　何も見えない中、そろそろと痛む場所に触ふれてみようとして、橙弥はぎくりと軀を揺らす。

　スラックスと下着が、太ふと腿ももまで引き下ろされていた。

　おまけに一度何かで濡ぬれたらしい、生き地じがごわついている。

「──噓うそだろう……？」

　橙弥は急いで服を整えると、深呼吸した。

　あらぬところが痛かった。まるで、尻しりに無む理り矢や理りものを突っ込まれでもしたかのように。

　一体何があったんだろう。記き憶おくを探ってみたが、何も思い出せない。

　本当に、なんにも。

　指が細かく震え出す。

　なぜここにいるかだけではない。昨日、何をしていたかも思い出せなかった。

　なんでだ？

　どうしてこんな事になっている？

　俺は一体何をされたんだ？

　恐きよう怖ふに押し潰つぶされそうになる心を奮い立たせ、橙弥はとにかく助けを求めようと動き始めた。だが、鼻をつままれてもわからない暗闇の中である。いつ何にぶつかるか、出口がどこにあるのかもわからない。

　新たな不安が橙弥を蝕むしばむ。

　俺はここからちゃんと外に出られるのだろうか？

　出口を見つけられず、延々と迷い歩く事になったら、どうしよう。

　呼吸が速く浅くなる。拭ぬぐっても拭っても汗が伝い、目に滲しみた。

　気も狂くるわんばかりの不安に苛さいなまれながら橙弥は両手で闇を探り出口を探す。永遠にも思える長い時が流れた後、ようやくドアノブが見つかったが、押し開けてみた橙弥は絶望した。

　新たな空間も真っ暗だった。一筋の光もない。

　だが、車の音は先刻より近く感じられる。そう遠くない場所に動き回る霊れい気きも感じられるようになった。出口が見つからなくても、大声を出せば誰だれかが助けてくれるかもしれない──そう、思った時だった。

　悲鳴めいた声が聞こえた。

　──あなた、どうしたの!?

　──大だい丈じよう夫ぶか、君！　今、救急車を呼ぶから、じっとしていなさい。

　──なあ、これ、警察にも電話した方がいいんじゃね？

　何人もの人が近づいてくる。取り囲まれ、橙弥はほっとすると同時に戸と惑まどった。こんなに暗いのに、どうしてこの人たちには自分が見えるんだ？

「すみません、ここはどこなんですか？」

　──ほら、そこに見えるだろ？　──駅の近くだ。

　見えるだろ、だって？

　ありふれた一言が橙弥の耳にひどく不ふ吉きつに響ひびいた。

　見えているのか？　他ほかの人には。自分だけが見えていない？

　いや、違う。

　暗いんじゃない。

　恐おそろしい可能性に気がついてしまい、橙弥はよろめいた。

　俺の目が、見えていないだけだ────。
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　闇の中、橙弥は勢いよく身を起こした。

　正親に借りた寝ね間ま着きが汗でぐっしょりと湿しめって気持ち悪い。まだ激しく鼓こ動どうしている心臓の上を押さえ、橙弥は狂おしく周囲を見回す。

　夢から覚めたはずなのに、なんの光も見えなかった。

　まだ悪夢の中にいるのかとパニックになりかけ、橙弥は思い出す。夢なんかじゃない。目が見えなくなって、もう一ひと月つきも経たつのだと。

　屋や敷しきの中はしんと静まりかえっていた。蛙かえるの声は聞こえるが、鳥の声は聞こえない。恐らくまだ真夜中なのだ。

　橙弥は拳こぶしで目に染みる汗を拭った。

　さっきまで見ていたのは、ただの夢ではない。橙弥自身の記憶だ。

　橙弥は布ふ団とんを握り締め、歯を食いしばる。

「くっそう……」

　多分、記憶と視力を失う直前、橙弥は誰かにレイプされた。

　信じたくはないが、そうとしか思えない。絶対に合意ではないと思っても、自分の軀からだがひどく穢けがらわしく感じられる。

　ハジメテは好きな子と経験したかったのに、男にケツを掘ほられるなんて。

　誰がヤったのかは知らないが、そいつに触さわられた部分の皮ひ膚ふを全部剝はがして捨ててしまいたかった。

　小さく息を吐はき、枕まくらの下から守り刀を摑みだす。両手で包み込んでいつものように落ち着きを取り戻もどそうとするがうまくいかない。

　──会いたい。

　こんなのどうって事ない。こんな事くらいであんたの価値は損そこなわれたりはしないのだと言って欲しい。

　誰かに──誰に？

　脳のう裏りをよぎったのは夢で見た恋人の姿だった。橙弥の肩かたに手を置き髪かみにキスしてくれている。

　──でも、恋人は一月もの間、会いに来てもくれなかった。

「なんでだよ！」

　込み上げてくる感情のままに守り刀を畳たたみに叩たたきつけようと右手を振ふりかぶったが、本当に投げる事はできなかった。こうやって持っているだけで、掌てのひらを通して染みてくるのだ。ひどく甘苦しい感情が。

　──好き──。

　これは、この守り刀に霊れい力りよくを注ぎ込んだ時に紛まぎれ込んだ、術者の気持ちだ。もう失われてしまったかもしれない恋心の一片。

　橙弥は守り刀を叩きつける代わりに寝間着の帯に挟はさんで立ち上がった。

　今夜はもう、眠ねむれそうにない。

　寝起きはただでさえなまくらな方向感覚がなきに等しくなる。よろよろと壁かべにぶつかりながら廊ろう下かを往き、正親の眠る寝間へと辿たどり着くと、橙弥は静かに襖ふすまを開けた。

　────光だ。

　何も見えない闇の中、神こう々ごうしいほどに美しい光が揺ゆらめいている。

　橙弥はしばらくの間その場に突つっ立っていた。年を経れば誰でも多少は澱よどみが混じるものなのに、正親の霊気はどこまでも清せい浄じようだ。

　少し気分が落ち着いてきた橙弥は寝間に入って後ろ手に襖を閉めた。膝ひざを突いて、静かに枕元ににじり寄り、光に見入る。

　手を伸のばしたのは、ほとんど無意識だった。

　正親を起こさないように、橙弥はそっとなめらかな頰ほおに触れる。そういえば、この間は途と中ちゆうでやめさせられてしまったのだと思ったら、ふっと小さな笑えみが口元に生まれた。

　前まえ髪がみを搔かき上げようとした指先に何かが触れる。

「……ん？」

　────何だ？

　こめかみの上、生え際ぎわ近く。

　二センチほどの、円えん錐すい形のもの。硬かたくて、左右に一つずつある。まるで一いつ対ついの角のように。

「まさか────鬼おに？」

　悪あしきもの。神以上に忌き避ひすべき存在。

　──だから本ほん性しようを言おうとしなかったのだろうか。

　現代においては微笑ほほえましい御お伽とぎ噺ばなしも人じん口こうに膾かい炙しやしているが、あれは創作に過ぎない。鬼は人を食くらう異形、この世に疫えきをもたらす、滅めつすべき存在だと橙弥は幼い頃ころから叩き込まれてきた。

　──正親さんがそんな悪い存在とは思えないけど……。

　考え込みつつ角に触ふれていたらいきなり手首を摑まれた。びっくりして、橙弥は思わず振り払はらってしまう。

　ぱんと乾かわいた音が夜に響いた。空気が凍こおりつき、目の前で穏おだやかに揺れていた霊気が瞬しゆん時じに色を変える。

　正親が、目覚めたのだ。

　一気に猛たけ々だけしく燃え上がった霊気はまるで鬼おに火びのようだった。

　怒おこっているのだろうか。寝ている間に勝手に入ってきて秘密を暴あばいたりしたから。　>>>♥

　炎ほのおの勢いに押され、弾はじかれたように後ろに下がる。叱しかられるのを覚かく悟ごしたが、意外なことに炎はみるみるうちに小さくなってしまった。

「正親さん……？」

　かすかに声が聞こえた。

　すまぬと一言だけ。

　今にも消えそうなほど小さくなってしまった炎がゆらりと揺れ、遠ざかってゆく。

「え？」

　なんで逃にげるんだろう。

　呆ぼう然ぜんと座りこんでいた橙弥は急いで立ち上がった。走りだすが、すぐさま戸板にぶつかってしまい、外れた戸板と共に廊下に転がる。

「あいった──っ」

　だが、痛みに震ふるえている場合ではない。橙弥はよろよろと立ち上がると、両手で前を探さぐりながら精せい一いつ杯ぱいの速さで正親を追った。

　正親は橙弥を怒らなかった。のみならず、すまぬと言った。ひどく苦しそうな声だった。

　──東の者は強大な霊力を持つゆえ、妖あやかしに好かれやすい。妙みようなのに見み初そめられたりせぬよう、符ふは肌はだ身み離はなさず持て。でないと、隠かくされるぞ。

　術師としての心得を教える父の声が頭の中で反はん響きようする。

　正親も、橙弥の霊力に興味を持ったのだろうかと一いつ瞬しゆん考えてしまったが、そんなわけがなかった。

　もしそうなら、鬼だと知られただけで恥はじ入って逃げ出したりするものか。

　むしろ橙弥の方が正親を傷つけたのではないだろうか。あんな風に手を振り払うなんて──正親だって、望んで鬼になったのではないのかもしれないのに。

「あっ」

　不意に何かに足をすくわれ、落ち葉の上を転がる。

　すでに屋敷は抜ぬけ、山の中だった。廊下ですらまっすぐ歩けない橙弥が障害物だらけの中、ここまで転ばずに来られただけでも奇き跡せきだ。

　夜よ露つゆが薄うすい寝間着を濡ぬらす。

　急いで起きあがると、橙弥は呼吸を整えた。転んだせいで方向がわからなくなってしまっていた。必死に意識を集中し、正親の霊れい気きを探すが見あたらない。

「────あ？」

　その時だった。軀の奥に厭いやな熱が生じた。

　なんだろう、この感じ。

「トウヤ」

　すぐ耳元から、甘い男の声が聞こえ、橙弥は軀を反射的に反転させた。声の主を探すが、誰だれもいない。

　それなのに、ひんやりとした手が頰を撫なでるのを感じた。

「え……え!?」

「会いたかったぞ、私のトウヤ。ようやく結界から出てきてくれたな」

　誰だろう。必死に考えようとするが頭がぼーっとする。

「だ、誰？　あんた……」

　男の掌が胸むな元もとに押し当てられた。

「覚えておらぬのか？　ふむ、いやらしい封ふう印いんが施ほどこされているな。可哀かわい想そうに」

　男が笑み崩くずれたのがなぜかわかった。

「忘れてしまったのなら教えてやろう。私はおぬしと恋こい仲なかだった」

「え、え……っ!?」

　橙弥はぎょっとした。では、この男が夢で見た恋人なのだろうか。

　──噓うそだろ、男だぞ!?

　そもそもこの男は何者なのだろうか。生き物でも妖でも、死し霊りようですらも霊気を纏まとうものなのに、やはり何も見えない。まるで透とう明めい人間と話しているようだ。

「なんで……おれにはあんたがみえないんだ……？」

「そのような事、どうでもよいではないか。さ、ゆこうぞ。隅すみ々ずみまでおぬしの無事を確かめてやらねばな」

　男が橙弥を抱だき寄せる。さりげなく腰こしをなぞる男の指に、意識が甘く蕩とろけた。

　──おれ、なんでおとこにさわられてよくじょうしてるんだ……？

「まってくれ……。まさちかさんに、いわないと。きゅうにきえたら、しんぱいする……」

　男の手に力が籠こもった。尖とがった爪つめが肌はだに食い込み、橙弥は思わず息を吞のむ。

「あのような穢けがらわしい鬼の事など放っておけ」

「けがらわしい？　あいつからけがれをかんじたことなんて──」

　──ない。そうだ、まさちかはずっとしんせつにしてくれた。おにだとわかったからといって、それがなんだというのだろう。

「今の在り様がどうであろうと、あれが穢らわしい存在である事は変わらぬ。魂たましいそのものが穢れているのだからな」

「あいつを……あしざまに、いうな……」

「……あれを庇かばい立てする気か？」

　寝ね間ま着きの上から股こ間かんを鷲わし摑づかみにされ、橙弥は上うわ擦ずった悲鳴を上げた。痛いのに気持ち悦よくて、射精しそうだった。

　──へんだ……。

「折せつ角かく優やさしくしてやろうと思っていたのに、気が変わった。この場で仕置きをしてやろう」

　寝間着の裾すそが割られ、橙弥は蒼あお褪ざめる。

　こんなところで、なにをするきだ？

　抵てい抗こうせねばと思うのに、首筋を舐なめ上げられたら力が抜けた。

　立つ事すらできない。全身が嫌けん悪おに粟あわ立だっているのに、軀からだは従順に男を受け入れようとする。特に軀の奥が、犯おかされたくてうずうずした。

　──やっぱりへんだ。こんなの、ぜったいに、おかしい。

「さわるな……」

　小さな声で呟つぶやくと、白い閃せん光こうが走った。

「……なんだ、今の力は……」

　帯に差してあった守り刀が熱い。光も、この守り刀から生じたような気がする。

「呪じゆか……？」

　逃げる好機だ。

　だが、発情した軀が言う事を聞こうとしない。這はいずって男から遠ざかろうとするが、すぐさま落ち葉の上に押さえつけられてしまう。

「お痛が過ぎるぞ、トウヤ」

　先刻までの男の声が甘い糖とう蜜みつだったとするなら、今の男の声は真っ赤に灼やけた鋼はがねのようだった。優しさなど欠片かけらもない。

　必死でもがいたが、寝間着がはだけられ、肩かたまで露ろ出しゆつしてしまう。帯をほどこうとした男が後ろに差してあった守り刀に気がついた。

「なんだ、これは……」

　男が守り刀を握にぎった瞬しゆん間かん、じゅうという音が上がった。肉が灼ける臭においが広がり、男が咆ほう哮こうする。憤ふん怒ぬのまま、地面を殴なぐりつける音に橙弥は身を竦すくめた。

「この私によくもこのようなふざけた真似まねを……」

「橙弥に触ふれるな！」

　咆哮めいた声に、橙弥ははっとして頭をもたげた。少し離れた場所に、炎がふよふよと浮ういている。

「まさちかさん……」

　光の粒りゆう子しが炎のように燃えさかっていた。色は赤。──怒いかりの色だ。
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　寝間を飛び出してきた正親は、守り刀に込めた術が発動したのを感じ取りようやく足を止めた。

　鬼おにだと橙弥に知られた。本当は最初からいつまでも隠かくし通せるものではないと思っていた。

　本ほん性しようを知った橙弥がそれでも己おのれを受け入れてくれるなどという幸運が二度もあるとは思えない。

　だが、たとえ忌き避ひされるようになっても、正親は橙弥を守るつもりでいた。人は鬼を恐おそれるもの。橙弥が己を遠ざけようとするのは、仕方のない事だからだ。

　皆みな、それがしを見ると逃にげていった。問答無用で斬きりつけてくる者も、射かけてくる者もいた。

　だが、橙弥はそんな自分を受け容いれてくれた。

　そなたが忘れても、それがしは忘れない。

　──術が働いたという事は、橙弥に何かあったのだ。

　正親は赤く光る眼めを眇すがめると、力の源を目指し、それまでの倍以上の速さで走り出した。橙弥といる間は抑おさえていた爪が伸のびて鉤かぎ爪づめと化し、膚はだに禍まが々まがしい文様が浮かび上がる。

　人であるのを止やめた時に、より大きく逞たくましく変化した肉体は、風のような速さで正親を橙弥の元へと運んだ。夜でも昼のように見える眼まなこが二つの人ひと影かげを捉とらえる。一つは橙弥。そしてもう一つは──？

　正親の目が見開かれた。

　────あやつか！

　全身からぽたぽたと穢れを滴したたらせ執しつ拗ように橙弥を求める、不気味な姿が脳のう裏りに蘇よみがえる。橙弥を組み伏ふせ、今まさに陵りよう辱じよくしようとしている男こそがすべての元げん凶きようだった。

　怒りに全身が沸ふつ騰とうする。

　あやつのせいだ。

　あやつだけは────許さぬ。

「橙弥に触れるな！」

　走りながら正親は抜ばつ刀とうした。一直線に憎にくんでも憎み切れぬ神へと斬りかかる。

　長く美しい水色の髪かみが揺ゆれた。どこから取り出したのか、白銀に輝かがやく大おお太刀だちが必殺の斬ざん撃げきを受け止める。

「また貴様か。目め障ざわりな不ふ浄じようの輩やからだ」

　二人のやりとりを、夢を見ているようなぼーっとした表情で聞いていた橙弥が唇くちびるを開いた。

「────ちが、う……」

　穢れた神の薄うすい眉まゆがひくりと動いた。

「何？」

「まさちかさんはふじょうのやからなんかじゃない。そのことば……とりけせ……」

　────ああ。

　橙弥の言葉が胸に食い入る。この瞬間、橙弥の為ためなら死んでもいいとまで正親は思った。

　橙弥が己の為に怒おこっている。なんて幸せな事だろう。

　ぎちち、と奥歯を嚙かみ締しめる音が響ひびいた。神が人外の美び貌ぼうを歪ゆがめ、激げき怒どしている。

「許さぬ。──許さぬぞ。トウヤは私のものだ！」

　最後まで言うのを待たず、正親は抜ぬき身の太刀を斜ななめ下に構え、走り出した。

　ぶん、と大太刀が振ふるわれる。正親は地を蹴けり空高く身を躍おどらせた。

　現うつし世に戻もどろうと無む駄だに足あ搔がき浪ろう費ひしてしまった霊れい力りよくがいまだ回復していない正親に対し、穢れた神は大太刀が発光するほど霊力を漲みなぎらせていた。まともに太刀で受け止めたら、多分刀身が砕くだけるだろう。

　避よけられたと察した穢れた神が片手を翳かざす。空気が唸うなり、正親はとっさに軀を丸めた。

　霊れい気きを使った礫つぶてに襲おそわれる。

　肉を抉えぐられ低い唸り声が漏もれた。穢れた神がにいと笑ったが、勝ち誇ほこった表情はすぐに消え失うせる。

　地面に下り立つと同時に、正親が猛もう然ぜんと攻こう勢せいに出たからだ。

　大太刀は重く大きいがゆえに小回りがきかない。穢れた神は攻こう撃げきを跳はね返す結界を張りなんとかしのぐが、ここで加勢が現れた。

「何がどうなっているのかわからぬが、助すけ太刀だちいたそう、正親殿どの」

　闇やみに一声吠ほえ、大きな獣けものが突とつ進しんしてくる。穢れた神は溜ため息いきをつくと、後方へと飛んだ。

「……っ」

　そのまま空中に溶とけるように姿を消す。多勢に無勢、かなわないと思ったのだろう。

　正親も構えていた太刀を下ろした。肩で息をしながら傷を改める。

　酷ひどい有様だった。

　礫が貫かん通つうした穴からとめどなく血が溢あふれ、着物を朱しゆに染めてゆく。

「さてはて、なんとも色っぽい格好であるな、橙弥殿」

　だが、白露の声に振り向いた途と端たん、傷の痛みは消し飛んだ。

　朝、正親が着せた着物が乱れ、片かた肌はだが露あらわになっている。帯も解ほどけ、今にも袴はかまが脱ぬげそうなのに、橙弥はへたりこんだまま、直そうともしない。

「はは、おとこあいてにいろっぽいとかないだろ……」

「正親殿はそうは思わぬようだぞ」

　正親は無言で橙弥の前に座ると、手についた血を己の着物で拭ぬぐった。ぐいと襟えりを引っ張り、肩を隠す。

「ん」

　淡あわく色づいた唇から漏れ出た小さな声に、妙みように心が騒さわいだ。見れば、橙弥の頰ほおが赤い。ぼんやりと宙を見つめる眼まな差ざしは、後朝きぬぎぬを思わせる。

　──あの穢けがれた神に触れられて感じたのか？

　橙弥から見えないのをいい事に、正親は鬼そのものの形相で歯は嚙がみした。白露がいたわるように傷を舐なめてくれる。それだけで出血は止まった。妖あやかしは強い。明日には傷口も塞ふさがる事だろう。

「あの……ありがと。ところで、さっき聞こえていた金属音て、刀、だよな？　正親さん、まさかあいつと斬り合ったのか……？」

　正親は唇を閉とざした。そうだと言って怖こわがらせる必要などない。橙弥には何も見えないのだ。教えなければ、知らずにすむ。

「それに、なんか血ち腥なまぐさいんだけど。正親さん怪け我がしてる？」

「いいや」

　平然と噓うそをつくと、正親は少し後ろに下がった。

　地面に直接座して、ふ、と息を吐はく。それから、地に額がつくほど頭を下げた。

「すまなかった」

　橙弥は驚おどろいたようだった。

「え？　何、なんで助けてくれたのに謝るんだよ」

「……鬼だという事をそれがしは隠していた」

「別に謝るような事じゃないと思うけど」

「鬼は忌いむべき異形だ」

「正親さん……」

　鬼だ、鬼が出たと騒ぐ悲鳴めいた声が耳の奥に蘇る。

　かつて現し世に在った時、正親は人里に近づくたびにそうやって追われてきた。酷いと憤いきどおる気は正親にはない。己も人であったならば、同じ事をしただろうと思うからだ。

「誓ちかってそなたを害す意図はなかったが、それがしのようなものに世話されるのは不快であろう。以後は白露か他ほかの者にそなたの身の回りの世話は任せ、それがしは近づかぬようにする。だから、今しばらくそれがしの屋や敷しきに留とどまってはくれないか？　──そなたを守りたいのだ」

　白露は黙だまって二人を眺ながめている。

　橙弥の眉み間けんに深い皺しわが刻まれた。

「じゃあ、俺からも一言」

　わかったと言うのだろうと正親は思った。それでいいと少しほっとした顔をして。

　だが、違ちがった。

　橙弥はおもむろに膝ひざを突つくと、見えてないはずなのに正親と同じように深々と頭を下げた。

「あんたが誰だれなのかさえも覚えていないのに図ずう々ずうしく屋敷に上がり込んだ上、面めん倒どうみてもらっている分際で寝ね込こみを襲うような真似まねをして申し訳ありませんでした。こんな恩知らずの世話なんてもうしたくないよな？　どうせ俺は家族にすら捨てられるところだったんだ、俺の事は捨て置いてくれてかまわない」

　──なんという事を。

　正親は呆ぼう然ぜんとした。橙弥の口からそんな投げやりな言葉は聞きたくなかった。

「橙弥殿。それがしはそなたを図々しいなどと思った事はないし、捨て置くつもりもない。そのような哀かなしい事を言うな」

「なら、あんたも言うな」

　即そく座ざに返された言葉に、正親は面めん食くらう。橙弥は怒っているようだが、なぜなのかがわからない。

「俺は鬼おにだとわかったからってあんたを嫌きらいになったりしない。過去に何があったか知らないけれど、自分の事を異形とか言わないで欲しい。……頭にくる」

　白露が笑いだした。

「は、は、は。してやられたな。これは正親殿が悪い。俺も正直聞いていて気分が悪かった。もうそんな風に己おのれを卑ひ下げするな。でないと橙弥殿がまた物悲しい事を言い出すぞ」

「その通りだ」

　偉えらそうに胸を張られ、正親は落ち葉が降り積もる地面を見つめた。じくじくと胸が痛む。

「……そなたは変わらぬな」

　鬼だからなんだと、以前も言われた。怒られたのに、嬉うれしかった。

　橙弥にとって自分は鬼ではなく、人なのだ。

「合意に達したところで次に行こうか。さっきの男、正親さんも白露さんも知ってたみたいだったけど、何者なんだ？　本当に俺はあんな奴やつと好き合ってたのか？」

　白露が、はあ？　と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「……今、なんと？」

　正親も凄すごみのある声で問う。橙弥を怖がらせたくないが、聞き捨てならない。

　二人の剣けん吞のんな反応に、橙弥の顔色が悪くなる。

「いや、俺は覚えてないんだけど、あいつがそう言ったんだ」

　白露が呆あきれた溜息をついた。

「おぬし、そのような戯ざれ言を信じたのか？」

「え……？　戯れ言、だったのか……？」

　きょとんとする橙弥に、白露が嚙かんで含めるように教える。

「あやつはおぬしの恋人ではない。敵だ。おぬしが記き憶おくと視力を失ったのも、全すべてあやつのせいだ」

「ええ──…？　敵で、記憶と視力を失うに至った元げん凶きよう……？」

　いつもは甘やかに笑えんでいる目が据すわる。

　勢いよく立ち上がるなり男が消えたと思おぼしき方向へと駆かけ出そうとする橙弥の寝ね間ま着きの裾すそに、白露が慌あわてて食いついた。

「どこへ行く気だ、橙弥殿」

「放せ！　あいつ、ぶっとばしてやる！　ふざけた真似しやがって、おかげで俺がどんなに──」

　視界の端はしで光るものが動いた。

　はっとして周囲を見回した正親は、ぞっとした。いつの間にか十匹ぴきを超こえる蛇へびが周囲を取り囲んでいる。橙弥に気を取られている隙すきに、這はい寄ってきていたらしい。

「白露殿どの、橙弥殿を放すな」

　鯉こい口ぐちを切るなり、正親は刀を一いつ閃せんさせた。橙弥に一番近いところまで来ていた蛇が両断され、散り始める。

「……なんの音？」

　不ふ穏おんな気配を感じたのだろう、橙弥がもがくのをやめた。

「蛇だ。まだいる。じっとしていろ」

　大きく口を開け威い嚇かくする蛇を次々に斬きって捨てる。

　橙弥は眉間に皺を寄せ、ぼんやりと正親のいるあたりを見つめた。

「何も見えないんだけど、本当にいるのかそこに」

　正親は手を止め、橙弥を振ふり返った。

　霊れい視し能力の高い橙弥に、何の変へん哲てつもない霊れい気きの塊かたまりである蛇が見えないのはおかしい。

　白露もそう思ったのだろう、着物の裾を離した。

「んん？　橙弥殿、見えぬのか？　ほら今散ってゆこうとしておるだろう？　蛇の形をした霊気の塊が」

　橙弥はこなたかなたに目を凝こらすが、やはり見えないらしい。

「全然見えない……。先刻の男と同じだ……」

　独り言めいた呟つぶやきに、正親ははっとした。

「あやつも見えなかったのか？」

　──誰でも見えぬ霊気が一つだけある。自分の霊気だ。

　正親も白露も、霊気など感覚的に捉とらえているだけで気づかなかったが、よくよく見れば蛇の霊気は橙弥の霊気と見分けがつかない。

「────まさか────」

　自分たちは目に見えるものに囚とらわれて、大変な見落としをしていたのではないか？

　数は多かったが、蛇の動きはそう速くない。全て散るまで、そう長い時間はかからなかった。
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　男が消えた途と端たん、ぼーっとしていた頭が晴れ、橙弥はほっとした。まだ軀からだがむずむずしているような気もしないではないが、ふよふよ揺ゆれる大小二つの炎ほのおと差し向かいに座らされては処理しようがない。

　屋敷に戻もどってきたものの、二人とも休む気はないようだった。真夜中もかなり過ぎているのに、正親の霊気も白露の霊気も漲みなぎっている。

　まず、白露が重々しく切り出した。

「橙弥殿は蛇が見えぬと言ったな」

「ああ。本当にいたのか？」

　これに答えたのは正親だ。

「いた。先刻に限らず、そなたがここにきてから両の手で足りぬほど斬きり捨てている」

「ええ!?　知らなかった……」

　霊気が見えないものが存在するなんて、気味が悪かった。

「蛇が多くて危ないと言われたのだろう？　おそらく東の屋敷もここと同じような状じよう況きように陥おちいっていたのだ。清夏殿はここまで来ればあれに追われる事はないと判断しそなたを送り出した」

「だが、あれはどうやってかおぬしを見つけだし、追ってきた。たった数日でだ」

　白露の声は深刻そうだったが、現実に蛇を見た事のない橙弥に実感はない。

「そうなんだ？」

「おそらく、そなたに何か印がついている」

「印？　それはないと思うな。もう何回か風ふ呂ろに入っているし、服だって替かえている」

「印が形あるものならば、確かに残ってはおらぬだろうな」

「えーと？」

「だが、己の霊れい力りよくを練って作り上げた眷けん属ぞくならば、いかなる場所にも忍しのばせられる」

　白露にすんすんと匂においを嗅かがれ、橙弥は無意識に豊かな毛並みに指を差し入れた。

「でも俺、霊気なら見えるんだけど」

「霊気を擬ぎ態たいさせられるモノもいる。そなたの霊気に同期させさえすれば、そなたからは見えなくなる。蛇も、本体であるあやつも、橙弥殿には見えなかったのがその証しよう拠こ」

　橙弥は蒼あお褪ざめた。

「俺はずっとあいつの眷属をくっつけて歩いていたって事か？　気持ち悪っ！　なあ、取れるんだろう？　取ってくれよ」

「そうするつもりだ。だが、簡単にはゆかぬ。いささか難しい術をかけねばならない。そなたも苦しい思いをするやもしれぬ」

「ストーキングされ続けるよりはマシだ」

「では、決まりだな」

　白露がぽふんとしっぽで畳たたみを叩たたいた。







　それからの行動は早かった。

　橙弥は正親に連れられ、湯ゆ殿どのではなく森の中の泉に禊みそぎに連れて行かれた。

　清せい浄じような湧わき水で爪つま先さきまで清め、白しろ装しよう束ぞくを身につける。

　屋や敷しきに戻ると、既すでに褥しとねが設しつらえられていた。四方に張られた注連しめ縄なわが橙弥の目にもぼんやり見える。

　手で周囲を探さぐると、褥の上に無数の小さくて柔やわらかな薄はく片へんが散っていた。どうやらここは桜のはなびらが降り積もる部屋らしい。

　心地ここちよい霊気の漲る空間の中、橙弥は褥に横たえられる。

「白露さんは？」

「外で見張りをしている。いて欲しいか」

「や、別に」

「鬼おにと二人きりなど厭いやかもしれぬが、しばしの間だ。我が慢まんしてくれ」

「だーかーらー、そういう事言うの禁止」

　手探りで、えいと正親の口を塞ふさぐと、ふわりと正親の霊気が揺れた。

「……この術が済んだら、意見が変わるかもしれぬぞ」

「それって、どーゆー意味だ？」

　首を傾かしげる橙弥の胸を、正親の掌てのひらが押さえる。

「術をかけるぞ」

　その瞬しゆん間かん、場の空気が変わった。

　きんと何かが張りつめる。

　正親が呪じゆ言げんを唱えると、低い声に紡つむがれる言葉が橙弥に絡からみつくように作用する。

「なに、これ……」

　なんとも言えない異物感に橙弥は身をよじった。

　尻しりの中に何かある。

「あ……噓うそだろ……っ！」

　曖あい昧まいだった存在が具現化し、確固たる血肉を得てゆく。それは一いつ匹ぴきの蛇となって、濡ぬれたような光こう沢たくを放つ鱗うろこに覆おおわれた軀をのたうたせた。

　ぬるりとした不ふ浄じようの生き物が、はらわたを食い破ろうとしている。

　ざわりと全身の毛が逆立った。

「取って、取ってくれ！」

　橙弥は白装束を毟むしり取るようにして脱ぬぎ捨てる。下着はもとよりつけてない。露あらわになった足の間から蛇の形をした霊気の尾おが垂れ下がり、うねった。

「まさかこんなところに仕込まれているとは……」

　正親は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

　こんなモノが軀の中に潜ひそんでいただなんて。嫌けん悪おと恐きよう怖ふで頭がおかしくなりそうだった。

「い、いやだ……」

　ほとんど泣きそうになりながら足の間に手を伸のばす。尾を摑つかんで引き抜ぬこうとするが、体勢が悪いせいかうまく摑めない。

　わなわなと震ふるえる手を、正親が押さえた。

「落ち着け。すぐに抜いてやる」

「は、早く……」

　正親が蛇の軀を捕とらえたのだろう、ずるりと少し蛇の位置が動いた。ほっとしたのも束つかの間、軀の奥に鋭するどい痛みを感じて、橙弥は仰のけ反る。

「ひ、う……っ」

　まさか中を嚙まれたのだろうか。

「噓だろ、毒……毒が……っ」

　妙みような──むず痒がゆい熱がじわじわと広がってゆく。再び蛇が激しく身をくねらせた瞬間、橙弥の腰こしが浮ういた。

　──なに、これ。

　蛇が動くと、尖とがった鼻先が、三角に張った顎あごが肉にく壁へきを抉えぐる。すると不可思議な痺しびれが下半身に広がり、橙弥は喘あえいだ。

　それは、快感だった。

　俺、蛇に犯おかされて、感じている──？

　まずい。

「早く、抜けよお……っ」

　吞のまれてしまいそうだった。この異様な快楽に。

　ぬめる鱗のせいで摑みにくいのだろう、正親は手こずっている。蛇が正親の手を振ふりほどこうと暴れる度たび、橙弥は望まぬ快楽に襲おそわれ、身み悶もだえた。

「ん……っ、ンン……」

　しどけなく開いた足の間で、陰いん茎けいが硬かたく膨ふくらんでゆく。正親に全すべて見られているとわかっているのに、どうにもしようがない。

「まさちか、さん……」

　橙弥は敷しき布ふに頭を擦こすりつけた。勝手に中が震え、きゅうっと蛇を締しめつける。

　その瞬間、ぐずり、と蛇が潰れた。

「え？　えええ!?」

　まるで芋いも虫むしを潰してしまったかのような感かん触しよくがあった。ただ潰れただけではない。ひどく熱い体液が広がったのを感じ、橙弥は半狂乱になる。

「ちょっ、これ、どうしたらいいんだよっ、中で、ぐしゃって！　ぐ、ぐしゃって……っ！」

　よりによって尻の中である。簡単に洗い流す事もできない。

　取り乱す橙弥を見かねたのだろう、正親が強く抱だき締めてくれる。

「落ち着け。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ。本当に血肉のある蛇ではない。霊れい的てきなものだ、清めれば綺き麗れいになる」

「どうやってだよ……っ！」

「泉に行く。時間はかかるが、水みず垢ご離りをして生なま臭ぐさを絶たてばそのうちあやつの気も消えよう」

「そんな悠ゆう長ちような事言ってられそうにないんだけど！　別の案ないの!?」

　粘ねん膜まくを通して蛇の体液が染しみ込んでくるような気がした。中が熱い。一刻だって我慢できそうにない。

「呪を込めた別の霊れい気きを直接大量に注ぎ込めば、おそらくは速すみやかに浄じよう化かできるが──」

　正親は口くち籠ごもる。

「どうすればいいのか、早く教えろ！」

「それがしがそなたを抱けばいい」

　正親さんが──俺を──抱く!?

　橙弥は真っ赤になった。

「い、泉に行こう、そうしよう！」

　確かにそうすれば奥まで届くだろうが、いくらなんでもそんな事はできない。

　立ち上がろうとしたものの腰に力が入らずもがいていると、正親が脱ぎ捨てられていた白装束にくるみ抱き上げてくれた。

　リズミカルに軀からだが揺ゆれる。橙弥は運ばれている間、正親にきつくしがみついていた。そうしていなければ、どうにかなってしまいそうだったのだ。

　ぱしゃりと水音が聞こえる。

　膝ひざまである水の中に下ろされ、橙弥は目的の泉に到とう着ちやくしたのだと知った。

　正親から離はなれ、数歩進むと、腰まで清水に沈しずむ。橙弥は水中でこっそり自分の指を忍しのばせ、中を清めようとした。

「あ……」

　だが、指を入れただけで腰が砕くだけ、その場にしゃがみ込んでしまう。

　蛇は消えたというのに、毒に侵おかされたソコが熱く疼うずいていた。

　触さわるだけで気持ちいい。指が清める事を忘れ、勝手に気持ちのいい場所を搔かこうとする。

　そもそも橙弥の指では短くて、蛇が鼻先を埋うずめていた場所まで水を呼び込めなかった。

　どうしよう。清められない。

　このままではずっと鎮しずまらない熱に悶もだえ苦しむ事になる。

「橙弥殿どの、無理か」

「え……？」

　ばしゃばしゃという水音が聞こえた。炎ほのおが近づいてくる。まさかと思っているうちに抱き竦すくめられてしまい、橙弥は硬こう直ちよくした。

　冷たい水に浸つかっていたからだろう、正親の軀がひどく熱く感じられる。

「な、何……？　何する気……だよ」

「水垢離では足りぬのだろう？　それがしが清めてやる。そなたの穢けがれを」

　ぬく、と尻に指を埋められ、橙弥はぎょっとした。なんて事をするんだと思う一方で、軀が歓かん喜きする。もっと中を搔き回して欲しくて、正親の指を吞み込んだ肉がひくひくと蠢うごめいた。

　淫みだらな動きに呼応するように正親の霊れい気きが妖あやしく燃え上がる。

「え……ちょ、待……っ」

　いきなり抱き上げられ、橙弥は焦あせった。

「俺を抱く気か？　正親さん、あんた大切な人がいるんだろう!?」

「────これは、清めだ」

「そんな言葉で取り繕つくろったところで、こんな事は────ひっ」

　膝ひざ丈たけほどの浅あさ瀬せに下ろされたと思ったら、くるりと後ろを向かされ橙弥はよろめいた。

「前に岩がある。摑まるといい。しばらくおとなしくしていろ。早く祓はらわねば、またあやつが来るかもしれない」

　恐おそる恐る手を伸ばすと、なるほど分厚い苔こけで覆おおわれた岩がある。目が見えないと平へい衡こう感かん覚かくも曖あい昧まいで、摑まるものがないと水平な場所にいてもちょっと怖こわい。ましてやここは水の中で足場も悪い。

　岩に縋すがると同時に、袖そでを通しているだけも同然だった白しろ装しよう束ぞくの裾すそが腰までたくし上げられた。こんな格好をしているところにあの男が来たらと思うとぞっとする。

「やめ、正親さん……！」

　片手を後ろに回して闇やみ雲くもに振り回すが、しっかりと抱き込まれてしまえばどうにもできない。そうこうしている間にまた指を入れられてしまう。

「あン……っ」

　イイ。

　腰が崩くずれそうになり、橙弥は岩に爪つめを立てた。

　正親の長い指が中を深く浅く深る。

　視覚を失ったせいで鋭えい敏びんさを増した感覚が仇あだになった。些さ細さいな動きも明めい瞭りように感じとってしまい、橙弥は喘いだ。

「ああ……や、やめ……っ」

「力を抜け。悪いようにはしない。それがしに身を委ゆだねろ」

　本当に、ヤる気なんだ。

　じわりと目の奥が熱くなる。

　落ち着け。

　今いま更さらギャーギャー騒さわぎ立てるような事じゃない。俺は女の子じゃないんだし、既すでに一度レイプされた事もある。

　とっくに綺麗な軀じゃないんだ。一度ヤられるのも二度ヤられるのもおんなじだ。

　正親は一応、あの蛇へびの残ざん滓しを清めてくれようとしているんだし？　これくらい、なんでもない。

　橙弥は無む理り矢や理り唇くちびるの端はしを上げた。笑って己おのれに暗示をかける。

　俺は平気。平気だ。

　だが、腰こしを摑つかまれると、軀が竦んだ。

　尻しりを揉もむように動いた末、肉が左右に寄せられ、蕾つぼみが開かれる。

　熱いものが押し当てられる感覚に、橙弥は無意識に息を詰つめた。

　──平気。平気、……平気。

　狙ねらいが定められる。圧がかかったと思ったら、一気に打ち込まれ、橙弥は岩に爪を立てた。

「あ、あ、あ……」

　多少なりとも慣らされたせいだろうか、それともさっきまで蛇が入っていたせいだろうか、痛みはない。ただ、狭せまい肉の狭はざ間まをこじあけ、どこまでも奥へ奥へと入ってくる感覚に、腰が蕩とろける。

　気持ち、いい……。

　前が弾はじけ、白が飛んだ。

　ひくつく橙弥の中を確かめるように、正親が軽く楔くさびを前後させる。

「あ、ひ……」

　恍こう惚こつとする橙弥の耳元で正親が囁ささやいた。

「そなたは何も悪くない。そなたは蛇の毒に狂くるわされているだけだ。事に及およんだのも、それがしが強ごう引いんに言う事を聞かせたから」

　ともすれば霞かすんでしまいそうな頭で、橙弥は考える。

　そうか、毒のせいなんだ。男に犯おかされてるのにこんなにも感じてしまっているのは。　>>>♥

　──なら、自分は何も悪くない……？

　ふっと夢の一場面が脳のう裏りに浮うかんだ。

　青い空の下、恋こい人びとが立っている。

　恋人は橙弥をまっすぐに見つめていた。

　どんな顔をしているのかはやはり判然としなかったけれど、薄うすい笑えみを浮かべているのだけはわかった。心底幸せそうに目を細めて。

　──くそ！　何も悪くないわけあるか……!!

　正親は小さな声で呪じゆ言げんを唱えている。そのせいかますます中が熱くなり、長大なモノを突つき入れられる度たびに上うわ擦ずった声が漏もれた。

　正親の熱情が燃え立つ炎となって、橙弥を焼き尽つくそうとするかのように四し肢しに絡からみつき、ちろちろと膚はだを舐なめる。

　熱い。熱くて熱くて──灼やけ死んでしまいそうだ。

　軽く腰を弾はずませるようにして何度も何度もイイ場所を突かれ、橙弥はたまらず啜すすり泣いた。

　──これは裏切りだ。自分の恋人だけではない。正親にもつれあいを裏切らせている。

　正親は優やさしい男だ。正親が強引に事を運んだのは、多分橙弥の為ため。厭いやがったのに犯されたのだと逃にげ道を作ってくれる為なのだろう。

　でも、助けてもらっている自分が、被ひ害がい者しや面づらできるわけない。

　深々と正親の雄おすをくわえこみ、橙弥は岩に摑まった。意図的に正親を締しめつけてみる。

「…………っ」

　そのまま淫みだらに腰をくねらせるとイイ場所に正親が食い込み、じいんと膝ひざまで甘く痺しびれた。

「あ……っ、これ、すご……っ」

　呪言が途と切ぎれる。ごくりと喉のどを鳴らす音が聞こえた。

　腰の動きまで止まってしまったので、橙弥はねだるように腰を揺ゆらす。

「正親さん、今のトコ……」

　中にある陽物が、どくりと脈打ち体積を増した。

「橙弥殿」

「なあ、早く……突けよ……」

　正親の指が肉に食い込んだ。ずる、と太いモノが抜ぬき出される快感に力が抜ける。次いで奥まで一気に貫つらぬかれ──橙弥は全身をおののかせた。

　強きよう烈れつな快感が波のように神経を伝って広がってゆく。

　達したのだ。

　前からは数すう滴てき蜜みつが滴したたっただけなのに脳のう髄ずいまで痺れたようになってしまった。

　恍惚とする橙弥を更さらに追いつめるように正親が激しく腰を使ってくる。達して感じやすくなっている肉を容よう赦しやなく責め立てられ、橙弥は掠かすれた嬌きよう声せいを上げた。

　朦もう朧ろうとした頭で、思う。

　変な声、出したらだめだ。

　あの男がいつ来ても不思議じゃないんだから。早く。早く正親に出してもらわないと。

　精せい一いつ杯ぱい正親を締めつけて腰を妖よう艶えんにくねらせると、ぐ、と奥まで切っ先を埋うめ込んだ正親が胴どう震ぶるいした。軀からだの奥が濡ぬれるのを感じとり、橙弥は唇を震ふるわせる。

　熱い。

　これは清め。感じている場合じゃないのに。

　注ぎ込まれた正親の気がじんわりと肉にく壁へきから染しみ込んでゆく。浸しん食しよくが進むにつれ、籠こもっていた厭な熱は駆く逐ちくされていった。

「そなたは、ばかだ。すべてそれがしのせいにしておけばいいものを」

　気がついたか。

　橙弥はせいぜい色っぽく微笑ほほえんだ。

「折せつ角かくの好意を無む駄だにして悪いけど、俺は全部人のせいにして平気な顔していられるほど厚こう顔がん無む恥ちじゃないから」

　岩に抱きついてへたりこんでいた橙弥を正親が片かた腕うでで引っ張り立たせる。再び軀がふわりと浮き、橙弥は正親の腕うでの中に収められた。

　正親が歩いているのだろう、軀が揺れる。橙弥は心地ここちよい揺れと疲ひ労ろうにとろとろと微睡まどろみ始めたが、柔やわらかなものの上に下ろされると目を覚まし、身じろいだ。

　手で辺りを探さぐってみて、元の褥しとねに戻もどされたのだと理解する。

　これでは寝しん具ぐが濡れてしまう。

　手て遅おくれかもと思いつつも起き上がって白装束を脱ぬごうとすると、途と中ちゆうで誰だれかに取られてしまった。あたたかな手に丁てい重ちように、だが有う無むを言わさぬ力で押し倒たおされる。

　再び太い楔で刺さし貫かれ、橙弥はああと細い声を上げた。

「わかるな、橙弥殿どの。一度では足りないと」

　確かに正親の精を受けて大分楽になったものの、まだ不ふ浄じような気配が腹の中に残っていた。

「悪い……あんたに、こんな事、させて……」

「謝るな」

　ゆるく正親が腰を動かす度に、にちゃりと淫らな水音が聞こえる。ぬるぬると感じやすい中を擦こすられる感覚に、橙弥は唇を震わせた。

　尻を犯されているだけなのに、前が充じゆう血けつしてゆく。橙弥の軀は初めてとは思えないほど淫いん蕩とうに正親をくわえこみ、女のように悦よろこんでいた。

「……ん、だって、大切な人がいるんだろ……？　なあ、こうしよう……？　朝がきたら、全部、忘れるんだ。俺とあんたの間には何もなかった。こんなコト、していない……」

　ずく、と奥まで貫かれ、橙弥はびくんと仰のけ反った。反射的に握にぎりしめた敷しき布ふに、波のような皺しわが寄る。

「そなたを忘れられるわけがなかろう……っ」

　血を吐はくような叫さけびに、橙弥は眉まゆ根ねを寄せた。

　どうしてそういう事を言うんだろう。

「だってあんた、好きなんだろ。その人が」

　そうだ。

　この男にとってこれは単なる人助け。はなから自分に特別な感情などない。それなのに、好きな人に誤解されたら可哀かわい想そうだ。そう思って、気を遣つかってやっているのに。

「うう────」

　なんだか無む性しように哀かなしくなってしまい、橙弥は正親の背に両手を回した。

　どうにも感情が抑おさえられない。ぱんと爆発してしまいそうだ。

「泣くな、橙弥」

　橙弥。

　敬けい称しようをつけるのを忘れたのだろう、呼び捨てにされ、橙弥は唇くちびるを嚙かむ。

　正親のそっけない物言いがひどく甘く聞こえた。

　好きなのは別の人のはずなのに、心が甘く痺れてしまう。

　正親の律動が速さを増す。終わりが近いのだろう。情熱的な動きに橙弥も煽あおられた。

「あ、あ、あ、あ────」

　耳元に正親の雄っぽい荒あらい息づかいが聞こえる。

　きつく抱き締められ、また中を濡らされた。

　腹の中が正親の精液だらけになっていると思うと、蛇へびの毒など目ではないほど、奥が疼うずいてしまう。

　触ふれ合っている膚が熱い。

　正親はしばらくそのまま呼吸を整えていたが、やがて掌てのひらで橙弥の額に浮うかぶ汗あせを拭ぬぐってくれた。

　力を無くしたモノがゆっくりと引き抜かれる。

　抜け落ちる刹せつ那な、あんまりにも切ない感かん触しよくに、ん、と声を漏らすと、正親が固まった。

「正親さん……？」

　のろのろと手を伸のばすと、思い出したように動きだした正親が引き寄せ甲こうに接せつ吻ぷんしてくれる。

「なあ、これでもう、俺は清められたんだよな……？」

　長い沈ちん黙もくの後、正親が言った。

「まだだ」

　噓うそ。

　そんな気がした。だが、問いただすより早く引き寄せられ、口を吸われてしまう。再びのしかかられ、刺し貫かれてしまえば、もう話などできない。

「あ、あ、あ……」

　先刻果てたばかりなのに、妖あやかしというものはこんなにも精力に満ち溢あふれているものなのだろうか。

　獣けもののように激しく貪むさぼられて橙弥は泣いた。心の中はぐちゃぐちゃで、もうどうしたらいいのかわからなかった。




　　　　＋　　＋　　＋




　目が覚めると、恐おそろしくいい男が目の前で眠ねむっていた。

　違い和わ感かんを感じつつ、橙弥は音を立てないよう静かに起きあがる。

　はらはらときりなく落ちてくる桜のはなびらを浴び眠る男は、比ひ較かく的てき長身の部類に入る橙弥よりなお大きかった。瘦やせ気味ではあるが、硬かたそうな筋肉が全身についている。

　年ねん齢れいは三十歳くらいだろうか、厳しい顔つきをしているが、その分実直そうだ。武人らしく、その身には古い刀傷や矢傷の痕あとのようなものがいくつも刻まれている。

　髪かみは長く、褥の上のみならず桜のはなびらが降り積もる床ゆかにまで広がり渦うずを描えがいていた。

　そして、額の生え際ぎわには一いつ対ついの角があった。

「え、これ、正親さん……？　うっそ、こんなに男前だったんだ」

　昨夜この男に自分は抱だかれた。

　そう思うとかあっと軀が熱くなり、鼓こ動どうが速まる。

　ヤバい。何がヤバいのかよくわからないけど、とにかくヤバい。

　込み上げてくる熱い衝しよう撃げきを必死にこらえていると、男の伏せられていた睫まつ毛げが震えた。涼すずやかな切れ長の目が開き、黒い眼まなこが橙弥を捉とらえる。

「もう、朝か……」

　気け怠だるげに髪を搔かき上げ、起きあがる。その拍ひよう子しにみぞおちの辺りまで掛かけてあった上うわ掛がけがずり落ち、下腹の茂しげみまで露あらわになった。

　──あの手が昨夜自分の腰こしを摑つかみ、あの……が奥まで貫つらぬいたのか──？　>>>♥

　橙弥はくずおれそうになりながら後ろを向く。

「橙弥殿？」

「頼たのむから、早くなんか着て」

「あ、ああ……？」

　床に脱ぎ捨てられていた着物が正親の方へと引き寄せられる。だが、衣きぬ擦ずれの音は途と中ちゆうで止まってしまった。ちらりと後ろを振ふり向くと、食い入るような目とぶつかる。

「橙弥殿、目が見えるのか？」

　橙弥はきょとんとした。

「あ……、あれ？　そうだ、見えてる……？」

　違和感はこのせいだったのだ。

「うわ……」

　改めて部屋の中を見回した橙弥は感かん嘆たんの声を上げた。

　かつて見た夢を彷ほう彿ふつとさせる満開の桜の枝が二本、開け放たれた窓から部屋に入り込んできている。床にははなびらが降り積もり、桜色に染まっていた。

　時々窓から入り込んでくる風にはなびらが舞まい、四方に張り巡めぐらされた注連しめ縄なわが揺ゆれる。振り返ってみれば長い髪や寝ね間ま着きにはなびらを散らせた男前が目を細めていた。

「あの印が障さわりとなっていたのだな。目が見えるようになってよかった」

「ありがとう。まあ、記き憶おくの方はまだ全然だけどな」

　寝ね癖ぐせだらけの髪をがしがしと搔き混ぜ、橙弥は俯うつむく。喜ばしい事だったけれど、目が見えるようになった代わりに、霊れい視しの感度は随ずい分ぶんと下がってしまったようだった。目を閉じて集中すればくっきり見えるものの、目を開けると景色と重なってしまい読みとりにくい。

　正親の着物を羽織って廊ろう下かに出る。やたら広く感じられていた家は実際かなり広かったが、華か美びなところはなく質しつ実じつ剛ごう健けんそのものだった。摩ま滅めつし丸みを帯びた木のしつらえが落ち着く。

　湯ゆ殿どので身を清め、新しい直垂ひたたれを身に纏まとった。もう廊下で壁かべにぶつかる事はない。屋や敷しきの中で迷ってしまう事もない。

　いつも食事をとるのに使っている座ざ敷しきにまっすぐに行くと、囲い炉ろ裏り端ばたに山犬が寝ねそべっていた。

「でかい……！」

　熊くま並みの巨きよ体たいに驚きよう嘆たんしていると、白露なのであろう山犬がひょいと頭をもたげる。

「術はうまくいったのだな」

「うむ。橙弥殿の目も見えるようになった」

「それは重ちよう畳じよう」

　橙弥は満足そうに頷うなずいている白露の前にいそいそと座り込んだ。

「あの！　白露さん、さ、触さわっていい……？」

「む？　うむ、少しならかまわんが……」

　なぜかちらりと正親を見てから、白露が頷く。橙弥はにんまり笑えむと、許可はとったとばかりに大きな軀からだに抱きついた。盲もう目もくだった時は、うっかり目を突ついたり尻しりを撫なでたりしてはいけないと自重していたのだ。

　みっしりと生えた毛に顔を埋うずめ、頰ほお擦ずりする。

「あー、橙弥殿、いささか触りすぎではないかな？」

「減るもんじゃなし、いいじゃないか。ケチケチしないで、もふらせろよ」

「いや、しかしだな」

　地味な色の袴はかまを身につけた正親が、流れるような美しい所作で立ち上がった。

「少し軀を動かしてくる」

　置いたばかりの太刀を摑み、部屋を出て行く。

　溜ため息いきをついた山犬の輪りん郭かくがぼやけた。

「は……!?」

　たいそう体格のいい男に変へん化げする。抱きつくようにして撫で回していた橙弥は、期せずしてむくつけきおっさんに抱きつく形となってしまい、呆ぼう然ぜんとした。

「ガ……ガチムチ……」

　年の頃ころは正親と同じくらいだろうか。白露は淡たん々たんとした佇たたずまいの正親とは異なり、なんとも男臭くさく精気に満ち溢れていた。こちらもなかなかの美び丈じよう夫ふだ。

「まだ俺の軀を撫で回したいか？」

「すみませんでした」

　橙弥は正座すると即そく座ざに頭を下げた。知らなかったとはいえ、自分がむさくるしいおっさんの軀を撫で回していたのかと思うとぞっとしない。

　白露はあぐらをかき、橙弥と向かい合った。

「おぬしはもっと慎つつしみを持つべきであるな」

「慎みって。俺、女の子じゃないんだけど」

「口答えするでない。正親の気持ちも考えろ」

「……なんで」

「ん？　あー、うむ、そうだ。昨夜膚はだを重ねたのであろう？」

　橙弥は赤くなった。白露は見張りをしていたという話だから知らないわけがないのだが、はっきり言われるとまた恥はずかしいものがある。

「あれは俺の中の穢けがれを取り除く為ためだろ？」

「膚を重ねれば情が移るものだ。見ろ、おぬしが俺など愛めでたりするから、正親が出ていってしまったではないか」

「えー？」

　軀を動かしたくて出ていったのではなかったのだろうか。

「いやでも、正親さんにはいい人がいるんだろう？」

　白露の目が泳いだ。

「ん？　あーいや、その事についてはだな、おぬしは気にしなくてよいと思うぞ……？」

「いや、そーゆーわけにはいかないだろ。正親さん、大切な人だって言っていたし、まだ好きみたいだった。そのうち元もと鞘さやに戻もどるんじゃないの？」

　──そうだ。あれは昨夜だけの事。

　しまったという顔をした白露から、橙弥は顔を背そむける。

　変だ。胸が、痛い。

「いやいやいや、お、おぬしはどうなのだ!?　あやつを慕したわしく思ってはおらぬのか？」

　慕う？　好きって事か？

　胸の痛みが悪化した。あんまりにも苦しくて、目め尻じりに涙なみだが滲にじむ。

「……好きなわけないだろ……」

　他ほかに想おもい人がいる奴やつを好きになったりなんかしない。自分にだって恋こい人びとがいるのだし。

　──でもじゃあ、この胸の痛みはなんなんだろう。

　なんだか気分が沈しずむ。

　正親はまだ軀を動かしているのだろうか。

　なんとなく正親の姿が見たくなり、橙弥は立ち上がった。気怠い軀を引きずるようにして廊下に出ると、白露も山犬の姿に戻って後をついてくる。

　凜りんと冷えた空気の中、素す振ぶりする音が聞こえてきた。

　廊下を折れると、池側とは異なり土がむき出しになった庭がある。雑用をするのに使っているのかもしれない。一角には井い戸どもあった。

　正親はそこで片かた肌はだを脱ぬいで木刀を振るっていた。危険だからだろう、持っていた太刀は使われる事なく、縁えん側がわに出された太刀掛かけに立ててある。

　鋼はがねのように引き締しまった軀には既すでに汗あせが浮うき始めているが、その動きにはいささかの乱れもない。

　ああ、まずい。格好よすぎる。

　ついつい見み惚とれてしまう。正親の一挙手一投足に目が吸い寄せられてしまい、離はなせない。

　白露と橙弥に見られている事を知ってか知らずか、正親が動きを変える。敵を想定しているのか、軀がしなり右へ左へ木刀が振ふるわれるが、軀く幹かんがぶれる事はなく、木刀は正親の手に吸いついているかのようだ。

　やがてぴたりと木刀を止めると、正親が口を開いた。

「ここを離れる」

「え」

「ここはあやつらに知られている。結界を張ってはいるがすでに度たび々たび蛇へびに侵しん入にゆうされているし、また橙弥殿に蛇を仕込まれてはたまらぬ」

　昨夜の事が否いや応おうなく思い出され、橙弥は顔を顰しかめた。

「朝あさ餉げを終えたら、出立する。持ってゆかねばならぬものがあるならまとめておけ」

　一方的に話し終わると、正親は縁側に上がって厨くりやの方に行ってしまう。橙弥は白露と顔を見合わせたものの、言われた通り荷をまとめに行った。

　質素な食事を済ませると、本当に正親は橙弥を連れて屋敷を出た。行き先は俐星という名の正親の友人が所有する屋敷らしく、調度の類たぐいは持ってゆく必要がないらしい。友人は当分帰ってこられぬゆえ気き兼がねをする必要はないと言われ、橙弥は微び妙みような気持ちになった。

　友達とはいえ、留守中に勝手に家を借りるのはいかがなものだろうか。

　だが、そんな些さ細さいな戸と惑まどいは、屋や敷しきを目にするなり搔かき消されてしまった。

「うわ、雅みやびやかー」

　俐星の屋敷は正親の屋敷とはまるで違ちがい、華はなやかだった。正親が庭と呼んだ場所には湖と見まがうほどに広大な池が広がり、月見や夕ゆう涼すずみに絶好の釣殿が浮いている。

　屋敷には本当に人っ子一人いなかった。

　正親と橙弥は屋敷に上がり込むと、池を望める側の部屋を寝ね間まと定め、荷を解いた。

　夕暮れが近づくと、早々に湯ゆ浴あみと夕餉を済ませる。目が見えないうちは知りようがなかったが、お日様と同じ生活が正親の基本のようだ。日が出たら起き出し、日が落ちたら眠ねむる。

　昨夜はほとんど眠っていないし、引っ越こしだの何だので疲つかれている。

　暗くなると同時に橙弥は寝間に引っ込んで横になった。ちらちらと空気中を流れる霊れい気きをぼんやりと眺ながめる。

　視力が戻り、橙弥は食事も着き替がえも一人でできるようになった。手を借りる必要がなくなり、当然の事ながら正親との接せつ触しよくは減った。

　白露が言っていた通り、正親はほとんど表情を変えない無ぶ愛あい想そうな男だった。見た目と内心は違うのだとわかってはいても近寄りがたい。

　──でも、昨夜の正親さんはすごく情熱的で優やさしかった……。

　闇やみの中、橙弥は静かに軀からだを起こした。あぐらを搔いて、頭を抱かかえる。

「おっかしーな。俺、女の子とふつうの恋れん愛あいするのが夢だったのに、なんでこんな事になっちゃってんだろ……」

　──十八歳になり渡と月げつの儀ぎを終えるまでは、身を穢してはいけない。このしきたりのせいで、橙弥は恋をした事がなかった。

　人ひと懐なつこい性格であるし顔も悪くないから女の子はいくらでも寄ってくる。プラトニックな関係を築ければ良かったのだが、ぐいぐいアピールしてくる子はそういう方面にも奔ほん放ぽうだった。なら、清せい楚そそうな子を選べばいいかと思いきや、手を出されないと不安になるらしい。何度か理り不ふ尽じんな別れを経て、橙弥は十八歳の誕生日を心待ちにするようになった。

　渡月の儀を済ませるまで我が慢まんすればいい。

　それさえ済めば、本物の恋ができる。そういう雰ふん囲い気きにならないよう、四苦八苦する必要もない。

　とても楽しみにしていたのに。

「折せつ角かくできた恋人を覚えてすらいないなんて」

　自分は一体どんな子を恋人に選んだのだろう。可愛かわいい子だろうか、それとも綺き麗れい系？　その恋はどんな風に始まったのだろう。もう、キスはしたのだろうか？

　何一つわからないけれど、夢の中の恋人はいつも橙弥を愛いとしげに見つめていた。

　それなのに。

「俺って、最低だな……。再会する事があったらまず土下座しよ」

　謝って許される事ではないが、誠意を尽つくしたい。

「正親さんにも、土下座するべきだよな」

　正親を思った途と端たん、昨夜の事が思い出され、橙弥は枕まくらに顔を埋うめ身み悶もだえした。

　汗でしっとり濡ぬれた掌てのひらで軀の表面に触ふれられるだけで、ひどく悦よかった。熱く硬かたいモノで奥を突つかれると、それこそ天国まで行けてしまいそうに気持ちよくて、女の子のようにあんあん声を上げてしまった。

「初めてであんなになるものなのかな……？」

　男同士のセックスに興味はなかったが、ゲイの友達はいたから知っている。男同士の初めては女とより大変で、慣らさないと入らないし、入ってもなかなか快感を得られないものらしい。

　でも、橙弥は痛みを感じるどころかどろどろになるほど感じ入り、中イキまでした。今も思い出すだけで軀の奥が熱を孕はらむ。

　──またここに触さわって欲しい。あの熱くて大きなモノで突きまくられたい……。

　橙弥はきつく己おのれの軀を抱だいた。

　俺って淫いん乱らんだったのかな。またして欲しい、なんて。

　それに。

　──そなたを忘れられるわけがなかろう……！

　上気した顔を覆おおっていた両手がはたりと膝ひざの上に落ちる。

　他にいい人がいるのに、どうして正親さんはあんな事を言ったんだろう。

　俺の軀がよかったからか？　それとも俺の事が好き──？

　ふつふつと、何かが軀の中に湧わき出してくる。この、膚はだを火ほ照てらせるものは、一体、何？

　──考えるな。あの人は他の人のものなんだから。

　橙弥は寝しん具ぐの上にぼふんと仰あお向むけに倒たおれた。

　揺ゆれては駄だ目めだ。

　あの人は他の人のもの。そして自分には恋人がいる。昨日のあれは単なる清め、それ以外に意味はない。
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　寝間着を引っかけただけの格好で何気なく戸を開いた橙弥は立ち竦すくんだ。

「うっわ、刀……？」

　部屋の中に正座した正親が、太刀たちを鞘さやから抜ぬいている。手入れの最中なのだろう、口には懐かい紙しをくわえていた。刃はに反射した光が、ぎらりと目を射る。

　妙みような男に襲おそわれそうになった際に斬きり合う音は聞いたが、抜き身の刀を手にしている正親を見るのは初めてだった。

　橙弥は中に入って戸を閉めると、柱に寄りかかって座り込む。

「あんたって元々は武士もののふだったの？」

　正親は黙だまって頷うなずいた。

　何百年にもわたって同じ事を繰くり返してきたのだろう、刀の手入れをする正親の手の動きに澱よどみはない。

　大きな太刀に日本人離れした体たい軀く。眦まなじりがわずかに切れ上がった目元は涼すずやかだが、成るほど鬼おにだと納なつ得とくさせられるような凄すごみがある。

「それってつまり、ヒトだったって事だよな？」

　再び顎あごが引かれた。

「なぜ、鬼に？」

　正親は刀を持ち上げて様々な角度から眺めると、小さく息をついた。刀身を鞘に納め、懐紙と共に床ゆかに置く。

「妹がむごい目に遭あわされたゆえ」

　橙弥の眉み間けんに皺しわが寄った。

　むごい、目。女の子の事だ。濁にごされてもなにをされたのか想像がついてしまう。

「相手は高い地位にある男でな。怒いかりに任せ押し掛かけたら逆に不届き者と捕とらえられ、牢ろうに入れられた」

　正親が座を立って戸板を開けた。広大な池が眼前に広がり、少し冷たい風が入ってくる。

　部屋が明るくなると正親は太刀を拾い上げ、手て際ぎわよく腰こしに佩はいた。帯が滑すべる音がやけに耳につく。

「それがしたちには他ほかに家族がなかった。親を早くに流行はやり病やまいで亡なくしたゆえ、妹はそれがしが育てたのだ。──囚とらわれの身となって三日後に妹が自害したと知らされた。それがしも十日も経たたずに牢の中で死んだ」

　凄せい惨さんな話を正親はなんの感情も交えず淡たん々たんと語る。抑よく制せいされた声こわ音ねが逆に痛々しくて、橙弥は耳を塞ふさぎたくなった。

「気がついたら鬼と化し、野ざらしにされた己の亡なき骸がらの前に立っていた。なぜ蘇よみがえったのかはわかっていた。妹の仇かたきを討うつ為ためだ」

「……復ふく讐しゆうは成ったのか？」

　正親の頰ほおが歪ゆがみ、壮そう絶ぜつな笑えみを形作った。目の中にぽっと赤い鬼おに火びが灯ともる。

「もちろん。それがしは国一番の剣けんの使い手だったからな。おまけに鬼の膂りよ力りよくも得たとなればまさに鬼に金棒、妹を汚けがした下げ衆すに、下衆を守ろうとした木こっ端ぱ役人、それがしに謂いわれない罪を負わせ死ぬまで責めた者たちで死体の山を築いてやった」

　別の人間の話を聞いているような気がした。橙弥の知っている正親はいつも落ち着いていて、そんな蛮ばん行こうをするようには見えない。

　だが、正親の気持ちは痛いほど理解できた。どんな男でもそんな仕打ちを受けたなら、人が変わるというものだ。そして、正親は文字通り、鬼にまで堕おちてしまった。

「だが、復讐が果たされると、それがしは途と方ほうに暮れた。もう人ではなくなってしまったゆえ、元の生活には戻もどれぬ。かと言って、なすべき事も既すでにない。鬼と化したそれがしの怒りを鎮しずめる為だろう、人々が小さな社を作ってくれたゆえ、それがしはそこに身を寄せて滅めつする日を待った。人であった頃ころのそれがしを知るものたちがよく酒や菓か子しを手に訪ねてきてくれ、身を蝕むしばむ穢けがれも少しずつ浄じよう化かされつつあったのだが、町はある日、戦いくさで消えてしまった」

　切れ長の目が伏ふせられると、橙弥は詰つめていた息を吐はいた。いつの間にか魅み入いられたように正親の目の中の鬼火を凝ぎよう視ししてしまっていた己に気づき、どきりとする。

　長い鉤かぎ爪づめの伸のびた手を見下ろし、正親は苦い笑みを浮うかべた。

「それがしは鬼、もう人らしい暮らしなどできるものではない。頭ではわかっているのだが、人であった頃の記き憶おくが残っているからか人ひと恋こいしくて、それがしはいつしか朽ちた社を捨て山中をさまよい歩くようになった」

　きらきらと光る池を背景に立つ正親は美しかった。その額に伸びる角は小さく、そう目立たない。

　普ふ通つうの人と同じように橙弥は思っていたが、やはりこの男は鬼で、重い業ごうを背負っていた。

「ある日、崖がけから落ち、気を失っていた子供を見つけた。麓ふもとの村まで運んでやったが、目覚めるなり礫つぶてを投げられた」

　正親はもう、淋さびしそうな顔すらしない。全すべてを諦あきらめた末の穏おだやかな横顔から、橙弥は目を離はなせない。

「悲鳴を上げて逃にげてゆく子供を見てそれがしはようやく悟さとった。己が、人にとってどんなに恐おそろしい存在となり果ててしまったのかを。それがしはもう、人と交わりたいと望んではならぬのだ。恨うらみ辛つらみに身を任せ鬼に落ちたそれがしの、これは報むくいだ」

　あらぬ方を眺ながめ語っていた正親がようやく橙弥へと顔を向ける。その目がわずかに見開かれた。

「橙弥殿どの。何を泣いている」

　橙弥は俯うつむき、親指のつけ根で目元を擦こすった。涙なみだが後から後から溢あふれてきて、止まらない。

「し、仕方がないだろう？　そんな話を聞いて、泣かずにいられるか」

　正親の表情が心ほど動かないのは、きっとだからだ。あらゆる人に拒きよ絶ぜつされ、一人ぼっちでいるうちに、笑ったり怒おこったりする事を忘れてしまった。

　ぐずっと鼻を鳴らすと、橙弥は寝間着で濡ぬれた掌てのひらを拭ふき、正親を手招きした。少し首を傾かしげ正親が近づいて来ると、手でしゃがむように命じる。

　長身を折り曲げ正親が膝を突つくと、橙弥は膝立ちになり正親の頭を抱だきかかえた。

「橙弥殿……」

　艶つややかな黒くろ髪かみを何度も撫なでる。髪かみの間からつんと覗のぞく角に指が触ふれると、正親の軀からだがびくりと揺れた。

「鬼だからなんだって言うんだ。大事な人を傷つけられたら怒るのが当然だろ？　俺はあんたを怖こわいとは思わない。もしあんたが人恋しいと言うのなら──」

　俺がずっと傍そばにいてあげる。淋しい思いなんてさせやしない。そう言いかけ、橙弥はすんでのところで口を噤つぐんだ。

　それは橙弥が言っていい事じゃない。この男の傍にいるべきは、正親の伴はん侶りよだ。

「ひ、人恋しいと言うのなら、早く好きな女のところへ帰りなよ。もし、清めの儀ぎ式しきの事がバレてしまったら、俺を助ける為だったんだって、ちゃんと説明しに行く。フォローするから」

　それくらいしか自分にはできない。──しては、いけない。こんな風に抱くのも駄目だ、離れないと。

　そう思うのに、だらりと床に垂れていた正親の手が背に回されると、心臓が高鳴った。

　なんなんだよ、これ。なんでこんなに切なくて淋しい気分になってしまうんだよ。

　おかしいのに、正親の手を振りほどく事はできなくて、橙弥は秘ひそやかに唇くちびるを嚙かむ。







〇八







　屋や敷しきのちょうど中央に位置する部屋に入ると、正親は腰に佩いていた刀をはずして床に置いた。頭の中では、先刻橙弥に言われた言葉が跳はね回っている。

　好きな女のところへ帰れ、か。

　橙弥はどこまでも人がいい。橙弥を抱いた事がつれあいに知れたなら、泥どろをかぶるとまで言ってくれた。強ごう引いんに抱いたのは正親なのに。

　部屋の壁かべにはあちこちから入り込んできた黒ずんだ蔦つたが張りついている。この異界に漂ただよう霊れい力りよくがこの屋敷のこの部屋へと自然に導かれるよう施ほどこされた術の結果だ。こうやって部屋の中にいるだけで、霊力の回復が早くなる。

　早く、早く。強くならねば。今度こそ橙弥を守る為ために。

　初めて会った時、橙弥は只ただ人びとと同じように脅おびえた顔を正親に見せた。

　仕方がない。正親の足あし下もとには血ち塗まみれの狐きつねが横たわり、その周りで四匹ひきの子こ狐ぎつねがきゅんきゅん鳴いていたのだ。ちょうど母狐を食くらわんとしている不ふ浄じようの輩やからを滅したところだったのだが、その場面を見ていなかった橙弥は、正親をむごい事をする鬼おにだと思ったに違いない。

　久々に目にする人の姿に胸が騒さわいだが、正親は黙だまって母狐を担かつぎ上げ姿を消した。話しかけたところでまともな会話など成り立つまい。礫を投げられる前に消えた方がよかろうと思ったのだ。

　子狐は置き去りにした。四匹もまとめて運ぶのは無理だったし、人間も子狐になら情を注ぐ。あの人間が世話をしないなら、守もり役が知らせてくれよう。

　──あれはきっと、調ちよう伏ぶくの儀ぎを果たしにきた、東の子だ。

　近々調伏の儀が行われるという話は、正親も漏もれ聞いていた。東家の者は、十八歳の誕生日になると鏡の裏側の世界を訪おとずれ、式──伴侶を選ぶ。いつの頃からか、子が危険な目に遭あったりしないよう、そして式にふさわしい妖あやかしとの仲立ちをしてくれるよう、あらかじめ親が知ち己きの妖の誰だれかに守り役を頼たのむのがならわしとなっていた。

　次に橙弥に会ったのは、半月ほど後だった。

　式はなかなか決まらないらしい。守り役が正親にも会ってみてくれぬかと打だ診しんしてきた。鬼と契ちぎりを結ぶなど人の子には考えられまいと断ったが、守り役は冗じよう談だんだと思ったらしい。ある日、屋敷の前でうろうろする気配に気がつき出て行くと、橙弥がいた。

　正親は思わず目を細めた。久々に近くで見る人の子は、驚おどろくほど見目がよかった。

　誰をも魅み了りようするであろう、甘い風ふう貌ぼう。襟えり足あしで跳ねる癖くせの強い髪が若々しい。引き締しまったふくらはぎの形まではっきりとわかるタイトなブラックジーンズも、黒に近い濃こい紅くれないのシャツもよく似合っている。さらに裾すその長いカーディガンが、すらりとした姿を引き立てていた。

　────あ……っ。

　正親に気がつくと、橙弥は弾はじかれたように立ち上がった。その足下には不浄の輩に負わされた傷に包帯を巻かれた母狐が座っていた。

　──あの、正親さん、ですか……？

　驚いたもののそれがしが正親だと名乗ると、使いを頼まれたと包みを渡わたされた。中身は現うつし世の菓子だった。裾分けだと橙弥は守り役からの伝言を伝えたが、その魂こん胆たんは明らかだ。

　──無む駄だな事を。

　苦く笑しようする正親に橙弥が、無駄とはどういう意味かと無む邪じや気きに問う。あれは、それがしが見合いを断ったので、感かん触しよくを探さぐるつもりでそなたを送り出したのだろうと正親が教えると、橙弥は目を丸くした。

　──そうなのか？　──いや、待てよ。あらかじめ打ち合わせていたのでなければ、どうして俺が東の一族だとわかったんだ？

　必死に考えを巡めぐらせているらしい橙弥は可愛かわいかった。

　──それがしもかつては人間だった。符ふで隠かくしていてもわかる。

　──以前、山で会った時も、俺が誰だかわかっていたって事？

　──ああ。

　橙弥は少し悔くやしげな顔をした。後で聞けば、符は橙弥の自作だったらしい。

　──ずっと気になっていたんだけど、この狐はどうして怪け我がを？

　──不浄の輩に襲おそわれたのだ。

　──あ……あー、そうだったんだ……。

　橙弥が気まずそうに頭を搔かく。正親の言葉を信じるのだろうか。

　──それがしが傷つけたのだと思ったか？

　──う。ごめん。

　すまなそうに頭を下げられ、正親は戸と惑まどう。

　──別に構わぬ。人にとって鬼は、残ざん忍にんで恐ろしい存在なのだからな。

　当たり前の事を言っただけなのに、橙弥は驚いたように顔を上げた。怒ったような目つきでじいっと正親を見つめる。心の奥まで見通されているような錯さつ覚かくを覚え、正親は気がついたら目を逸そらしていた。

　母狐に歩み寄る。すっかり懐なついてしまった母狐は正親に腹を見せ、撫でてくれとねだった。

　──妖から伴侶を選ばねばならんとは、災難な家に生まれたな。だが、おぬしの守り役はおぬしによいよう厳しく相手を選別して紹しよう介かいしている。どれを選んでも大だい丈じよう夫ぶゆえ、あまり気負うな。

　橙弥は返事をしない。

　どうしたのだろうと思って振ふり向くと、目め尻じりに涙なみだが光っていた。

　──どうした。

　内心の動どう揺ようを押し隠し問えば、無理に笑えみを作ってみせる。

　──いやなんか、ほっとして。親にはあの人を頼たよれって言われたけど、初対面の人をどこまで頼っちゃっていいのかなんて、わかんないだろ？　ずっと不安だったんだ。

　──そうか。

　他人の評価を聞いて、安心したという事だろう。

　──あんたは俺の守り役と親しいのか？

　──いや。だが、五百年も近くに在ったのだ。人となりは知っている。

　橙弥は正親の傍にしゃがみ込むと、遠えん慮りよがちに狐を撫でた。

　──また、ここに来てもいいかな。子狐たちを親に会わせてやりたい。

　──かまわぬ。なんなら傷もほぼ癒いえているから連れてゆけ。

　正親は立ち上がると、椿つばきの茂しげみの陰かげへと歩み寄った。そこには、大きな瞳ひとみを潤うるませた子こ鹿じかが隠れるようにひっそりと立っていた。

　袴はかまが汚よごれるのも構わず地面に膝ひざを突いて子鹿に話しかける正親を、橙弥はしばらく眺ながめていたが、守り役の元へ帰ったのだろう、いつの間にか姿を消していた。

　数日後、橙弥は言葉通り子狐たちを連れてきた。それで終わりかと思いきやその後も頻ひん々ぴんと正親の元を訪れる。一々通うのも面めん倒どうだろうから母狐を連れてゆけと言っても聞かない。面めん妖ようなと思いつつも好きにさせていたら、式になって欲しいと告げられ驚いた。

　──確かにかつて鬼はよく式として使われたが、そなたならもっと力あるものを選べる。悪い事は言わん、やめておけ。

　後しり込ごみする正親に橙弥はきっぱりと断言した。

　──あんたがいいんだ。

　──あんた以外要いらない。

　──俺には、あんたの力が必要なんだ。

　たった二十年ほどしか生きていない人の子。だが、鬼である正親に物もの怖おじせず、懐いてくれた。きっとこんな人と出会う機会は二度と巡めぐってこない。

　正親は了りよう承しようし、橙弥と契りを結んだ。

　だが、橙弥に連れられ現し世に姿を現した正親を見た東一族の者たちは一様に顔を強こわ張ばらせた。悪あし様に言う事こそなかったけれど落らく胆たんしているのは明らかで、正親は橙弥の式となった事を少しだけ後こう悔かいした。

　橙弥と同年代の従姉弟いとこが従えているのは、山の神、そして白びやつ虎こだ。だからなんだと橙弥は笑ったが、正親には笑えない。

　自分さえいなければ──もっと格の高い妖が式になっていれば、橙弥は愛する一族のものたちから今以上に大事にされたのに違ちがいなかった。あの穢けがれた神にも遅おくれを取らずとも済んだかもしれない。

　背筋をまっすぐ伸のばし、鬱うつ々うつと考え込んでいると、何かがかりかりと戸板を引っかいた。

　正親は伏ふせていた目を開けると、太刀たちを取り戸板を開く。

　母狐が死んだ後も正親に懐き屋や敷しきを出入りしている子狐──今ではもう立派なおとな狐だったが──がけんと鳴いた。

「────何？」

　吐はき出された鱗うろこを見た正親の表情が厳しくなる。







〇九







　鬱々と岸に沿って歩いていた橙弥はふと足を止め、耳を澄すました。

　呻うめき声が聞こえる……？

　それも大人のものではない。子供の声だ。

　橙弥は弾かれたように走り出した。

　声の主はすぐにわかった。水辺に子供が倒たおれている。下半身は池に浸つかり、上等そうな水干は泥どろだらけだ。

「おい、どうしたんだ、あんた。大丈夫か!?」

　子供の手が、力なく伸ばされる。摑つかんで助け起こそうとした刹せつ那な、逆に物もの凄すごい力で引っ張られ、橙弥はとっさに足を踏ふん張った。

「……っぶね！」

「ようやく捕つかまえたぞ、トウヤとやら」

　子供がゆっくりと起き上がる。悪意に満ちた声こわ音ねに橙弥は驚き後あと退ずさろうとしたが、子供は摑んだ手を離はなさない。

　子供が俯うつむけていた顔を上げると、橙弥は声にならない悲鳴を上げた。あどけない子供の顔は、斑まだらにどす黒く変色していた。

「びょ、病気……!?」

「妖あやかしが病気になるか。これは穢けがれよ。東の者に関かかわると、ほんにろくな事がない」

　ぶつぶつ言いながら、子供が橙弥を引き寄せようとする。抵てい抗こうすると、足首に何かが触ふれた。ぎょっとして見ると、鱗に覆おおわれた蛇へびの尾おが巻きつこうとしている。

「蛇……!?　あんた、あいつの仲間なのか!?」

『あいつ』が誰だれを指すのかわかったのだろう、子供の愛らしい顔が盛大に顰しかめられた。

「仲間でなぞあるものか！　同じ水に近しい存在と思ったゆえ親切に声をかけてやったというに、あの神ときたら腹の立つ」

「か、神様……？」

　どういう事だろう。

　子供がにんまり笑った。

「まあよい。東の式の屋敷を虱しらみ潰つぶしにしたのは我ながらよい思いつきであった。結界なぞで我を誤ご魔ま化かせると思ったら大間違いよ」

　橙弥は思わず聞き返した。

「東って、うちの事か……？　うちに式神なんているのか……？」

「何を驚おどろいておる。あの正親とかいう鬼おにもそなたの式であろう？」

「はあ!?」

　どういう事だ？

　正親はそんな事など一言も言っていなかった。だが、きょとんとしている子供に噓うそをついている様子はない。

　混乱する橙弥の襟えりを子供が摑んだ。

「さて、ゆこうぞ」

「え……え……!?」

　ぽいっと投げられ、橙弥の軀からだが宙を舞まう。派手な水みず飛沫しぶきが上がり、橙弥は冷たい水に吞のみ込まれた。

　空気を求めて水を搔かいてみるが、無む駄だだ。

　子供の蛇じや軀たいが橙弥にしっかり巻きつき、水みな底そこへ引きずり込もうとする。橙弥は死を覚かく悟ごした──が、

「──よくやった」

　突とつ然ぜんばしゃりという水音と共に空気中に投げ出され、橙弥は驚いた。落下する軀を男の腕うでが抱だき留める。

　すぐ傍そばに秀しゆう麗れいな男の顔があった。驚いて離れようとするが、しっかり腰こしに腕が回されており、男の膝から下りられない。

「礼などいらぬわ。さっさとこの穢れをなんとかせよ」

　声が聞こえる方を見ると、さっきの子供が膨ふくれっ面つらで膝を突ついていた。

　どうやら三人は池の底に張りつく巨きよ大だいな泡あわの中にいるらしい。頭上を巨大な鯉こいが泳いでゆく。

「まあ、待つがよい。──さて、トウヤ。ようやくこの手に落ちてきてくれたな」

　蕩とろけそうな声で呼ばれ、橙弥は顔を顰めた。

　緑で覆われた岩の上に腰こし掛かけた男の髪かみは驚いた事に水色だった。どうやって生活しているんだろうと不思議に思うほど長く、地面の上に広がっている。

「その声。あんた、蛇へび使つかいのストーカーだろ」

「すとーかーとはなんだ？」

　麗うるわしい笑えみが向けられるが、橙弥は美形を見慣れている。

「嫌きらわれているのに、相手に一方的な想おもいを押しつけ、つけ回す迷めい惑わくな変態の事だ」

「これは手厳しい」

「当たり前だ。勝手に人の中に蛇なんて忍しのばせやがって。下ろせ！」

　最前からしきりにもがいているのだが、橙弥を抱かかえ込む腕の力は優やさ男おとことは思えないほど強く、振ふりほどけない。それでも頑がん張ばって地面に下りようとすると、男がおっとりと笑って制する。

「おとなしくここに座っていた方がよいのではないか？　蛇に嚙かまれるやもしれぬぞ？」

　蛇？

　地面を見下ろした橙弥の目が見開かれた。いつの間にか湿しめった土の上を無数の蛇が蠢うごめいている。

　うねうねと動く様に体内で蠢く忌いまわしい感覚を思い出してしまい、橙弥は無意識に男の斎さい服ふくを摑んだ。

「卑ひ怯きようだぞ」

　目元に力を入れて睨にらみつけると、男は淋さびしそうに微笑ほほえむ。

「仕方あるまい。こうでもせねばおぬしは口説かれてもくれぬ」

「当たり前だ、俺は男なんだから。男に口説かれる趣しゆ味みはない」

「あの鬼とて男ではないか」

「鬼？　正親さんの事か？　正親さんは別にあんたみたいな事は──」

「誤魔化すな。霊れい気きを見ればおぬしが誰のものかなどすぐわかる」

　かあっと頭に血が上った。

　霊気を見れば、正親に『清め』られたとわかってしまうのか？

「おぬしを目にした瞬しゆん間かんに心を奪うばわれた。現うつし世にまだこんなにも美しいものが残っていたのかと。だが、おぬしの横には既すでにあの鬼がいた」

　橙弥を抱く腕に力が籠こもる。

「なぜだ。なぜ穢らわしい鬼がこんなにも美しい宝玉と共にあるのに、水神である私が一人虚むなしく消えてゆかねばならない」

　頭の中でばらばらに散っていたものがカチリと音を立てて繫つながったような気がした。

「あんた、消えようとしていたのか？」

　水色の髪の神が頷うなずく。

「そうだ。私は清らかな川を本ほん性しようとする土地神。かつては民人の求めに応じて雨雲を呼ぶ力もあり崇あがめ奉たてまつられていたのだが、背の高い建物ばかりの街が迫せまり、水は汚よごされ……やがて暗あん渠きよに封ふうじられてしまった事によって存在そのものが曖あい昧まいになってしまった。もはや宿るべき場所もなく、消えゆく時をただ待つばかり。酷ひどい穢れのせいで理性すら失いかけていたが、おぬしが傍にいてくれさえしたなら、最後の時まで神らしくいられる気がする」

　さらりと橙弥の長い前まえ髪がみが搔き上げられる。縋すがるような眼まな差ざしに橙弥は唇くちびるを引き結んだ。

　人間の世は、妖たちに優しくない。

　コンクリートで固められた地やビルには土や古こ樹じゆのように穏おだやかな霊気は宿らず、ただ穢れだけが溜たまってゆく。石を投げれば当たってしまうほど妖や八百やお万よろずの神々がいた古いにしえは遠く、橙弥も十八歳になるまで雑ざつ霊れい程度しか見た事がなかった。

　この男は滅ほろびつつある神なのだ。

「……そんなすぐに消えそうに見えないけどな」

「いくら穢れ力を削そがれたとはいえ、私は神。完全に消しよう滅めつするまでもう百年はかかる」

「俺、その前に死んでしまうと思うけど」

「魂たましいだけの存在となっても連れ添そう事はできる。おぬしの家では珍めずらしい事ではないと聞いたが」

「そうなのか!?」

　初耳だ。

「そうだ。だから、頼たのむ。私のものとなっておくれ、トウヤ。うんと言ってくれるならば、幾いくらでも雨を降らせてやろう。式として侍はべってもよい」

　愛いとしげに頰ほおを撫なでられ、橙弥は目を伏ふせた。

　式神に下る。矜きよう持じの高い神からしてみれば破格の申し出だろう。

　人間のせいで力を削がれ、消えつつあるという神には正直同情を禁じ得ない。でも。

「ごめん」

　水神の膝ひざから下り、橙弥は深々と頭を下げた。

「トウヤ！」

「あんたの気持ちは嬉うれしいよ。窮きゆう状じようは哀あわれに思うし、俺にできる事があるなら手を貸してやりたい。でも、俺はあんたとは添えない。どうか諦あきらめてくれ。それからそっちのちっちゃいの──」

　傍かたわらでじいっと成り行きを眺ながめていた子供が目を吊つり上げた。

「ちっちゃいの!?　我の事か!?」

「そ。そのちっちゃいのの穢けがれを消してやってくれ。俺が変わり身になってもいい。関係ない奴やつに酷い事をするな」

　子供が驚おどろいたように目を見開く。

　水神がゆらりと立ち上がった。

「おぬしがあくまで拒きよ絶ぜつするなら、私は完全に堕おちるぞ。禍まがつ神となっておぬしも、おぬしの式も、東の家も、この異界も、──祟たたってやる」

　橙弥は唇を引き結んだ。橙弥の目にははっきりと見えていた。水神が放つ神気の炎ほのおが。

　穢れたという言葉通り、憤ふん怒ぬの真しん紅くにねっとりとした黒が混じっている。だが、さすがは神、その力は圧あつ倒とう的てきだった。きっと単なる脅おどしでは終わらない。このままでは遠からず、橙弥を取り巻くすべてが破は滅めつを迎むかえるだろう。橙弥がその身を差し出さない限り。

　──まるで、贄にえだな。

　膚はだがちりちりと粟あわ立だつ。

　役に立たなくなった途と端たん、血族は橙弥を追い出そうとした。

　恋こい人びとは音信を絶ち、会いにきてくれさえしない。

　式神にいたっては、その存在すら知らなかった。

　彼らの為ために犠ぎ牲せいになる必要がどこにあるだろう。彼らが先に橙弥を切り捨てた。橙弥が彼らを見捨ててもかまわないのではないだろうか。

　一言好きにしろと言えばいい。

　────でも。

　頑張って恋人を取り戻もどせと背中を押す清夏の声が頭の中でこだました。

　背後から抱だき締しめようとする恋人の腕うでを感じる。

　ああこれも、かつて見た夢の一つだ。

　耳元に囁ささやかれるのは甘い睦むつ言ごと。

　──愛してる。

　──愛してる──…。

「くそ……っ」

　忌いま々いましげに悪態をついた時だった。

　何かが凄すさまじい速さで迫ってくるのを感じた。

「鬼おにめ」

　水神がどこかを見上げ歯は嚙がみする。その一いつ瞬しゆん後、水神が作り上げた結界が弾はじけ飛んだ。

「うわっ」

　水に吞のまれると思ったが、そうはならなかった。池を断たつように一条の道ができている。その先に、太刀たちを振り抜ぬいた正親が見えた。霊れい力りよくを乗せた斬ざん撃げきで池を割ってのけたのだ。白露の霊力が雪崩なだれ落ちようとする水を堰せき止めている。

　助けにきてくれたのか……？

　伏せていた顔を上げた正親が太刀を構え走り出す。

「橙弥殿どのを返せ……！」

　ざばりという水音に驚いて見上げると、水神の頭上に巨きよ大だいな水球が浮うかんでいた。

　一筋下りてきた水が水神の手の中で大太刀を形作る。

「断る」

「では、今度こそ息の根を止めてやる」

「穢らわしい鬼がよく言う。また痛い目に遭あいたいなら来るがいい。今度は軀からだに穴が開くだけではすまぬぞ」

　痛い目？　なんの事だ？

　──そういえばあの時、正親は血の臭においを漂ただよわせてはいなかったか？

　あと少し、というところで正親が更さらに加速する。ぐん、と矢のように飛び出してきた正親の動きに水神はついてゆけない。

　重い金属音が空気を震ふるわせる。正親の一いち撃げきに持ちこたえられなかったのだろう、水神は弾き飛ばされ、水の壁かべに激げき突とつした。

「橙弥殿。何かされたか？」

　正親が橙弥に駆かけ寄り背に庇かばう。

「何も。話をしただけだ」

　ちらりと振ふり返った正親が目元を緩ゆるめた。

「無事でよかった」

　胸が、きりきりと痛む。

　橙弥の中で何かが破は裂れつしてしまいそうなほど膨ふくれ上がってゆく。

「怪我、してたのか？　前回、戦った時」

　正親が答えるまで少し間が空いた。

「少しだけだ」

　全身から血の気が引く。

　噓うそだ。

　穢れた神は軀に穴が開いたと言った。

　翌朝見た正親の軀は傷だらけだった。多分あれが前回の戦いの痕あとなのだろう。妖あやかしは簡単には死なないが不死ではない。そして相手は堕ちかけているとはいえ、土地神だ。鬼とは格が違ちがい過ぎる。

　橙弥が記き憶おくと視力を失ったのも、あの神に関かかわったが為。止とめなければ、正親も失われてしまうかもしれない。

　正親を、失う？

　ぱん、と何かが弾け、頭の中が真っ白になった。

「も、もう、いい……」

　正親が怪け訝げんそうに振り向く。

「何？」

「もう、戦わなくていい。俺、あいつのとこに行く」

　正親の目の中に鬼おに火びが灯ともった。

「馬ば鹿かを言うな！」

「うるさい！　だ、大体俺がどうしようと、あんたには関係ないだろ！　あいつは、俺の式になってくれるとまで言ってくれたんだ……！」

　正親の形相が変わった。膚の上に禍まが々まがしい文様が走り、鉤かぎ爪づめが伸のびる。

「鬼よりは神の方がいいというわけか」

　先刻子供が言っていた事は噓ではなかったらしい。こういう反応をするという事は、正親は本当に橙弥の式神だったのだ。

「そなたは譲ゆずらん」

　正親がいきなり手を伸ばして、橙弥の帯に差してあった守り刀を引き抜いた。

「えっ」

　喧けん嘩かもろくにした事がないせいだろうか、橙弥はこの時まで守り刀を持っていた事すら忘れていた。

　正親が右手に太刀を左手に守り刀を構え、穢けがれた神と対たい峙じする。

　守り刀から輝かがやく霧きりのようなものが湧わき始めた。

　守り刀に封ふうじ込められた霊力が正親の霊力と混ざり合い、漲みなぎってゆく。

　──なぜ正親がこんなにもたやすく、刀に宿った霊れい気きを操あやつれるんだ？

　水神が顔を顰しかめ、手を振った。その刹せつ那な、頭上に浮いていた水が幾いく筋すじにも分かれ、正親をめがけて走る。

　だが、無む駄だだ。

　正親が背を丸めて交差させた二本の刃やいばを、何かを弾き飛ばそうとするかのように跳はね上げる。

　走った剣けん圧あつに水神の武器が弾けた。ただの水すい滴てきと化して地面に落ちる。

　何百年も重ねられた武人としての鍛たん錬れんが、そして霊気を込め丁てい寧ねいに手入れされた刃が、水神の神気を凌りよう駕がし斬きり裂さいたのだ。

「く……っ」

　たかが鬼に技わざを破られ歯嚙みする水神を睨にらみ据すえ、正親が腰こしを落とす。

「あ……っ」

　気がついた時にはもう、正親は水神に向かって走り出していた。

　水神を殺す気だ。

　だが、水神も負けてはいない。水神が大太刀を振り抜くと、刀身から弾だん丸がんのように水みず礫つぶてが飛び、正親を襲おそう。

　硝子ガラスが砕くだけるような音が響ひびいた。

　礫を撥はね退のけた正親の守り刀が破は壊かいされたのだ。　>>>♥

「あ────」

　弧こを描えがいて落ちてゆく折れた刃が、途と中ちゆうで更に砕けて陽光をきらきらと反射させながら消えていった。

　守り刀と一いつ緒しよに、今まで積み上げてきたもの全部が散ってしまったような気がした。何もかも忘れてもなお夢に見た恋こい人びと、術師としての自分、必死に保とうとしてきた血族との絆きずなが。

　かつんと音を立て、柄つかが池の底に転がる。

　すでに正親は、残った太刀を両手に構え、穢れた神に追い縋っていた。白はく刃じんが閃ひらめいた瞬しゆん間かん、黒くどろりとした血が散る。

「あ……」

　ふらりと揺ゆらめいた水神が水の壁にぶつかり、溶けるように姿を消した。すると端はしで小さくなっていた子供も跳ねるように飛び出し、水神の後を追う。

　刀を納めた正親が、橙弥を振り返った。

「どうした。神の力を得られなかったのが惜おしいか」

　怒いかりは微み塵じんも収まっていないようだ。

「あ、あれは……」

　違うんだと言うより早く、つかつかと近づいてきた正親に担かつぎ上げられた。

「うわ……」

　正親が高く高く跳ちよう躍やくする。

　ぱしゃんという水音に見下ろすと、もう水神と正親が戦っていた場所は見えなくなっていた。眼下には澄すんだ水を湛たたえた池だけが広がっている。

　釣殿の屋根を蹴けり、庭先に着地すると、正親は橙弥を担いだまま己おのれの寝ね間まへと踏ふみ入った。乱暴に褥しとねに下ろされる。

「あの……正親さん……？」

「あんな男には渡わたさん。そなたはそれがしのものだ」

「ええ……!?」

　思い詰つめたような顔をした正親にのしかかられ、橙弥は仰ぎよう天てんした。

　それがしのものって、なんだよ、それは。

　問いただそうとする口が唇くちびるで塞ふさがれ、舌が強ごう引いんに押し入ってくる。

　キス、してる……？

　正親さんと。

　ひとしきり橙弥の口の中を舐なめ回した正親が顔を上げた。ちろりと唇を舐める舌が人よりも少し長い。

　どうしたらいいのかわからずにいる橙弥を、膚はだに禍々しい文様を浮うかせた恐おそろしげな姿のまま見下ろすと、正親は人形を抱だき上げるように起こし、抱ほう擁ようした。

「正親、さん……」

「関係ない、などと言うな……っ。それがしにとって、そなたは唯ゆい一いつ無二。打ち捨てられたら、きっと──それがしは壊こわれる」

　なんて事を言うんだろう。

　集中しなくてもわかるくらいに、正親の霊気は沈しずんでいた。これまでなかった濁にごりにじわじわと浸しん食しよくされつつあるようだ。

　動どう揺ようする橙弥の袴はかまの紐ひもを正親が引っ張る。できた隙すき間まから入ってきた鉤爪のついた無骨な手が、まろい尻しりを摑つかんだ。

「あ、噓うそ……っ」

　やわく揉もまれると、奥がずくんと疼うずく。とっさに正親から離れようとするが、片かた腕うででしっかりと抱かかえ込まれていて叶かなわない。

　どこからともなく取り出された軟なん膏こうが蕾つぼみにたっぷりと擦こすりつけられる。ぬく、と指が感じやすい肉の中に埋うめられ、軟膏を塗ぬり広げ始めると、橙弥は目を伏ふせた。

「あ、あ、あ……」

　どうしよ、気持ちい……。

　それはラード豚脂のように熱い膚の上で蕩とろけ、よく滑ぬめった。

　にゅくにゅくと指の腹で中を搔かかれる度たびに突つき上げてくるたまらない快感に、艶つやめいた鼻声が漏もれてしまう。

　なんで厭いやじゃないんだ？　無む理り矢や理りこんな事されてんのに。

　蕩けてゆく。

　正親が欲しくて全身が疼いた。

　たった一回、必要に駆かられて抱かれただけなのに──。

　中がたっぷりと泥濘ぬかるんで潤じゆん沢たくな音を立てるようになった頃ころには、橙弥もすっかり熱くなってしまっていた。

「や、だ……あ……」

「もう、それがし以外、見てくれるな……」

　橙弥はぎゅっと正親の着物を握にぎり締しめた。

　引き抜ぬかれた正親の指先に陰いん茎けいをなぞり上げられ、軀からだがふるりと震ふるえる。淫いん蕩とうに蕩けた軀はもう、拘こう束そくする必要がない。

「……好いて、いるのだ……」

　好き……？

　橙弥はまじまじと正親を見つめた。

　橙弥を搔き口く説どく正親の眉み間けんには苦しげな皺しわが刻まれていた。このいかにも武士らしく己を律してきたこの男が、こんなにも余よ裕ゆうのない顔を見せるなんて。

　──本当、なのだ。本当にこの男は自分を好いてくれている……。

　どうしよう、胸が痛い。心臓が壊こわれてしまいそう。

「ん……っ」

　褥にうつ伏ぶせに横たえられ、腰だけ高く引き上げられた。

　硬かたい指が腰を摑み、しとどに濡ぬらされた菊きく座ざに切っ先が押し当てられる。

「……あっ」

　体格同様、正親のモノは迫はく力りよくがある。それが狭せまい肉にく壁へきを押し開き入ってくる瞬間、橙弥は引き裂かれそうな恐きよう怖ふとイイ場所を擦り上げられる愉ゆ悦えつにきつく目を瞑つぶった。

「ン────っ」

　男根が最さい奥おうまで届く。正親は一いつ旦たん動きを止めると、長大なモノを吞のみ込まされた衝しよう撃げきに震える橙弥に接せつ吻ぷんした。

　張り出した肩けん胛こう骨こつの上、汗あせの滴したたるうなじ。正親の唇に触ふれられたところ全部が熱い。

　背筋を舐め上げられたらぞくぞくっとキて、橙弥は仰のけ反った。同時に正親をきつく喰くい締めてしまう。

　尻を犯おかされて、こんなにも気持ちよくなってしまうなんて。

　く、と喉のどを鳴らした正親が、後ろからぴったりと軀を密着させる。そのまま腰こしを揺すられ、橙弥は泣き声めいた悲鳴を上げた。

「あ、ひあ……っ、そ、こは。あ、あ……！」

　深い場所を小刻みに突かれ、腰が砕ける。

「悦よいか……？」

　とてつもなく感じてしまっているのだとわかっているだろうに、低い、男の色いろ香かが滴るような声で尋たずねられ、橙弥は涙なみだ目めになった。

「……んっ、ん、ふ、ん……っ」

　酷ひどい事をされているのに、正親に抱き締められるとほっとする。とろとろ蕩けて、何も考えられなくなってしまう。

　大きな掌てのひらが下腹部から胸むな元もとまで撫なで上げた。ぽつりと浮いた粒つぶを見つけると押し潰つぶすように胸を撫で回してくる。その手つきがなんともいやらしくて、橙弥は逃にげ出したくなってしまったけれど、もう軀が言う事を聞かない。

「や……ああ……っ」

　胸の先を転がされるたび、軀の芯しんまで甘あま酸ずっぱく疼いてたまらない。じっとしていられなくて、ついつい自分から腰を揺らしてしまう。

　なまめかしい動きに我が慢まんできなくなったのだろう、正親が腰を引いた。

「あ……っ」

　ぐんと一ひと際きわ強く突き上げられただけで橙弥はあっけなく達し、白はく濁だくで褥を汚よごした。

　勝手に収縮した肉にく筒づつが正親を抱き締める。きゅうきゅうと絞しぼり上げられる快感に負け、正親もまた、まだわなないている橙弥の中に精を放った。

　腹の中に熱が広がってゆくなんとも淫いん猥わいな感かん触しよくに橙弥が潰れると、後ろから正親が抜け、とろりと白い精がこぼれる。

「あ……ん……」

　太ふと腿ももを伝い落ちてゆく、ささやかな感触にすら感じてならない。

　じんじんと軀全体が痺しびれているような気がした。敷しき布ふに頰ほおを押し当て、蛙かえるのようにうずくまった橙弥を、正親の手が仰あお向むけに転がす。一度抜いて頭に上っていた血が引いたのだろう、正親の顔は蒼あお褪ざめていた。

「────すまぬ」

　相変わらず、言葉が足りない。

「なあ、正親さんの『大切な人』って、もしかして、俺？」

　天てん井じようを見上げたまま掠かすれた声で尋ねると、正親は狼ろう狽ばいした。

「なぜ、それを」

　正親の髪かみを束ねていた紐を引っ張ると、ぱさりと音を立てて艶つややかな長い髪が乱れる。

　橙弥は何かを思い出そうとするかのように指通りのいい髪を梳すいた。

「さっきのが神様だって知った時、あれ？　っておもったんだよね。あんた、大切な人を神に見み初そめられたって言ってたからさ」

　正親は迷子になっていた橙弥を当然のように屋や敷しきに迎むかえ入れたし、男同志なのに躊ちゆう躇ちよなく手を繫つないだり抱き上げたりと、距きよ離りが近かった。

　白露は正親の『大切な人』について橙弥は気にしなくていいと言っていたし、水神は橙弥は鬼おにのものだったのだと言った。

　なんだか変だとずっと思っていたけれど、橙弥が『大切な人』ならば、すべてがしっくりと収まる。

「気づいていたのに、あの神を選ぼうとしたのか」

「だって、そうしないとあんたが死んじゃうかと思ったから」

　さらりと答えると、正親は絶句した。

「それがしなど──」

「鬼だからどうでもいいなんて言うなよ」

「だが、だが──……」

　物言いたげに正親は口を開け閉めする。だが結局言葉が見つからなかったらしい。

　キスが、降ってくる。額に頰に瞼まぶたに、そして唇くちびるに。

「ん……」

　舌が粘ねん膜まくを優やさしく撫でる度、ちりちりと静電気のような快楽が広がり、橙弥はうっとりとしてしまった。

　キスをしながら、正親の腰を膝ひざで挟はさみ込む。

　引き締まった正親の腰は硬い。鞣なめし革がわを思わせる膚はだは熱く火ほ照てっており、汗でぬるりと滑すべる。

　欲よくを察した正親が、橙弥の片かた膝ひざを深く折り曲げ腰を進めた。さっき達したばかりなのに正親のモノは硬くそそりたっている。

「ふ、ん────っ」

　達したばかりで敏びん感かんになってしまっている肉を熱い杭くいで刺さし貫つらぬかれる快感に、橙弥はわなないた。

「どうしよう、そなたが、愛いとしくてたまらぬ……橙弥」

　おまけに耳元で呼び捨てにされ、涙ぐんでしまう。

「俺も、い……。なあ、俺たち、以前にもこういう事、していたんだよ、な……？」

「ああ、そうだ。そなたの悦いところを、それがしはすべて知っている」

　やっぱり。

　橙弥は顔を赤らめた。

　感じまくってしまったのも当然だった。この軀は正親を知っていたし、正親は橙弥の軀を知り尽つくしていたのだ。記き憶おくを失う前の自分は、正親と当たり前に閨ねやを共にしていたのだろう。

　羨うらやましい。

　過去の自分に橙弥は嫉しつ妬とする。

　過去の自分はこの男とどれだけ甘い夜を過ごしてきたのだろう。

　目め尻じりを拭ぬぐってくれようとした指を、はぐ、と嚙かむと、正親が眼めを細めた。

　見られているのを意識しつつ舌を絡からめる。やわらかい舌の表面に尖とがった爪つめが当たるのがたまらない。

　それを眺ながめている正親の霊れい気きの色が濃こくなってゆく。

　橙弥の他愛たわいもないいたずらに興奮しているのだ。

　口の中から指が引き抜ぬかれ、太腿が鷲わし摑づかみにされた。根本まで埋うめられていた腰が引かれ、そうして──。

　勢いよく突つき上げられ、橙弥は上うわ擦ずった悲鳴を上げた。

　いい……っ！

　激しく腰が打ちつけられる。自然に眉み間けんに皺しわが寄り、視界がぼやけた。

　正親の下で、橙弥は身悶える。

「あ、また、イく……っ」

　どうにもこうにも感じてしまうのは、きっと橙弥も正親をとても好いているからだ。

　思わず摑つかんでしまった正親の腕うでに爪が食い込む。ひく、ひく、と震ふるえる肉にく壁へきが正親を締しめつけた。

　眦まなじりから涙が一筋流れ落ちる。

　頭を仰け反らせ肉の悦よろこびに耽たん溺できする橙弥の、喜き悦えつの表情を見下ろしていた正親が歯を食いしばった。

　荒あら々あらしく腰が打ちつけられる。

「ひ、あ、や……っ」　>>>♥

　絶頂を極きわめている最中にそんな事をされてはたまらない。過ぎる快楽から逃げようともがくが、腰こしを引き寄せられ、更さらに深くまで正親の刀がねじ込まれる。

　中で正親が弾はじけた瞬しゆん間かん、橙弥は眼を見開いた。

　なんだ、これ……？

　腹の奥が燃えるようだった。中で出されただけでは説明できない熱が、指先まで広がってゆく。心地ここちよい衝しよう撃げきは橙弥を更に高みに押し上げ、おののかせた。

　朦もう朧ろうとした意識の片かた隅すみで、橙弥は気づく。

　この感覚、以前にも味わった事がある──？

　デジャ・ヴと呼ぶには強い確信に戸と惑まどっているうちに、正親の霊気が輝かがやきを増した。

「あ……っ」

　目が見えるようになってから褪あせたように薄うすくなっていたすべての霊気が鮮あざやかな色を取り戻もどし──いや、今まで以上に鮮せん烈れつに視界を彩いろどってゆく。

　己おのれが変わってゆく。

　いや、違ちがう。ようやく元に戻ろうとしているのだ。

　橙弥の性器の先からまた、薄い蜜みつが吐き出される。強すぎる悦えつを受け止める事ができず、橙弥は四し肢しをひくんと震わせた。




　　　　＋　　＋　　＋




　初めから、今回の仕事は気が向かなかった。

　何時間も電車に揺ゆられねばならないし、依い頼らい人の女は何かと色目を使ってくる。そもそも東京という土地が橙弥は嫌きらいだ。

　清らかな霊気に満ちた自然はないに等しく、雑ざつ霊れいが多い。怨おん霊りようが宿る塚つかもある。霊れい視し能力の高い橙弥には色々ときつい。

　早く帰る為ため、全力で仕事を終わらせた。

　依頼人が呼んでくれたタクシーには先に女の霊が乗っていたので断り、正親と駅までの長い道のりを歩く。タブレットで検けん索さくした最短ルートは大きな寺の脇わきを通る道で、どこか荒こう廃はいした雰ふん囲い気きを湛たたえた竹林が左手にずっと続いていた。日暮れに歩くにはぞっとしない道だ。

　仕事の間、依頼人の傍そばに控ひかえていた橙弥と異なり、正親は疲ひ弊へいしている。それでも背筋をまっすぐに伸のばし、表情一つ変えない正親が可哀かわい想そうで、橙弥は手を伸ばした。

　主あるじを立て、一歩後ろを歩こうとする正親の手を握にぎる。真ま面じ目めな正親は外では決して橙弥に触ふれようとしない。案の定、遠えん慮りよがちに手を引こうとする正親を止める為ため、橙弥は掌てのひらを合わせ指と指を絡め合わせた。

「抵てい抗こうしないの。どうせあんたは誰にも見えないんだから。こうすると気持ちいいだろ？」

　膚を通し霊気を送り込んでやると、正親はわずかに眼を細めた。

「しかし」

「堅かたい事を言うなよ。俺だって正親不足なんだから。ずっと依頼人の機き嫌げんを損そこねないよう、へらへらしてなきゃなんなかったし」

　依頼人の馴なれ馴れしい振ふる舞まいを思い出したのだろう、正親の眼に険が差す。

　ようやく手が握り返され、橙弥は甘い美び貌ぼうににんまりと品の悪い笑えみを浮うかべた。

「よしよし」

　竹林の終わりが見えてきた頃ころ、その男が現れた。

　薄うす暗ぐらい景色の中、淡あわい水色の長ちよう髪はつが異様なほどくっきりと浮かび上がって見えた。あでやかな斎さい服ふくに美しすぎる容よう貌ぼうは明らかに人外のものだ。竹林の中に立つその男は、熱に浮かされたような目で橙弥を見つめている。

　橙弥の指の間を、正親の指がすり抜けていった。

　用心深く刀に手を添そえた正親を視界の端はしに捉とらえつつ、橙弥は男を無視して通り過ぎる。早く薄暗い道を抜けようと急ぐが、いつまでたっても竹林の端に到とう達たつしない。

　まずい、術をかけられた。

　諦あきらめて立ち止まると、橙弥はにっこり笑って振り向いた。随ずい分ぶん前に通り過ぎたはずの男が、ほんの数メートル後ろにいる。

「俺たちになんか用？」

　男のうっすらと桜色に色づいた唇くちびるが開かれた。

「おぬし────名は？」

　その目は一いつ瞬しゆんたりとも橙弥から離はなれようとしない。

　橙弥は眉まゆを顰ひそめた。男の纏まとう霊気はひどく異質だった。

　もしかして、これは神気か？

　恐おそろしく純度が高い。どこまでも清らかなようでいて、穢けがれの気配もある。

　神には近づくな。

　橙弥はその教えを守ろうとした。

「あなた様に名乗れるような身の上ではございません。──失礼」

　恭うやうやしく一礼すると、橙弥は袖そでの中から引き出した符ふを二枚、男に投げつける。くるりと軀の向きを変え全力で走り始めた直後、結界が解けたのがわかった。ほっとしたものの、すぐに腰を抱かかえられぎょっとする。

「御ご免めん」

　正親が橙弥を小こ脇わきに抱えたまま跳ちよう躍やくした。腰を支点に軀がへの字に折れて苦しい。

　だが、文句を言っている場合ではなかった。逆様になった視界の中、五メートルも離れていない場所に先刻の男がいるのを認め、橙弥は愕がく然ぜんとする。足止めに投げた符がまるで効いていない。

「なぜ逃にげる」

　男はぽたぽたと黒い泥どろ水みずのようなものを垂らしていた。

　あれは、穢れだ。

「あいつ、なんで追ってくるんだ!?」

　わめく橙弥に、正親は淡たん々たんと答えた。

「おそらく橙弥を見み初そめた」

「はあ!?　俺、乙女おとめじゃないぞ!?」

　いきなり橙弥の軀が後ろに引っ張られる。振り返ると、男が足首を摑んでいた。

　リアル・ホラーだ。

「ぎゃー！」

　橙弥は思わず情けない悲鳴を上げた。抜ばつ刀とうしながら軀を捻ひねった正親が、男の手に斬きりつける。

　既すでに住宅地は抜け、駅の近くまで来ていた。再開発の真っ最中なのだろう、あちこちで工事をしている。男の手は離れたものの、体勢を崩くずしてしまった橙弥と正親は、関連施し設せつらしい建物のトタン屋根を突つき破り落下した。

「った……」

　そこは仮設倉庫だった。天てん井じようが高く、壁かべ際ぎわには資材やショベルカーが置いてある。休きゆう憩けいなどにも使っているのか、長机やパイプ椅い子すが出しっぱなしになっていた。

　随分と高い場所から落ちたのに、橙弥に大した怪け我がはなかった。正親がとっさに庇かばってくれたからだ。

「う……」

「正親！」

　橙弥は慌あわてて正親の上から下りると、上半身を抱だき起こした。式神とはいえ今の衝撃は応こたえたらしい、意識が朦朧としているようだ。

　まずい。ただでさえ正親は仕事で霊れい力りよくを消費している。

　目を上げると、二人が突き破った穴を通り抜ぬけた水色の髪かみの男がふわりと地面に下り立ったところだった。正親を抱く橙弥の姿を見た瞬間、その目が剣けん吞のんに細められる。

「近寄るな！」

　橙弥は内ポケットから取り出した符を全部使い、結界を敷しいた。攻こう撃げき系の術の符はまだ残っているが、効くとは思えない。

　男は一歩、また一歩と近づいてくる。

「やはり────なんと美しい……」

　うっとりとした呟つぶやきに、ぞっとした。白い手が橙弥に向かって差し伸ばされたが、途と中ちゆうで結界に阻はばまれる。

　優ゆう艶えんの一言だった男の顔が歪ゆがんだ。

　ぎ、ぎ、と鳥とり肌はだが立つような音が生じる。男が結界に爪つめを立てているのだ。

「おくれ」

　右手だけでなく左手でも、結界を搔かき毟むしり始める。苛いら立だちを隠かくそうともせず、獲え物ものを求める獣けもののように結界を破ろうとする様は、神というより悪あつ鬼きのようだ。

「おくれ。そなたをおくれ」

　穢れのせいか？　神なのにもう理性を保てないほど侵しん食しよくされている？

　狂くるえる神に欲ほつされるなんて、最悪だ。

　正親が小さな呻うめき声を上げつつ起きあがる。数度頭を振っただけで、現状を思い出したのだろう、素す早ばやく辺りに視線を巡めぐらせた。

「橙弥、この結界、長くは持たない」

「わかってる」

　橙弥に張れる一番強固な結界だったのだが、既にヒビが入り始めていた。正親が素早く短刀を鞘さやごと抜き出す。

「これを」

　差し出されたそれを反射的に受け取ってしまい、橙弥は蒼あお褪ざめた。短刀はずしりと重かった。その重みに実感させられる。これは武器なのだと。

「待て待て待て、こんなの渡わたされたって使えるわけないだろう？　俺はひよわな現代っ子なんだから、あんたが守ってくれないと」

　慌てて返そうとした時にはもう、正親は立ち上がっていた。

「その守り刀にはそれがしの霊力が籠こめてある。それがしに何があっても、そなたを守り続ける」

　橙弥は愕然とする。やばいとは思っていたが、これは百ひやく戦せん錬れん磨まの正親から見ても相当深刻な事態であるらしい。

「正親……！」

　思わず袴はかまを摑つかむと、頭を撫なでられた。

　大きな掌で。安心させようとするように。

　仲なか睦むつまじい様を見せつけられた男が恐ろしい形相でわめく。

「それに触ふれるでないっ、穢らわしい鬼おにが！」

　神気が一気に膨ふくれ上がった。その圧力に負けたかのように、結界が砕くだけ散る。

　だが、即そく座ざに新しい結界が張り直された。正親が術を使ったのだ。

「バカ、余計な力を使うなっ」

　正親の霊力はもう、相当削けずられているはずだった。橙弥の守りにまで力を割さいていたら、神を退けられるかどうかあやしい。

　主あるじである橙弥の叱しつ責せきを無視し、正親は太刀たちを抜き放つ。

「参る」

　結界の中から飛び出す己おのれの式神の後ろ姿を、橙弥ははらはらと見守る。かつて武士であった正親は、太刀を持たせれば負けなしだったが、相手が神ではどう勝負が転ぶかわからない。迎むかえ撃うつ男も一体どこに隠かくしていたのか、大太刀らしきものを構えている。

　他ほかに縋すがるものもなく、橙弥は渡された守り刀を抱き締しめた。

　何かできる事はないかと考えていると、全身の毛がぞわりと逆立つ。

　なんだ？

　橙弥はゆっくりと己の足あし下もとを見下ろした。スラックスの裾すそから覗のぞく己の足首が黒い。見ているうちに染しみのようなそれがぞろりと動く。

「あ……っ」

　これは穢れだ。あの神の一部。多分、先刻足首を摑まれた時に移された。

　忌いまわしい気配が凝ぎよう固こしてゆく。ただ黒かった染みの表面でぬめりと鱗うろこのような模様が光った。穢れが蛇へびに変じようとしているのだ。

　とっさに尻尾しつぽを摑もうとしたが、それはするりとスラックスの中に入ってしまった。橙弥は慌てて上から押さえてそれ以上上がってくるのを阻そ止ししようとするが、蛇は押さえつけられる度たびにぶつりぶつりと千切れ、残った部分だけで侵しん攻こうしてくる。

　短刀を使おうにも、これでは狙ねらいもろくに定められない。

　このままでは埒らちが明かぬと、橙弥はベルトを外した。スラックスを引き下ろし、蛇を直接払はらい落とそうとする。

　だが、遅おそい。

「噓うそだろう……っ!?」

　下着の中にまで入り込まれ、橙弥は躊躇ためらいなくボクサーパンツまで引き下ろした。その時にはもう、蛇は橙弥の蕾つぼみに頭を突っ込みかけていた。

　尻尾を摑んで取り除こうとした途と端たん、持ったところがまたぶつりと千切れる。腹に力を込めてきつく締めているのに、蛇は短くなってしまった身をのたうたせ橙弥の中に侵しん入にゆうを果たした。

「くっそー！」

　中に灼やけるような痛みが生じる。

　毒だろうか？　それとも穢けがれ？　俺はあの神に穢された事になるのか？

　その時、正親はちょうど神を斬り伏ふせていた。

　神の持つ大太刀は確かに凄すさまじいまでの破は壊かい力を有していたが、使い手の技量が違ちがう。大おお振ぶりの攻撃を悉ことごとく避よけ、少しずつ神の身を削り、正親は圧あつ倒とう的てきな霊力の差をくつがえして後はとどめを刺さすだけというところまで持ってきていた。だが、太刀を振ふり上げた瞬しゆん間かん、ふっとその姿が搔き消えてしまう。

　誓せい約やくが破は棄きされたのだ。

　鏡の裏側の世界の妖あやかしは、東家との誓約がなければ現うつし世にいられない。

「正親……」

　橙弥は呆ぼう然ぜんとした。

　十八歳の時に渡と月げつの儀ぎで正親と出会った。鬼である事に最初は戸と惑まどいを覚えたが、無骨な風ふう貌ぼうとは裏腹に傷つきやすい上、自分と会う事が楽しみでならない気持ちを必死に隠そうとする可愛かわいらしさにきゅんとキた。

　自分よりでかくてむさくるしい男に恋こいしてしまうなんて自分でも驚おどろきだったけれど、『あんたの力が必要なんだ』、そんな言葉で口説き落として式神になってもらって、五年という年月を共に現し世で過ごし、もはやお互たがいにかけがえのない存在となっている。

　──それなのに、こんなにもあっけなく失われてしまうなんて。

　橙弥は汚きたない床ゆかの上にくずおれた。凄まじい勢いで自分が作り替かえられてゆく、そんな感覚があった。

　苦しくて、ぼろぼろと涙なみだを流しつつ喘あえいでいると、ずず、と何かを引きずるような音がする。

　眼球だけそちらに動かすと、這はいずってくる水色のものが見えた。

　さっきの男だ。

　相当に弱っているようだが、もう正親はいない。自分も動けない。

　穢れた神は橙弥に向かってゆっくりと、だが着実に距きよ離りを詰つめてくる。

　俺はこの神のものになってしまうのだろうか。

　恐おそろしかったが、どうでもいいような気がした。だって、正親がいない。

　誓約が結ばれた事によって解放されていた力、知識、それから記き憶おく。正親と共に育はぐくんできたものが、根こそぎ奪うばわれてゆく。

　次にもし正親に会ったとしても、自分には愛いとおしい恋こい人びとだとわからないだろう。いや、多分もう、会う事もできない。

　東家の者の式でない妖は、鏡の裏側の世界から出られない。穢れを受けてしまった自分はおそらくあの家から追放される。もう、一族の秘事に触れる事は許されない。鏡の裏側の世界に橙弥の手が届く事はない──。

　橙弥はきっとすべてを忘れて他の存在に心を傾かたむけ、正親を裏切るだろう。

　そんなのは────厭いやだ。

　ずちゅりと穢れだか血だかわからないものを軀からだのあちこちから垂れ流しながら、水色の髪かみをした男が目前に迫せまる。

　にたりと唇くちびるをゆがませて橙弥に触れようとしたその時、すぐ近くに転がっていた短刀が閃せん光こうを発した。

　物理的に明るくなったわけではない。霊れい的てきな光だ。

　ぎゃあと悲鳴めいた声を上げ、男の姿が搔かき消える。神とはいえ、ここまで弱っている時に耐たえられるものではなかったのだろう。逃にげたのか消えたのかはわからないが、とにかく今のところは、あの男を警けい戒かいする必要はないようだった。

　橙弥は粘ねん土どでできているかのように重く言う事を聞かない腕うでを動かし、短刀を摑んだ。掌てのひらを通じて正親の霊れい気きが伝わってくる。

　離はなれてもなお、守ってくれるなんて。

　涙が溢あふれて止まらなかった。

　忘れたくない。

　傍そばにいて欲しい。

　橙弥の願いも虚むなしく、意識が薄うすれてゆく。




　　　　＋　　＋　　＋




　そうだ。そうだった。

　汗あせで湿しめった褥しとねの中、正親の胸に寄り添そっていた橙弥は、ゆっくりと上半身を起こすと額に張りつく前まえ髪がみを搔き上げた。正親は横たわったまま橙弥を見上げている。霊気は満足げな色に落ち着いていた。

　正親の精を受けた瞬間、誓約が復活した。まるで渡月の儀の再現のようだった。封ふう印いんが解かれ、軀中に霊気が漲みなぎっている。記憶の欠損もない。

　──あれか。お清めセックスって奴か。穢れを受けても上書きが可能だったのか。そんなのってありなのか？　まあ、戻もどってよかったけれど。

　急速に蘇よみがえる記憶に上の空になってしまった橙弥に気がつき、正親はすぐに行こう為いをやめてくれたが、橙弥に何が起こったのかまでは理解していないようだ。

　橙弥はにっこりと微笑ほほえむと、ちょいちょいと指で起き上がるよう合図した。

「橙弥……殿どの？」

　正親が起き上がり、結ゆっていない髪を気け怠だるげに後ろに払う。

「歯ァ食いしばれ」

　警告すると、橙弥はおもむろに右みぎ腕うでを引き、正親の顔を殴なぐりつけた。

　手加減はしなかったが、妖は頑がん丈じようである。さすがに上半身が揺ゆれたものの歯の一本も折れなかったようだ。

「……どうした」

　橙弥がこんな事をされたら激げつ昂こうする。だが、正親は何か機き嫌げんを損そこねるような事をしてしまったと思ったのか、心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「どうしたじゃないだろ、正親。俺が記憶失ってめちゃくちゃへこんでたの、わかってたよな？　なのになんでしらん顔で他人のふりしてたわけ？」

　正親が固まった。

「……橙弥、殿……？」

「俺、言っただろ？　そんな理由で距離をおいたりしたら許さないって」

　布ふ団とんの上であぐらを搔き、橙弥はにこやかに正親を糾きゆう弾だんし始める。

「あ、そうか。大切な人を守り損ねたから合わせる顔がないんだっけ？　俺があんたの力目当てで式神に選んだみたいな事も言ってたな。あんた、ずっとそんな風に思ってたの？　あんたのつれあいは、力さえあるヤツとなら誰だれとでも褥を共にできるビッチだって」

「橙弥……違う」

「何が違うんだ？　そういう事だよな？　俺が気づかなかったら永遠に黙だまって他人の振りするつもりだったんだろ？　そんな事されて俺がどう思うか考えなかったのかよ!?」

　感情を抑おさえられず、橙弥は拳こぶしで己おのれの膝ひざを殴りつけた。

　正親が静かに目を伏ふせる。

「……そなたが思い出さなければ障さわりはない」

「ふざけんな！」

「言えば、そなたは再び誓約を結ぼうとすると思った」

「当たり前だ」

「だが、それがしには、そなたを守りきる自信がなかったのだ」

　正親の霊気は凪ないでいた。

　噓うそをついている時特有の落ち着きのなさはない。これは正親の本心だ。

「長い年月を生き、それがしはそれなりに強くなった。霊れい力りよくこそそこそこだが、それがしには人である頃ころから磨みがき上げてきた剣けん技ぎがある。そなたを守れると思っていたが──それは、間ま違ちがいだった」

「そんなの、たまたまだろ」

　あんな搦からめ手を使われるとは思わなかったのだから仕方がない。運が悪かっただけだと橙弥は思うのだが、正親は首を振った。

「それがしより強い妖あやかしや神が世の中にはいくらでもいる。策さく謀ぼうに長たけたものもだ。そなたに移された神の眷けん属ぞくをそれがしは単なる穢けがれだと思い、不覚をとった。たまたま紆う余よ曲きよく折せつの末、そなたはここにいるが、次は二度と会えなくなるかもしれない」

「こんな事、何度もあるわけない」

　正親の手が、橙弥の頰ほおを包む。その目は橙弥の顔ではなく胸、ちょうど心臓の上あたりを見つめていた。

「いいや。あの穢れた神が言っていただろう？　そなたの魂たましいは美しい。そなたを望むものはこれからもきりなく現れるであろう」

「はあ？」

　俺の魂が、美しい？

　真に受けていいのかどうか決めかねて、はははと笑ってみるが、正親は真しん剣けんな顔を崩くずさない。

「それがしは所しよ詮せん鬼おに、忘れてしまったならもっと強く神格の高い式を得ればいい。その方が橙弥の為になると思った」

「あ────…」

　強いと思っていた恋人は、打ちのめされてしまっていた。

　正親は武人だ。力の勝負で負けたのなら納なつ得とくできるが、今回はわけがわからないうちに現うつし世から弾はじき出されてしまった。おまけにようやく会えた橙弥は満まん身しん創そう痍いだ。

　正親は橙弥と出会うまでずっと一人だった。鬼という事で排はい斥せきされてきたからだ。渡と月げつの儀ぎの時も式になってくれと切り出すと、喜ぶどころか目を伏ふせたくらいだった。

　曰いわく、選んでくれた事には感謝するがそれがしは鬼、自分のような者を式に選べばそなたが恥はじをかく事になる、と。その身に纏まとう霊気を、橙弥への恋れん慕ぼで染め上げていたくせに。

　だから橙弥は笑ったのだ。鬼であろうとあんたの力が抜ぬきんでている事に変わりない。俺にはあんたの力が、武士としての技量が必要なのだと。それが一番効く説得だと思ったから。

　そんな風に言ってしまったから、よけいこの敗北が応こたえたのだろう。

　様々な経験を踏ふめばわかる。努力をしたからといって報むくわれるとは限らない。次は必ず守ると誓ちかい気をつけたところで、また同じような結果になる可能性はある。正親はそれが怖こわいのだ。

「そっか。あんたは、あのまま俺がなんにも思い出さず、他ほかの奴やつと契ちぎればいいと思ってたんだ」

　ぎしり、と何かが軋きしむ。正親が奥歯を食いしばり、床ゆかに爪つめを立てていた。そうだ、とはさすがに言いづらいのだろう。

　橙弥を思ってした事だ。怒おこっては可哀かわい想そうだろう。だが、この男は己から離れる気だったのだと思うと哀かなしい。

「ばか」

　力なく罵ののしると、正親がいきなり後ろに下がり、深々と頭を下げた。

「すまん」

「何に対してすまん、なんだよ」

「それがしが馬ば鹿かだった。誰であろうとそなたを譲ゆずる事などできん。もう一度、それがしをそなたの式に──伴はん侶りよにしてくれ」

　はあ、と橙弥は大きな溜ため息いきをついた。がしがしと頭を搔かく。

　それからずいと前に出ると、平へい伏ふくしている正親の顔を上げさせた。

「さっき誓せい約やくは再び結ばれたよ。あんたは俺のものだし、俺はあんたのものだ。だから、もう絶対に俺を手放そうなんてするな」

　ぎゅうっと抱だき締しめると、正親も抱き返してくれた。

　守り刀を握にぎり締めた時と同じ、甘苦しい感情が軀からだの中にひたひたと満ちてゆく。

　しみじみとこの男が好きだと思う。　>>>♥

「あのさあ、渡月の儀の時、あんたの力を貸して欲しいって言ったけど、俺があんたを選んだのは、好きになったからなんだからな。ずーっと傍そばにいて欲しかったから、プロポーズしたんだ」

　正親の首がほんのりと赤くなる。

「そうなのか……？」

「当たり前だろ。好きでなきゃ、えっちなんかできない」

　顔を上げようとすると、背中を抱く手に力が入り、肩かた口ぐちに顔が押しつけられた。

「ちょ、正親この手、放して」

「今は駄だ目めだ」

「だって正親の顔が見えない」

「今は見なくていい」

「正親、もしかして今、赤くなってる？」

「……」

「え、ちょっ、見たい！　放せってば、正親！　主あるじの命令だぞ、はーなーせー！」

　こういう時、鬼の膂りよ力りよくは卑ひ怯きようだ。必死になってもがいたけれども結局正親の腕うでから逃のがれられず、橙弥は極きわめて希少な赤面する正親の顔を見み逃のがした。
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　空が赤く染まり始める頃、身み支じ度たくをして外へ出ると白露が待っていた。

「二人していきなり閨ねやに籠こもって何をしているかと思えば」

「あはは……」

　じとりと睨ねめつけられ、橙弥は頭を搔く。顔が熱い。正親も気き恥はずかしいらしく、そっぽを向いている。

「現し世に戻もどるのか？」

　橙弥はこの世界に飛ばされてきた時に着ていた洋服に着き替がえていた。

「ん。只ただ人びとを鏡の裏側の世界に渡わたす事は禁じられてるんだ。追っ手が来ないという事は、清夏と俐星が頑がん張ばってくれてるんだと思う。早くうまくいった事を知らせて、援えん護ごしてやりたいから」

「そうか」

　ここは東の一族が作り上げた異界だ。何もかも取り戻した今、橙弥はいつでも簡単に現し世に戻れる。

　正親が白露の前に膝をついた。

「白露殿どの。それがしは再び橙弥の式となれた」

　山犬の表情が柔やわらかくなる。

「それは重ちよう畳じよう」

「そなたには世話になった」

「また近いうちにくるよ。白露さんには礼もしたいし」

「そうか？　それなら──」

　のどかに別れの挨あい拶さつをしていると、正親がいきなり刀を抜いた。草むらから見覚えのある子供が飛び出してくる。

「待たれい。まだそなたたちを帰すわけにはいか──ギャー！」

　橙弥に飛びかかろうとしたものの、それより早く正親に尻尾しつぽの先を斬きり飛ばされてしまった。

「な、なんて事をするのだ……っ」

　蛇へびの化け身しんである子供は涙なみだ目めで己おのれの尻尾を抱く。

「水神の眷けん属ぞくか。また橙弥を攫さらいに来たか」

　正親に詰きつ問もんされ、子供はぶんぶんと勢いよく首を振ふった。

「ちがうっ。我は……我は、そなたたちにあやつをなんとかして欲しくて……」

　子供の膚はだにはまだ黒々と穢れが刻まれていた。水神はまだ、この子供を解放していないのだ。

「虫のいい事を。なぜ我らが敵に手を貸さねばならんのだ」

「我とて好きであやつに従っていたわけではないっ！　腐くさってもあやつは神、この穢れは我には祓はらえぬ。のう、頼たのむ。我はまだ堕おちたくないのだ……」

「橙弥には関係ない」

　容よう赦しやなく切って捨てられ、子供は声を張り上げる。

「こっ、ここは東家が作り上げた異界、あれが穢けがれをまき散らし続けてよいのか!?」

「それはちょっといただけないなあ」

　橙弥が口を開いた途と端たん、全員の視線が集まった。

「橙弥はあれに目をつけられている。近づかない方がよい」

「んー、でも、今は正親に斬られて弱っているんだろう？　けりをつけた方がいいと思うんだよね。ちっちゃいの、あいつはどこにいるんだ？」

「橙弥殿!?」

　子供は今度はちっちゃいのと呼ばれても文句を言わなかった。

「こっちだ」

　子供が、きゅ、と橙弥の服の裾すそを摘つまむ。正親の目が剣けん吞のんに細められたが橙弥は頓とん着ちやくせず、導かれるまま走り始めた。次いで白露が身を翻ひるがえし、正親が続く。

　子供はしばらく汀みぎわに沿って走ると、池に注ぎ込む小川を遡さかのぼった。

　水神は、小川の源、ささやかな堰せきによってできた淵ふちにいた。中央に突つきだした岩にぐったりと縋すがりつき、半身を水に浸ひたしている。長い髪かみが水流に沿って描えがく渦うずが優美だ。

　橙弥は正親と白露に待っているよう合図すると、ずかずかと水神に近づいていった。

　正親に斬られた傷からは、まだとめどなく黒ずんだ血が流れ出しており、ろくに動けないほど弱っているようだ。

　かさついた唇くちびるに弱々しい笑えみが浮うかんだ。

「おお、トウヤ。私に会いに来てくれたのか？」

「いや、現うつし世に戻る前に、あんたに教えたかっただけ。あんたのかけた呪じゆは完全に取り除かれたよ。もう目も見えるし、記き憶おくも戻った」

「ほう」

　橙弥は顎あごをしゃくって、正親たちと共に少し離れた場所で待っている子供を示す。

「あの子の穢れ、取り除いてやって欲しい」

　水神は不ふ機き嫌げんに拒きよ絶ぜつする。

「おぬしには関係のない妖あやかしであろう？」

「なくない。ここはこいつを含ふくむ妖を守る為ために俺の一族が作った世界だからな。ここは綺き麗れいだろ？　朝に夕に皆みなで霊れい力りよくを注ぎこんでいるから、清せい浄じような気に満ちている」

　大気は霊れい気きに満ち、きらきらと輝かがやいていた。水神が身を浸している清水も、身を預けている大岩も、かすかに燐りん光こうを放っている。

「なー、気づいてる？　現し世にいた時のあんたにはほとんど理性が残ってなかったのに、この異界に来てからは、まともな会話が成り立っているって事」

　水神も、白露たちまでもはっとしたようだった。

　現し世で出会った時の水神は、思考能力など消え失うせた悪あつ鬼きのようだった。かりかりと結界を削けずろうとしていた時の眼まな差ざしがぞっとするほど虚うつろだった事を橙弥ははっきり記憶している。

「何が言いたい」

　上半身を起こした水神から流れ落ちる血はなるほど黒いが、現し世で見た時ほどの粘ねん度どはなかった。血ではない何かというより、変質した血に見える。

「あんた、明らかにこの鏡の裏側の世界に来てから回復してる。浄じよう化かされつつあるんだ。不ふ浄じようの輩やからがそんな変化を見せたっていう話は聞いた事がないから、そこはやっぱり神ゆえの強きよう[image: 靭]じんさなんだろうな。ここで過ごしていれば、いつかは穢れが祓われると思う」

「堕ちずに……済むというのか……？」

　橙弥ははっきりと頷うなずいた。

「俺は正親が好きだから、あんたの手は取れないけどさ、ここは俺たち一族の狩かり場だから、十八歳の誕生日を迎むかえた俺の血族が、式神を──正親みたいな伴はん侶りよを求めて訪おとずれる。代々妖と交わり続けた俺たち一族の魂たましいは、神を見たら全力で逃にげろと小さい頃ころから教え込まれるくらいだし、総じて普ふ通つうの人間より綺麗らしい。まあ、中でも俺の魂は綺麗らしいけど、次ここに来る一族の子は俺より綺麗かもしれない。そしてあんたが真っ当に求愛すれば応こたえてくれるかも」

　死にかけていた水神の目に光が灯ともる。だが、そこで己が今までしてきた事を思い出してしまったらしい、かぶりを振った。

「い……意味がわからぬ！　私はおぬしを汚よごしたのだぞ!?」

「人が与あたえた穢れのせいで理性を失っていたからだよな？　違ちがうか？」

　完かん璧ぺきな曲線を描く唇がわななく。長い長い年を経て生きてきたはずの神が、幼な子のような頼たよりない顔をした。

「────わ──わからぬ」

　だが、希望を抱いだきつつある事はその神気の色でわかった。まるで明けようとする夜空のように色が変わってゆく。

「まだ当分怪け我がで動けないんだろ？　神といえどもここまで穢され傷つけられれば回復に時間がかかる。その間、ゆっくり考えればいい。でも、あの子は関係ない。穢れを取り除いてあげて。それからこの世界に穢れをまき散らさないでいてくれれば、俺たちはあんたがここにいる事に文句を言わない」

　再び子供を示すと、水神はしばらく考え込んでいたが、待っていると面めん倒どうそうに手を振った。

　おお、と子供が歓かん声せいを上げる。膚を黒く染め上げていた穢れが色いろ褪あせ、煙けむりのように散っていった。

　痣あざのような穢れが消えた子供は、この世のものとも思えぬほど愛らしかった。ふっくらした頰ほおは林りん檎ご色いろ、つぶらな瞳ひとみはきらきらと輝いている。

「ありがとう、水神様」

　心からの感謝の気持ちを込めて橙弥が深々と頭を下げると、水神はうむと喉のどが詰つまったような声を出した。

「人に拝されるなど、どれだけぶりであろう……」

　たった一言に胸を衝つかれる。仮にも神であった存在が忘れ去られ蹂じゆう躙りんされる。その無念さはいかほどであっただろう。

　もう一度頭を下げ、橙弥は正親たちの元へ戻もどった。

　子供がぺこりと頭を下げる。

「礼を言うぞ、東の」

「……なんか、上から目線だな。まあいいけど」

　天使の輪が浮かぶ頭を一ひと撫なですると、橙弥は白露の前にしゃがみ込んだ。

「後の事は頼んだ」

　白露は何度も守もり役を頼まれた事があるほど東家と近しい。この小さな異界がなくなってしまえばもう、妖の行き場がなくなる事も承知している。

　念の為ために水神の監かん視しを頼むと、白露は重々しく頷いた。

「心得ておる。何かあったらすぐに知らせよう。礼は羊よう羹かんでいいぞ。この間もらったのと同じのがよい」

「はは、あれ気に入ったんだ。じゃあ他ほかにもいろいろ和わ菓が子し見み繕つくろって、改めて今回の礼をしに来るよ」

　最後にわしわしと軀からだを撫で回してやると、橙弥は正親へと向き直った。

「さて、帰ろうか」

「そうだな」

　向かい合って、ごつごつとした両手を取る。呪言を唱えると鏡の裏側の世界はぼやけ、消えた。
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　明けの光に照らし出された境けい内だいで、式神と男たちが本ほん殿でんを取り囲んでいた。

　清夏が目の見えぬ橙弥を連れこの社に立てこもってから、半月の時が流れている。言語道断の行いであるが、清夏は一族の中で群を抜ぬいた霊力を保持しており、結界が破れない。

　だがこの籠ろう城じよう戦にも終わりが訪れようとしていた。──兵ひよう糧ろう切れである。

「腹減った────」

　ぐう、と情けない音を発しつつ清夏はごろごろと板の間を転がった。空腹過ぎて、とてもじっとしていられないのだ。

「清夏、霊力が弱まってきておる」

「わかってる。そろそろ、終わりか。夕ゆ貴き丸まるがもうちょっと頑がん張ばってくれればよかったんだけどな」

　橙弥を再び正親と会わせてやりたい。それだけを考えて、清夏は橙弥を鏡の裏側の世界に送り込んだ。誓せい約やくを結び直せるかどうかはわからないが、二度と会えないまま終わるのだけは駄だ目めだ。

　本当は橙弥についていってやりたかったが、しきたりを破るのだ、一族の者たちが連れ戻そうとするのは目に見えていた。誰だれかが追っ手を堰せき止める役を負わねばならない。

　鏡の裏側の世界には不浄の輩も棲すみ着いているし、決して安全な場所ではないが、橙弥の霊気に正親が気づき保護してくれる事に清夏は賭かけた。

　姉の式神である夕貴丸も橙弥に同情していたらしい、食料を差し入れてくれたので予定より長く籠城を続けられたが、先日内通者として取り押さえられてしまった。ここ三日間、清夏は何も食べていない。霊力が弱まりつつあると他の面々が気づいたのだろう、外で術が組み立てられている気配がする。

　──清夏、最後の警告だ。ここを開けろ。でなければ強きよう行こう突とつ破ぱする。

「うるせ……」

　真しん珠じゆのように淡あわい七色の光を帯びた純白の髪かみを長く垂らした清夏の式神、白びやつ虎この化け身しんはぴるると耳を震ふるわせると、清夏の傍そばに膝ひざをついた。清夏の頭を己おのれの膝の上に乗せ、優やさしく撫でる。

「結界はほどなく破られるであろうな」

「悪い、無理させて」

　俐星もまた強大な力を持っていたが、既すでに枯こ渇かつしかけていた。

　必ずしも銅鏡に触ふれずとも鏡の裏側の世界には行ける。清夏が本殿に結界を敷しく一方で俐星は鏡の裏側の世界そのものを封ふうじていた。

　だが、清夏の結界が破られたら俐星も囚とらわれ、術は解けてしまうだろう。

　本殿の外で膨ふくれ上がってゆく力を感じる。

　──では、ゆくぞ。清夏。

　結界に強い圧がかかった。

　霊れい力りよくが急速に削られてゆく。まずいと思ったが、空腹で力の出なくなってしまった清夏にはもう、どうしようもない。

　音もなく結界が消え去ると、閉め切られていた戸板が次々と開けられ、男たちが踏ふみ込んできた。

　ここまでか。

　鏡の裏側の世界で橙弥が正親に会えたかどうか、清夏は知らない。全すべては徒労だったかもしれないが、あの二人が少しでも穏おだやかに最後の時を過ごせたならいい。

　俐星の膝ひざ枕まくらで伸のびている清夏を、義理の父が冷ややかに見下ろす。つかつかと歩み寄ろうとして、途と中ちゆうで足を止めた。

　清夏たちと男たち、両者のちょうど間の空間に歪ゆがみが生じつつあった。

　馴な染じみのある霊力が溢あふれ出す。ふわ、と生あたたかい風が吹ふき出し、板の間に二人の人ひと影かげが現れた。

「ただいま」

「────橙弥!?」

　甘い容よう貌ぼうの色男が悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ、ひらひらと手を振る。だが、すぐただならぬ雰ふん囲い気きに気がつき、あたりを見回した。

「え、何？　今、一体どういう状じよう況きようなんだ？」

　陽気な式神の一人が勢いよく橙弥の肩かたを叩たたく。

「心配かけやがって！　今、迎むかえにいこうとしていたところだったんだぞ」

　黒くろ豹ひようの化身である式神が、すっと手を翳かざし橙弥を取り囲もうとする一同を制した。

「待て、正親がいる」

　期待に満ちた視線が長身の鬼おにに集中する。

「──という事は、まさか？」

　橙弥が両手を広げた。

「目も見えるし、記き憶おくも戻ったぞ。誓約も再び結ばれた」

　男たちがどよめいた。

　清夏が橙弥の腰こしに飛びつく。

「橙弥────！」

　そのままずるずると床ゆかにへたりこんでしまいそうになった清夏を橙弥が支えた。

「なんだよ、清夏、よろよろじゃないか」

「よかった……！　うまくいって本当によかった……！」

「あんたのおかげだ。心配してくれてありがとうな、清夏」

　軽く背を叩いてねぎらうと、橙弥は傍で控ひかえていた俐星に清夏を渡わたした。わあわあと口々に話しかけてくる男たちを搔かき分け本殿を出る。

　眩まぶしいほどの朝日を浴び、世界が輝かがやいている。鏡の裏側の世界とはまるで違ちがう空気を、橙弥は胸の奥まで吸い込んだ。

　帰ってきたんだ、という実感がわいてくる。

　これからかつてと同じ生活が戻もどってくる。正親が常に隣となりにいてくれる日々が。当たり前だった事のすべてが嬉うれしくてならなくて、橙弥は人前なのもかまわず、愛いとしい男の腕うでに抱だきついた。
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「色々とご迷めい惑わくをおかけしました。これ、清夏の罰ばつが軽減されるといいなあという下心をたっぷり込めた、心ばかりの品という奴やつです。今日のおやつにどうぞ」

　東家の屋や敷しきの奥まった部屋できちんと正座した橙弥は、由ゆ羅ら──清夏の戸こ籍せき上の父──に菓か子しの大箱と一いつ升しよう瓶びんを差しだした。由羅の後ろにはいつものように黒豹の化身である式神が控え、なんとも色っぽい主あるじを見守っている。精せい悍かんな容貌とは裏腹にこの式神の主への執しゆう着ちやくは深い。

「相変わらずおまえはそつがないな」

　苦く笑しようを浮かべ由羅は貢みつぎ物を受け取った。

　迷惑をかけたとはいえ、相手は毎日寝しん食しよくを共にしている身内である。肩かた肘ひじ張る必要はないのだが、気は心というものだ。

　菓子箱の中にびっしり詰つまっているのは、高級チョコレート菓子だった。由羅の式神である黒豹の化身の好物であるし、子らも女たちも喜ぶ。添そえた酒との相あい性しようもいい。

　今回の騒そう動どうは橙弥に非があるわけではないが、迷惑をかけてしまったのは事実である。甘いものでねぎらえば、一連の騒さわぎでささくれ立った皆みなの気持ちもきっと甘くなる事だろう。

「しかし、減げん刑けいを求める必要はないだろう。清夏の罰は一ヶ月の掃そう除じ当番。この東家を揺ゆるがしたにしては軽すぎるくらいだ」

「意地が悪いなあ、由羅さんは。この屋敷、気が遠くなるほど広いのに」

　一族全員が寄り集まり暮らしているこの屋敷は、増築を繰くり返しており、とんでもない広さとなっていた。普ふ通つうの居住空間だけでなく、茶室や道場、大広間まである。

「そう思うならおまえが手伝ってやればいい、橙弥」

「あ、俺、今日はちょっと腰が痛くて」

　はは、と頭を搔くと、由羅も唇くちびるを妖よう艶えんにたわめた。

「若いのに情けない。仲がよいのはいい事だが、励はげみすぎるのもほどほどにな」

　あけすけなやりとりに、橙弥の後ろに控えていた正親の眉まゆがひくりと動く。

「さて、誓約の話を聞こうか。破は棄きされても結びなおせるとは知らなかった。今後の為ためにも詳しよう細さいを知りたい」

　メモを取る為だろう、黒豹の化身がタブレットを取り上げる。

「渡と月げつの儀ぎと同じでした。セックスしたら、誓せい約やくが成った」

「橙弥」

　我が慢まんできなくなったのだろう、正親が小声で咎とがめるが、由羅も橙弥も聞こえなかったかのように話を進める。

「でも、一度で成ったわけじゃないから、メンタル的なものも関係あると思う。己の意志で不ふ貞ていを働いた者が同じ事をしても、誓約は成らないんじゃないかな」

「そうか。軀からだを重ねただけでは成らないというところだけは渡月の儀と違うのだな……。記入できたか、漆しつ黒こく」

　返事の代わりに尻しりから生えた黒尻尾しつぽがしなやかにうねる。受け取ったタブレットに記された情報に目を通すと、由羅は満足げに頷うなずいた。

「貴重な情報をもたらしてくれた事に感謝する。式神を変へん更こうできるかどうかも知りたいところだったが、おまえたちが無事に元の鞘さやに戻れただけでよしとするか」

「どーも」

　深く頭を下げ、橙弥は由羅の前から辞する。

　襖ふすまを閉めると同時に、正親が小言を言った。

「橙弥」

「んー？」

「人前で閨ねやの事を口にするな。はしたない」

「ごめんごめん」

　生まれた時代が古いからか、正親はこういう事にうるさい。

　部屋に戻ると、文ふ机づくえの上に和わ菓が子しの箱が鎮ちん座ざしていた。白露用の羊よう羹かんといろとりどりの上生なま菓が子しの詰め合わせだ。

　正親が文机の前に座ってラベルの内容を改めるのを、橙弥は立ったまま見下ろした。

「あのさ、正親」

「ん？」

「さっきの由羅が口にした式神変更の事。あれ、単に可能性として口にしただけで、あんたが鬼だから言ったんじゃないからな」

「別に気にしておらん」

「あ、やっぱり気にしてるー」

「橙弥」

　橙弥は正親の肩に手を置いて身を屈かがめた。

「正親。俺は鬼であるあんたが好きなんだからな？　絶対に取り替かえたりしない」

　目の下には髪かみの間から頭を覗のぞかせた小さな角がある。最初は鋭するどかったのかもしれないが何百年もの時を経た岩のように先せん端たんが丸くなっており、もはや誰だれを傷つける心配もない。

　鬼である事に嫌けん悪お感はないと示す為、あむ、と小さな角を唇で挟はさんでみると、男の軀がぶるっと震ふるえた。

　舌で愛めでてみる。舐なめ心地ごこちは悪くない。既すでに昇しよう華かされてしまったのだろう、穢けがれの気配ももはやない。

　ちゅっと小さな音を立てて、もう一方の角にもくちづける。柔やわらかく舐めていると、正親が耐たえきれないといった体ていで振ふり返り、強く抱き締しめてきた。

「橙弥……っ」

　ぐいぐいと胸に頭を押しつけられる。はあ、と正親の吐はいた息が、生き地じを通じて熱く感じられた。

「あれ？　角、感じんの……？」

　もごもごと正親が呟つぶやく。

「そなたはこの角を穢らわしいとは思わぬのか……？」

「思うわけないだろ。可愛かわいいよな、これ。もっとキスして、い？」

　ちゅっと吸うと、びくりと正親の軀が揺れた。どうやらとても敏びん感かんらしい。

「橙弥……っ」

　畳たたみの上に引き倒たおされ、橙弥は慌あわてる。どうやらふざけすぎてしまったようだ。

「えーと、正親？　そろそろ白露の元へ行こうか」

　上生菓子は足が早い。早く持っていって渡わたした方がいい。

「煽あおったのはそなただ。責任を取ってもらうぞ」

「ちょ、待て！　俺、腰こし！　腰が！」

　昨夜は久しぶりにこの屋敷に戻ってきたという事でたいそう盛り上がった。だから、今日は大だい丈じよう夫ぶだろうと思ったのだが甘かったらしい。

「案ずるな。明日は一日、それがしが抱いて運んでやる」

「噓うそだろ、正親っ」

「後で白露への品も届けておいてやろう」

「えーっ。……まあ、いっか……」

　白露に直接礼を言いたかったが仕方がない。それに結局橙弥は、正親に抱かれるのが大好きなのだ。正親も欲よくが強いが、いつももっともっとと失神するまでねだるのは橙弥の方だ。

　夕のお勤めには遅おくれないようにしろよと釘くぎを刺す橙弥に頷いて見せ、正親が服を乱してゆく。

　少し後、掃除を終え、清夏が橙弥の顔を見に来たが、声をかける事もできず遠い目をして廊ろう下かを戻っていった。







　あとがき




　こんにちは。成なる瀬せかのです。この本を読んでくださってありがとうございます。




　三冊目の東あずま家のお話です。一冊目と二冊目はもふもふでしたが、今回の攻せめは鬼おにとなりました。

　時系列的にも三番目、黒くろ豹ひようの後のお話になりますが、特に前のお話を受けてというお話ではありません。主人公も違ちがいますし、単独でも大だい丈じよう夫ぶ。でも、『白虎の契り』『黒豹の契り』も読んだ方が世界が広がってより楽しめると思います。




　挿さし絵えは前回に引き続きみろくことこ先生に描かいていただきましたー！

　美しいイラストに負けない内容に仕上げなければと気合いが入ります。今回も麗うるわしい橙とう弥やと正まさ親ちかありがとうございます！




　仲良しの清せ夏なと橙弥や、ガチムチなわんこ書くのがとても楽しかったです。皆みな様さまにも少しでも楽しんでいただけたら嬉うれしいです。








http://karen.saiin.net/~shocola/dd/dd.html　成瀬かの　　
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